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現代モンゴル語における反義語の研究
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現 代 モ ン ゴル 語 にお け る反 義 語 の研 究

日本 語 要 旨

反義語 は世界の全ての言語 に存在 している普遍的要素である。反義語 は意味論 の重要 な

位置 を占めてお り、古今東西の学者 に研 究 され てきた。モ ンゴル言語学 における意味論 の

研究は未発達で、モンゴル語意味論 の中でも反義語研究は特 に不十分である。 これ まで、

モ ンゴル語 における反義語の研究は詳 しくなされてお らず 、まだ氷 山の一角 しか見 えてい

ない と言 える。 これ は意味論の複雑性、多様性、抽象性な どの客観 的な原因 とモンゴル語

研究者達がモンゴル語における反義語に対 して研究を見落 としてきた ことと関係 があると

考え られ る。しか し、客観的原因 より主観的原 因のほ うが大きい と思われ る。そ こで私は、

先行研究の成果 を活用 しつつ、モ ンゴル語 の反義語を総合的 に、体系的に研究することを

目指 している。本研究課題 は、論文編 と辞典編の二つ の部分から構成 されている。

研究論文は、「はじめに」、「第一章」、「第二章」、 「第三章」、 「第四章」、 「第五章」、「第六

章」、「おわ りに」 とい う8つ の部分か ら構成 される。 「は じめに」では、この研 究論文の構

成 と内容 を簡単に紹介す る。 「第一章」 では、この研究課題 を選択 した理 由について述べ、

さらに課題範 囲、研究方法 に言及す る。具体的に言えば、この研究課題 の選択 について主

観的理由 と客観的理 由に分 けて説明す る。研究課題の範囲はモンゴル語 における単語反義

語 と連語反義語 とい う二つの種類にわけて説明す る。研究方法について本論 は、統計的方

法、構造分析的方法、図式化 方法、意義素分析方法 とい う四つの方法を使用す る。その中

で、統計的方法、構造分析的方法、図式化方法 とい う三つ の方法 を用いて、モ ンゴル語 に

おける反義語を分析するのは初めてのことである。 「第二章」では、モンゴル語 における反

義語の研究現状 について述べ る。つま り、モ ンゴル語 における反義語のこれまでの研究概

況 と誤 っている問題 について分析す る。「第三章」では、モンゴル語における反義語の特徴 、

す なわち、意味的特徴、構造的特徴、民族的特徴 を分析す る。意味的特徴はモ ンゴル語 に

おける反義語 の基本的特徴であ り、その中で対等性 はモンゴル語 における反義語の最 も重

要 な特徴である と同時に反義語であるか どうかを検証する基準である。モ ンゴル語 にお け

る反義語は、意味の点で対立関係 を基に、形態 の形式 の同一 と付加 的意味の同一 も考慮す

る必要があ る。形態の形式及 び付加的意味の同一がなけれ ば、意味の点 のみで対立関係 に

なっても反義語 になることができない。モ ンゴル語 の反義語は意味の対立関係、形態の形

式が同一及び付加的意味が同一でなけれ ばな らない。つま り、モ ンゴル語の反義語 はその

三つの要求の集合体である。 そのため、モ ンゴル語 の反義語 とは、対等性の条件に一致す



る語である。構造的特徴 には、単語反義語 の構造的特徴 と連語反義語の構造的特徴 とい う

二つのジャンル にわけて説明す る。単語反義語 の構造的特徴 について語幹異同反義語 と語

幹同一反義語 とい う二種類にわけて、語幹異同反義語 も〈反義語+接 尾辞〉 とく非反義語

+接 尾辞 〉とい う二種類にわけて説明す る。語幹 同一反義語 もさらに、受身形 の反義語

と二語幹反義語 とい う二種類 にわけて説明す る。 〈反義語+接 尾辞 〉とい う形式の反義語

もく反義語+同 一接尾辞 〉 と〈反義語+異 同接尾辞 〉とい う二種類 にわけられ る。 〈非反

義語+接 尾辞〉 とい う形式の反義語 もく非反義語 ÷同一接尾辞 〉とく非反義語+異 同接尾

辞〉 とい う二種類にわけられる。 これまで、モ ンゴル語 における反義語 の研究対象 は単語

のみに限 られてきた。 これ は、モ ンゴル語 の反義語研究の対象 となる語 の一部分 を研究 し

たにすぎない。換言すれば、 もう一つの重要な研究対象であ る連語反義語を見落 としてき

た。単語 のみを対象 として反義語 を研究す ると、モンゴル語 における反義語 の特徴 と性 質

を全面的に明 らかにす ることができない。更に、モ ンゴル語 における反義語 の構造のモデ

ルについて全面的 に明 らかにすることができない。 したがって、モンゴル語 の反義語研 究

は単語反義語 と連語反義語 を共通 に研究 しなけれ ばな らない。モ ンゴル語の連語反義語の

構造的特徴 にっいて詳細に説明す るために、連語反義語の構 造形式、連語反義語の意味関

係 、連語反義語 の対立関係な どの三つの角度か ら分析す る。 その 中で、連語反義語 の対立

関係 の種類 は多 く、 しか も構造は:複雑であ り、全部対立関係 の反義語、対等対立関係 の反

義語、後語対立関係の反義語、前語対立関係 の反義語 、整体対立関係 の反義語1、 整体対立

関係の反義語IIと い う六種類 にわけられる。 この六つのジャンルの対立関係 の詳 しい分析

がモ ンゴル語にお ける連語反義語研 究のポイ ン トである。 民族的特徴は主にモ ンゴル語の

反義語 と他 の言語の反義語 について比較 して説 明す る。民族的特徴 は言語のみの研 究では

な く、社会、歴史、民俗な どに関す る複雑 な研究である。 言語 は民族の特徴 であるので反

義語 も当然民族 の特徴 を持 ってい る。 これ は、国家、または地域の生活 、文化、習慣、環

境 の差異によって形成 された。 こうしたことは反義語 の民族特徴 の基礎 である。 「第四章」

では、モンゴル語における反義語の分類、す なわち、オ トハ ラソ(udqalasu)に よる分類、

品詞 による分類 、移動的な意味による分類 を行 う。具体的に言 えば、オ トハラ ソによる分

類 は一っ のオ トハ ラソにお ける反義語 と複数のオ トハ ラソにおける反義語 とい う二種類に

わけて、 さらに一つのオ トハ ラソにおける反義語 も一つのオ トハ ラソに一つの反義語 と一

つのオ トハ ラソに複数の反義語 とい う二種類 にわけて説明す る。複数のオ トハ ラソにお け

る反義語 にも、一つの語の複数のオ トハ ラソにお ける反義語 と反義語の複数 のオ トハ ラソ



における反義語 とい う二種類 にわけて分析す る。品詞 による分類 は名詞類 の反義語 、動詞

類の反義語及び不変化詞類の反義語 とい う三つの種類 にわけて説 明する。 さらに、名詞類

の反義語 にも名詞の反義語、形容詞の反義語、代名詞 の反義語、時間空間の反義語 とわ け

て説明す る。不変化詞類の反義語 は副詞の反義語、助詞の反義語、待遇詞 の反義語 とわ け

て説 明す る。モンゴル語の品詞 は大き く名詞類 、動詞類、不変化詞類 とい う三種類にわ け

て研究 され ている。その中で、主 に名詞類 と動詞類にお ける反義語 について研究 され、不

変化詞類 における反義語は研究 されなかった。 これは、モ ンゴル語の反義語研究の もう一

つの欠点である。数について、モ ンゴル語 の名詞類 と動詞類 における反義語 は極 めて多数

であ り、不変化詞類 における反義語は非常に少数である。反義語 における研究対象 として、

不変化詞類 における反義語 を研究 しなければな らない。品詞 に関す るモンゴル語 の反義語

について特 に説 明することは、これまで、モ ンゴル語 の反義語 にっいて説明 した著作 と論

文には、モンゴル語の形容詞反義語の数が一番 多い と説明 されてい る。 しか し、これは誤

解である。 モンゴル語 の反義語では、動詞反義語 の数 は一番 多いのである。移動的意味 に

よる分類 には、相補反義語 と両極反義語 とい う二種類にわけて分析す る。相補反義語 とは、

中問に移動的意 味がない反義語 である。相補反 義語の特徴は事物を二つの状 態に しか分 け

てお らず 、その間に三番 目の概念 を表す語が存在 しないのである。両極反義語 とは、中間

に移動的意 味ある反義語である。両極反義語は、 さらに一つの移動的意味あ る両極反義語

と多数の移動的意味ある両極反義語 とい う二種類 にわけ られる。 中間の移動 的な意味がそ

の反義語 の両極の連続性である。 「第五章」では、モ ンゴル語の反義語研究に存在 してい る

意義深い問題について分析す る。モンゴル語 における反義語研究には様々な意義深 いこと

が存在 している。 これ は、モ ンゴル語 の反義語研究において特殊なことで あ り、同時に見

落 とす ことのできない研究課題 である。 しか し、こ うした課題 については、 これ まで研究

されていないのである。具体的に言えば、特別 な反義語、同義 を示す反義語 、反義語 と反

義関係、反義語 と否定関係 についての研究である。 「第六章」では、モ ンゴル語の反義語の

役割 について述べ る。モンゴル語学者達は、モンゴル語 の反義語の役割 について重要な研

究対象 として分析 して、説明 してきたが、主 に使用の役割 について限られてきた。本論で

は、モンゴル語 の反義語の役割 について四つの点か ら分析す る。つ ま り、使用 の役割、形

成 の役割、教育 の役割、辞典編纂の役割 とい うことである。そ うす ると、モ ン ゴル語 にお

ける反義語の役割 について全面的 に説明す るこ とができるだろ う。 「おわ りに」では、以上

述べた内容 をま とめると同時に本論の独創性 と発展性 について述べ る。研究論文に とって、



独創性 と発展性はキーポイ ン トである。実際、これ は、この研究課題 にいったい何を書き、

どれ くらいまで分析 したか とい う質問に対する答えである。

本論の科学的及び学術 的価値 を高めるため、モ ンゴル語 にお ける反義語 を収集 し、辞典

として編纂 した。辞典 は参考書 として、学術研 究のためだけではなく、 日常生活の中で、

広 く使用 され る。 これまで、モンゴル語 に関する様 々な辞典が出版 されてお り、 しかも種

類 も豊富であ り、成果 を得て きた。 学生向けのモンゴル語反義語小辞書が出版 されてきた

が、学術研究向けのモ ンゴル語反義語辞典は出版 されていない。 したがって、学術 向けの

モ ンゴル語反義語辞典 を編纂する必要 がある。本書は、上部 と下部 とい う二つの部分 から

構成 されてお り、上部 は単語 における反義語であるが、下部 は連語にお ける反義語 である。

その中で、単語 における反義語は540組 であ り、連語 における反義語は120組 であり、

合わせ て660組 の反義語である。 また、本書の反義語の注釈 は、『モ ンゴル語辞典』の注

釈に基づ き注釈 を付 した。 これが、辞典編の ことである。

この研 究課題 の中では、論文編 は理論的なものであ り、辞典編は実践的な ものである。

理論 と実践 の両面か ら研究 を行 うことで、モンゴル語 にお ける反義語研究が より詳 しくよ

り深いものになると大いに期待できる。





は じめ に

反義語は世界 の全ての言語 に存在 している普遍的要素である。反義語は意味論の重要な

位置 を占めてお り、古今東西の学者に研究 され てきた。モンゴル言語学における意味論の

研究 は未発達で、モンゴル語意味論の中でも反義語研究は特 に不十分であ る。 これまで、

モンゴル語 における反義語 の研究 は詳 しくなされてお らず、まだ氷 山の一角 しか見えてい

ない と言える。 これは意 味論の複雑性、多様性 、抽象性な どの客観的な原因 とモ ンゴル語

研究者達がモンゴル語にお ける反義語 に対 して研究を見落 としてきたことと関係 があると

考え られる。 しかし、客観的原 因より主観的原因のほ うが大 きい と思われ る。 「反義語 は、

意味論の本 でしば しば無視 され、辞書のなか に席 を通 常与え られ ていないのは、驚 くべき

ことである」')。 そこで私 は、先行研究の成果を活用 しつつ、モンゴル語 の反義語 を総合

的に、体系的に研究す るこ とを目指 している。本研究課題 は、論文編 と辞典編 の二つ の部

分か ら構成 されている。

研究論文の内容は、 「は じめに」、 「第一章」、 「第二章」、「第三章」、「第四章」、「第五章」、

「第六章」、 「おわ りに」 とい う8っ の部分か ら構成 され る。 「は じめに」では、 この研究論

文の構成 と内容 を簡単に紹介する。 「第一章」 では、課題 を選択 した理由を述べ、 さらに課

題の範 囲、研究方法に言及す る。 「第二章」では、モンゴル語における反義語の研究現状に

ついて述ぺる。 「第三章」では、モンゴル語の反義語の特徴、すなわち、意 味的特徴、構造

的特徴、民族的特徴 を分析す る。 「第四章」では、モンゴル語における反義語 の分類、すな

わち、オ トハ ラソ(udqalasu)に よる分類、品詞による分類、移動的な意味による分類 を

行 う。 「第五章」では、モ ンゴル語の反義語研究に存在 している意義深い問題 について分析

す る。 「第六章」では、モンゴル語の反義語 の役割について述べ る。 「おわ りに」では、以

上述べた内容をま とめると同時に本論の独創性 と発展性 にっいてま とめて述べ る。

本論 の科 学的及び学術的価値 を高めるため、モンゴル語 における反義語 を収集 し、辞典

として編纂す る。 これ まで、モ ンゴル語 に関す る様々な辞典が出版 されてお り、成果 を得

てきた。学生向けのモンゴル語反義語小辞書が出版 されてきたが、学術研 究向けのモ ンゴ

ル語反義語辞典は出版 されていない。 したがって、学術向けのモ ンゴル語反義語辞典 を編

纂す る必要がある。 これが、辞 典編のことである。

この研究課題 の中では、論文編 は理論的なものであ り、辞典編は実践的 なものである。

理論 と実践 の両面か ら研究を行 うこ とで、モンゴル語にお ける反義語研究 がよ り詳 しくよ

り深い ものになる と大 きいに期待 できる。
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用 語 の採 用 につい て

モ ン ゴル語 にお け る反 義語 及 び意 味論 の用語 は学 者 に よって言 い方 は異 な る。 そ して 、

広 く使 用 され てい る用 語 で統一 しよ うと考 えてい る。 「用語 の標 準化 と呼称 は用語研 究の最

も基本 的 こ とで あ り、 さらに最 も重要 な こ とで あ る」2)。

モ ンゴル 語 にお け る反義 語 とい う用語 が様 々 で ある。

esergiiudga-taiiige,udgaesergiiiige,esergiinere,esergiiudgabiikiiiiige,

eserguages、esergiiudgatuiigeな ど様 々 であ る。 そ の 中で、eserguudqatu趨geと い う

用語 で、 モ ン ゴル語 の反義 語 とい う呼称 を統一 しよ うと考 えて い る。

esergiiudga-taiiige

udgaesergiiiige

esergtiHere

eserguuges

eserguudgatuuge

モ ン ゴル語 にお け る意 味論 の最 も小 さい 意 味単位 で ある用語 の言い 方 が以 下 の並 べ た よ

うに色 々 で あ る。

udgalaburi、udqaelement、udqa-yinmiqabud、udgancirな どで あ る。 その 中

で 、udqaelementと い う用 語 で 、モ ン ゴル語 の意 義 素 とい う名 称 を統一 しよ うと考 えて

い る。

udgalaburi

udgaelementudgaelement

udqa-yinmigabud

udgancir

モ ン ゴ ル 語 の 言 葉 に お い て 個 々 の 意 味 で あ る用 語 が 内 モ ン ゴル で は オ トハ ラ ソ

(udgalasu)と い う用語 を使 用 し3)、 モ ンゴル 国で はオ トハ ラブ リ(udgalaburi)と い う

用 語 を使 用 してい る4)。 本論 は、オ トハ ラ ソ とい う用語 を選 択 し使 えた。

岫u}

udgalasu

udgalaburi
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モ ン ゴ ル 語 の 意 味 論 の意 義 素 分 析 方 法 とい う用 語 が モ ン ゴル 語 で は 、udgalaburi-bar

jadalquarya,udgaelement-iinjadalulta-yinarya,migabudcilanjadalquarya,

gesigUnjig瓶lk哲arYaな ど様 々 で あ る。 そ の 中 で 、udgaelement-berjadalquaryaと い う用

語 で 、 モ ン ゴ ル 語 の 意 義 素 分 析 方 法 とい う呼 称 を統 一 し よ う と考 え て い る。

udgalaburi-barjadalquarya

udgaelement-unjadalulta-yinarYaudgaelement-unjadalulta-yinarya

migabucilanjadalquarya

gesigiinjigiilkiiarya

[注]

1)フ ラ ン クR.パ ー マ ー1978p.104

2)Baogingshan1991p132

3)Badmadorji1997

4)SecenDelgerma1996

本 論 で は 、 中 国 ・内モ ン ゴル の ホ ル チ ン語 方 言 を基 に 、 考 察 を進 め る こ と にす る。

第一章 序論

当部分では、モンゴル語にお ける反義語研究 とい う研 究課題 の選択理由、研究範囲及び

研究方法について述べる。

1.1.研 究 課 題 の選 択

モンゴル語 の意味論の重要 な研究対象 として、反義語 は主に大学の教科書及び研究論文

で研 究 されてきた。 しか し、モ ンゴル語 の反義語研究は少数の反義語 を列挙 し、それ らの

反義語について分析 し、さらに重複 してい ることが多数であ り、詳 しく研究 されていない。

つま り、モンゴル語 における反義語研究のレベルは低い とい うこ とである。 この ことはモ

ンゴル語学者達 も認めている。 「モンゴル語における反義語の研 究は比較的少ない。モ ンゴ

ル語学者達が反義語について簡単に研究 したにす ぎない」')。 これは、モ ンゴル語 におけ

る反義語研究のま とめ と言 ってもいい。それでは、モンゴル語 の反義語研究 がなぜ遅れて

いるか。具体的な理由は以下のよ うな四つ点があると思 う。まず、モンゴル語について様 々

な辞典(例 えば、類義語辞典、モ ンゴル語辞典、学生向けのモ ンゴル語辞典、モンゴル語

頻度辞典 、モ ンゴル語諺辞典、モ ンゴル語不変化詞辞典、モンゴル語用語辞典、モ ンゴル
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語標準語辞典、モンゴル語意味分類辞典…)が 数多 く出版 されてきたが、学術 向けの反義

語辞典が出版 されていない。2002年 ウラーンバー トル で出版 され、168個 の反義語

を注釈 し、学生向けの 『モ ンゴル語反義語小辞典』2)と い う成果はモンゴル語 の反義語研

究に とって喜ば しいことで あるが、内モンゴル では これまでモンゴル語 における反義語辞

典 はまだ出版 されていないのである。 これ は、モ ンゴル語 における反義語研 究が遅れてい

る証拠の一つである。モンゴル語の反義語 は実践的なもの として、その辞典 を編纂 しなけ

れ ば理論的な研究を深めにくいだろ う。辞典をも とに研 究すれば反義語の理論的な研 究を

深 めるのに役立つであろ う。次に、モ ンゴル語 の反義語についての研究論 文は非常に少数

だ とい うこ とで ある。1964年 発表 された リンチ ンの 『モ ンゴル語 の反義語 について』

3)と い う論文か らこれまでモ ンゴル語の反義語 について20編 ほどの研究論文が発表 され

てい る。その中に私の発表 した8編 の論文が含 まれ ている。 これは、モ ンゴル語における

反義語研究は成果 が少な くて、発展が遅い とい うことを反映 してい る。モンゴル語 におけ

る反義語 は、研 究す ることが少ない とい うことではな く、実際、研 究すべきこ とは数多 く

ある。そ の次に、研究 されて も重複 してい る内容が多いのである。モ ンゴル語 の反義語 に

ついて分析 した論文や著作の中で重複 している内容 も少 な くないのである。つま り、研究

の独創性が乏 しいことで、新 しい研究成果が不足 している とい うことである。例えば、モ

ン ゴル 国にお ける学者達 の編集 したモ ン ゴル 語 の意味論 の代表 的な著 作 であるQorcin

cag-unmongyulkelen-tiudgasudulul-uniindiisii』4)と 内モンゴル の学者達の編集 したモ

ンゴル語意味論の代表的な著作である 『mongyulkelen-iiudgasudulul』5)と い う二冊の本

では、反義語の意味関係 とい う部分の内容 がまった く同 じである。 また、研究論文につい

て は 『mongYulkelen-tiesergiiudga-taiage・yintugai』 と 『mongYulkelen.・uesergii

udga-taiiige-yintugaiociikenajiylal』 とい う二つの論文を見てみ よ う。この二論文 には合

わせ て147の 例(前 者 は81の 例、後者 は66の 例)が 並べ られ、その中で、同じ例が

112個 ある。つま り例の全体の76%が 重複 していることである。実際、モ ンゴル語に

おける反義語研究 には研 究 されていない ことや詳 しく研究 されていないこ とが非常に多い

のである。最後に、モンゴル語 における反義語研究に誤っている問題が多 く存在 している。

このことについては、後 ほ ど詳 しく説明す る。 これは、客観的な理 由である。 主観的理由

について、私は、モ ンゴル語における反義語研究 に興味 をそそ られて、この課題 について

の資料 と研究成果を集 め、 さ らに学者達 と交流 し、意見 を交換 し合い、見聞 を広 めた。ま

た、私はモ ンゴル語の反義語についての学術論文 も10編 ほ ど発表 し、反義語 についての

6



理解 を深 め た。 これ は、私 に とって 、非 常 に勉 強 にな り、 同時 にモ ン ゴル 語 の反 義語 研 究

の基 礎 とな った。 総 じて 、モ ン ゴル語 の反 義語 を体系 的 に研 究す る こ とはモ ン ゴル語 の意

味論 を深 め る こ とに役 立つ であ ろ う。 実 際、 モ ン ゴル 語 のみ の反 義語 研 究 が 遅れ て い る と

い うこ とで はない。 「これ まで、 国 内外 にお いて言 語 にお け る反 義語 の特徴 が詳 しく研 究 さ

れ てい ない」6)。 以上 が この研 究課題 を選 択 した理 由 であ る。

1.2.研 究 課 題 の 範 囲

これ ま で、モ ン ゴル語 にお け る反 義語 の研 究対象 は単語 のみ に 限 られ て き た。 例 え ば、

sayin(良 い)⇒maYu(悪 い)、yeke(大 きい)cbaya(小 さい)、nokur(友)含dayisun

(敵)、qayira(愛)孚gorusul(憎 み)、abqu(も ら う)c.:.(あ げ る)、irekii(来

る)⇒ociqu(行 く)な どで あ る。 これ は、モ ン ゴル語 の反 義語研 究 の対 象 とな る語 の一部

分 を研 究 した にす ぎない。 つ ま り、 も う一 つ の重 要 な研 究対 象 で あ る連語 反 義語 を見 落 と

してい る。 これ は、モ ンゴル語 の反 義 語研 究 に おい て非 常 に残念 な こ とで あ る。 モ ン ゴル

語 にお け る反 義語 の研 究 対象 は単 語反義 語 だ けで はな く、連語 反 義語 も存在 す る。例 え ば、

erkimdeged廿(上 晶)⇒egeldouradu(下 品)、iinencisiduryu(誠 実 な)⇒jisur

jahqai(ず るい)、aburyuyeke(膨 大)⇒ocukenbaya(微 ノ亅・)、gabsurcudemjiku(助

け る)≒gourlajukoniigekii(妨 げ る)、salondoo(ま った く異 な る)⇒egegeadah(ま

った く同 じ)、siyudgaricayatu(正 比例)curbayugaricayatu(反 比 例)な ど多数 で あ

る。 モ ン ゴル 語 の反 義語 の 数量 につ い て、 当然 の こ とな が ら、単 語反 義語 は連 語反 義語 よ

りは るか に多い。 具 体的 に言 え ば、単語 反 義語 は540組 で あ り、連 語反 義語 は120組

で あ る。 しか し、連語 反 義 語 もモ ンゴル 語 に お け る反 義語 の研 究 対象 と して 、無視 す べ き

では ない研 究課題 であ る。

1.3.研 究 課 題 の 方 法

どの よ うな研 究方法 を使 用 す るか、 また ど うの よ うに使 用す るか とい うこ とは 、研 究上

にお い て非 常 に重要 で あ る。 本論 に は、研 究方 法 と して 、統 計的 方法 、構 造 分 析 的方 法、

図式 化 方 法 、意義 素分 析 方 法 とい う四っ の方 法 を使 用 す る。 統計 的方 法 とは 、色 々な ジ ャ

ンル の反 義語 の数 量 を統 計 しなが ら分析 す る方 法 で あ る。 これ は 、説 得力 が あ る研 究方 法

と して、様 々な分 野 で広 く使 用 され てい る。 これ まで 、モ ン ゴル語 の反 義 語 は統計 的方 法

を用 い て研 究 され て いな い。 構造 分析 方 法 とは、モ ン ゴル 語 の反 義語 を構 造 の角度 か ら研
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究す る方法である。モ ンゴル語は膠着語 であ り、語幹、接尾辞 か ら構成 されている。構成

分析方法 を通 してモ ンゴル語 における反義語 の構造 のモデルを明らかにす ることができる。

図式化方法 とは、分析 した ことを図式化す るとい うことで ある。周知の ように、意味論 は

非常に抽象的ことで あるので、図式化方法 を使用す ることによって言語で描写す るよ りも

っ とわか りやす くなるのである。 この方法は、モ ンゴル語 の意味論研究にますます注 目を

集 めてい る方法である。意義素分析方法 とは語の内部的構造を明らかにす る有効 な方法 で

ある。意義素は意味論 の研究対象 とす る最 も小 さな単位で ある。意義素が発 見 された こと

は意味論の大 きな進歩 である。意義素分析方法はモ ンゴル語の意味論 に積極的使用 されて

いる方法である。 この四つの研究方法 は、モンゴル語の反義語 を詳細 に研究す るこ とに大

きく貢献す ると思われ る。

[注】

1)Somiyabayaturnar1987P.132

2)Bandi2002

3)Rinci皿1964

4)Badmadorji1997pp.128-129

5)Delgerma2002pp.178-180

6)王 振昆1982p.75

第二章 モンゴル語における反義語研究の現状

反義語 はモ ンゴル語における意 味論の重要な研究対象 として、モ ンゴル語 の意味論や語

彙論の著作な どで分析 され、研究 されてきた。 そのほか、モ ンゴル語 における反義語 につ

いての研究論文がい くつか発表 されてきた。モ ンゴル語の反義語 を研究する時、まず、 こ

れまでのモンゴル語にお ける反義語研 究の現状 を理解す る必要 があ る。実際、 これまでの

モ ンゴル語 における反義語研究の レベル を理解す るとい うことが、モンゴル語 にお ける反

義語 を体系的 に研究するための前提である。 わか りやす くす るため、モ ンゴル語 における

反義語研究の現状 について研究概況 と誤 ってい る問題 とい う二つの部分に分 けて説明 しよ

う。
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2.1.反 義語研究 の概況

モ ンゴル語における反義語 は、様々な内容 が分析 され たが、研究の深 さは とい うとあま

り進まなかった。 これ は、モンゴル語 における反義語研究 を重視 しなかったことと関係が

あると思われ る。そのほか、研究の方法や角度 にも関係が あると思われ る。 これまでモ ン

ゴル語 における反義語の研究概況についてまとめれ ば以下のよ うになる。

2.1.1モ ンゴル語 にお ける反義語の概念について三つの面で説明 していた。つま り、「意味

の対立関係 がある語は反 義語である」、 「意義素が対立 している語は反義語 である」、 「対立

概念を表す語は反義語である」な どである。

2.12モ ンゴル語における反義語の研究対象 については、単語 のみの反義語は研究 され

てきたが、連語反義語が研究 されていないのである。

2.1.3モ ンゴル語 における反義語の特徴については、同 じ品詞 の語 のみは反義語にな る

が異なる品詞の語 は反義語 になることができない と強調 してきた。 また、全ての語に対応

す る反義語があると限らない と説明 している。

2.1.4モ ンゴル語 における反義語の分類について、概念による分類 、移動的な意味によ

る分類な どの視点か ら簡単 に研究 してきた。

2.1.5モ ンゴル語における反義語の数について、形容詞反義語、動詞反義語、名詞反義語

の数 が多い と説 明 してい る。その中で、モンゴル語 において形容詞反義語 の数がが最 も多

い と強調 している。

2.1.6モ ンゴル語 における反義語の役割 について、現象 と物事 の矛盾 をはっき り表現で

き、意味をわか りやす く示す ことができる と説明 している。

以上は、モ ンゴル語にお ける反義語の研究概況のま とめである。

2.2.反 義語研 究 に対す る誤解

モ ンゴル語 における反義語研究は以前 より次第 に進 んでいると同時に、色々な点で誤 っ

ているこ とが少なくないのである。これ らの問題 は直 さなければな らない と思われる。

2.2.1モ ンゴル語 における反義語の概念について、三種類の視点で説 明されている。つま

り、 「意味が対立 してい る語が反義語である」、 「対立概念を示 している語が反義語である」、

「意義素が対立 している語 は反義語 である」な どである。 しか し、その三つの説 明にはそ

れぞれ不足点が ある と思 われ る。一番 目の概念 である 「意 味が対立 してい る語が反義語 で

ある」 とい う説明は反義語の意味的特徴 を強調 したが、文法形式 の特徴 について無視 した
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とい うことである。例えば、ariyunceber(き れい)とbujar(汚 い)と い う二つの語は

意味の点で対立 してい るのに反義語になるこ とができない。 なぜな らば、連語 と単語 の対

立関係か らである。二番 目の概念である 「対立 している概念 を示 している語が反義語 であ

る」 とい う説明 は、モ ンゴル語 における不変化詞類の反義語 を含め られなかった。モ ンゴ

ル語 における全ての語が概念 を示す とは限 らない。例 えば、モ ンゴル語 の助詞(sulauge)、

副詞(dayiburiuge)、 待遇詞(qandulYaiige)な どは概念 を示せないのに反義語になる

ことができる。 中国語の学者 も概念 の角度か ら反義語 を説 明 したことはある。 「反義語 は対

立 してい る概念 の両面 を表 してい る」')。 三番 目の概念で ある 「意義素が対立 している語

は反義語である」 とい う説 明は間違がっているのは確 実のことで ある。なぜな らば、意義

素が対立 して語 が全て反義語 になる とは限 らないか らである。例 えば、abu(父)⇒eji

(母)と い う二語 の反義語 にな ることができな く、家族 関係 を表す関係名詞(garicaya

Here)で ある。 この二語 を意義素分析すれば以下の ようで ある。

abu[obey-iinbeye-yil[toriigsen][eregtei]

{eji[6beranbeye-yi][tortigsen]【emegtei]
分析によると、abuとejiと い う二語が対立す る意義素の[eregtei]と[emegtei]に よって区

別 されている。 しか し、この二語が反義語 になるこ とができないのは明確である。 「意義素

は対立 してい る語は全て反義語になるとは限 らないのである」2)。

以上は、モ ンゴル語における反義語の概念についての説 明の分析である。

2.2.2モ ンゴル語 における反義語の品詞 による分類 について、これまで、形容詞反義語

の数が最 も多い と説 明されて きたが2)、 実際、モンゴル語 における反義語 の中で、形容詞

反義語 は最 も多 くはな くて、動詞反義語が最 も多いのである。 このことについて反義語の

分類 とい う部分で詳 しく説明す る。

2.2.3モ ンゴル語 における反義語研究の中で、特に例の誤っていることが少な くないので

ある。 これは、モ ンゴル語 における反義語 の対等性については詳 しく理解 しなかったか ら

である。対等性 について後 で詳 しく説明す る。例の間違いはモンゴル語の反義語研 究にお

いて深刻 な問題 である。 この誤っている点を正 さなけれ ばな らない。それは、研究者や一

般 の人に誤解 を与 える恐れが あり、 さらにモ ンゴル語 の反 義語研究が順調 に行われる こと

に不利だからで ある。引き続 き、モンゴル語 における反義語 の誤 ってい る例 について例の

分類及び具体的 な分析 とい う二種類 にわけて説明す る。まず、誤 ってい る例の分類につい

て説明す る。
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2.2.3.1誤 っ た例 の分 類

モ ン ゴル 語 にお け る反 義語研 究の誤 った例 の分類 は文 法 の点 で誤 った例 と意 味 の点 で誤

った例 の二つ の ジ ャンル にわ け られ る。 で は、それ ぞれ分 析 す る。

2.2.3.1.1文 法 の点 で誤 った例

文 法 の 点で誤 って い る例 は さ らに品詞 の混 同 してい る例 、格 が っい た例 、 文 法形式 が混

同 して い る例 な ど小 さく事 項 にわ け られ る。

2.2.3。1.1.1品 詞 が異 なった 例

jalayu(若 い)-Steliigsen(年 寄 りにな る)、gaskiraqu(大 声 で 呼ぶ)-duyui(黙

る)、bayingYU(常 に)‐jarim(一 部 分)

2.2.3.1.12格 が つい た例

kumtin-u(他 人 の)-ober-iin(自 分 の)、eguride-yin(永 遠 の)-jayurada-yin

(一 時的 な)

2.2.3.1.1.3文 法 形 式が 異 なった例

理論 的 に詳 しく説 明す るた め、 さらに二つ の ジ ャンル にわ けて説 明 しよ う。

2.2.3.1.1.3.1原 級 と比較 級 の混 同 した例

garangyui(黒 い)-gegeken(明 るい)

2.2.3.1.1。3.2語 尾 の異 な る例

ji1Yal(幸 せ な)-jobulang(苦 しみ)、uridu(前)-goyim(後)、ekilelte(は じ

め)-tegiisiil(お わ り)、yadana(外)-dotura(中)

2.2.3.1.2意 味の 点で誤 った例

意 味 の 点で 誤 って い る例 は肯定 関係 と否 定 関係 の例 、原語 とそ の否 定 の例 、対 立 関係

が誤 った例 、対 立 関係 で は ない例 とい う点 で反 映 され てい る。

2.2.3.1.2.1taiとiigeiが つ いた例:

k覗6u-tei(力 が ある)-kiiciiiigei(力 が ない)、sedkil-tei(気 持 ちが あ る)-sedkil

iigei(気 持 ちは ない)idebki・tei(積 極 的)-idebkitigei(積 極 的 でな い)

ayur-tai(怒 りが ある)-ayuriigei(怒 りがな い)、

2.2.3.1.22原 語 とそ の否定 関係 の例:

adah(同 じ)-adaliiigei(同 じでな い)、bolqu(よ ろ しい)-bolqui.igei(い けな

い)、irekU(来 る)-irekiiiigei(来 ない)、qauhyosun・u(正 義)-gauliyosun-u

bisi(正 義 でな い)
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2.2.3.1.2.3対 立 関係 が誤 った例

aYurlaqu(怒 る)-iniyekii(笑 う)、alququ(歩 く)-joYsuqu(立 っ)、erte

(早 い)-gojim(今 後)、emegen(お ばあ さん)-keuken(娘)、oyilayaqu(わ

か る)-martaqu(忘 れ る)、ulayan(赤 い)-qara(黒 い)、iniyekii(笑 う)

-ganiyaqu(咳 が 出 る)
、ceber(き れ い)-maxugai(醜 い)、ebul(冬)

-gabur(春) 、martaqu(忘 れ る)-sanaqu(知 る)、budug⑰n(太 い)-baya

(ノ亅丶さい)、

2.2.3。1.2.4対 立 関係 で はない例

nara(太 陽)-jibar(風)、nidu(目)-Clkl(耳)、oryil(頂 上)-bel(ふ も

と)、nara(太 陽)-sara(月)、daruYa(リ ー ダー)-cerig(兵)、

t6rU(国)-sasin(宗 教)

2.2.3.2誤 った 例 の分 析

続 い て 、上記 の例 の存在 してい る問題 点 につい て具 体的 に分析 してみ よ う。

2.2.3.2.1例2.2.3.1.1。1の 誤 った 理 由は、異 な る品詞 の語 の対立 か らで あ る。反義 語 は

必 ず 同 じ品詞 の語 か ら構 成 され て い る。 異 な る 品詞 の語 が異 な る概念 を表 す た め、反 義語

にな るこ とがで き ない ので あ る。 この こ とにつ い て学者 達 は意見 が合 意 してい る。 これ は

正 しい見解 で あ る。例 え ば、jalayuと い う語 は名詞 あ るい は形容詞 で あ り、otelugsenと い

う語 は動詞 だか ら反義 語 な る こ とがで きな い。代 わ りにjalayu(若 者)-kogsin(年 寄 り)、

jalayujiqu(若 くな る)-otelkii(年 寄 りにな る)は それ ぞれ名 詞(た ま に形 容詞)、 動 詞

か ら反 義語 で ある。gaskiraquと い う語 は動詞 であ り、duyuiと い う語 は形容 詞 か ら反 義

語 に なる こ とが で きない。 か わ りにgaskiraqu-sibegenekiiと い う言 葉 は反義 語 に なる こ

とがで き る。bayingyuと い う言 葉 は副詞 で あ り、jarimと い う言 葉 は代・名詞 か ら反義語

に な るこ とがで きない。 しか しbayingyu‐gaya、boku-jarimは 反義 語 に な る こ とがで

き る。

2.2.3.2.2例2.2.3.1.1.2の 誤 った理 由は、例 の誤 っ た理 由は、モ ン ゴル語 にお け る反 義

語 は語 とそ の格 が つい た語 で表 現 で はな い。 モ ン ゴル 語 の格 は語 では な く、語 の間 の 関係

を示 す 文法 範疇 で あ る。 そ して、格 が つい た語 は反義 語 にな る こ とが できな い。

2.2.3.2.3例2.2.3.1.1.3.1の 誤 った理 由 は、形容 詞 の原級 と比 較級 の対 立 か らで あ る。具

体 的 に言 えば、gegekenと い う語 はgegenと い う形容詞 の比較級 で あ り、garangyuiは 比

較級 で な く、原級 で あ る。garangyuiと い う語 の比 較級 はgarangyuyiganと い うこ とで あ
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る。 それ で、 正解 はgarangyuicgegenあ るい はgegekencgarangyuyiganで あ る。 同

一級 の聞で 反義 語 に な るこ とはで きるが
、異 同級 の 問で反 義 語 に な る こ とは で きな い。 図

式化す れ ば以 下の通 りであ る。

反 義語一一
gegengegekengarangquigangarangyui

i

2.2.3.2.4例22.3.1.1.3.2の 誤 っ てい る理 由は、語尾 は同一 で はない か らで あ る。つ ま り

文法 形 式 は異 同 で あ る。 これ は、反 義語 の対 等 性 と矛 盾 す る。対等 性 につ い て 後 で詳 し く

説 明す る。正解 はuriducqoyi七uあ るいはgoyimcemuneで あ り、ekileltectegtistilte

あるい はekilel⇒tegUsulで あ り、Yadana⇒dotunaあ るい はYadar⇒doturで あ り、

jiryal≒jobalあ るい はjiryalangjobalangで あ る。

2.2.3.2.5例2.2.3.1.2.1の 誤 って い る理 由 は、単語 あ るい は連 語 の後 に肯 定助 詞 のtai

と否 定助 詞 のiigeiと い う語 が入 ったか らで あ る。モ ン ゴル語 は名 詞 の後 ろ に助 詞 で あ るtai

とUgeiが 付い て肯 定 と否 定 の意 味 を表 す。 そ うい う語 は矛 盾 す る関係 を表す が反 義 語で は

ない。

2.2.3.2.6例2.2.3.1.2.2の 誤 って い る理 由 は、まず 、類 型 は異 な る語 か らで ある。 つ ま

り、単語 と複合 語 の対 立で あ る。「一つ の単語 か ら構 成 され てい る語 は相互 に反 義語 にな り、

二 つ の単 語 か ら構 成 され て い る語 は相 互 に反 義 語 に な る」3)。 次 に、原語 とそ の否 定 関係

の語 は、 反 義語 にはな るこ とがで き ない ので あ る。 否 定 関係 と反 義語 は、異 な る概 念 で あ

る。 原 語 とそ の否 定 関係 の 語 が反 義 語 で あ る とすれ ば、 モ ン ゴル 語 の ほ とん どの語 には 、

対応 す る反 義 語 が存在 す る とい うこ とにな る。 実 際、 モ ン ゴル 語 で は、対 応 す る反 義語 が

な い語 は モ ン ゴル 語 に数 多 くあ る。 反義 語 の有名 な学者 で あ る謝 文慶 は、反 義語 に な るこ

とが で きな い六 つ の条件 を提 出 し、そ の 中で、 三番 目の条 件 は 「原 語 とそ の否 定 関係 は反

義 語 にな る ことがで き ない ので あ る」 とい うこ とであ る4)。 この こ とにつ い て後 で説 明す

る。
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2.2.3.2.7例2.2.3.1.2.3の 誤 った理 由は、モ ン ゴル 語 にお け る反 義語 に な る基 礎 で あ る

対 立 関係 で はない か らで あ る。 正解 は以下 の よ うに な る。

誤解 の例 正解 の例

ayurlaqu-iniyekiiayurlaqu⇒bayarlaqu,iniyekucuqilaqu

alququ‐joysuqualququ⇒giiyiikii,yabuqucjoysuqu

emegen-keukenemegen⇒ebugen,kuuckeuken

Oy且aYaqU-martaqUOy且aqUミ:quuturaqu,martaquミ ・sanaqu

ulayan‐(Saraqaraccayan

erte-gojimerteきOmi,OdUcqOjim

iniyeku-qaniyaquiniyekiicuqiaqu

ceber-maYuqaicebercbujar,sayiqan⇒mayugai

2.2.3.2.8例2.2.3.1.2.4の 誤 っ てい る理 由は、意 味 の点 で対立 関係 では ない し、 しか も

対応 す る反 義 語 が存 在 して い な いか らで ある。oryil‐bel,nara-jibar,nidii-

Clkl,nara-sara,daruya-cerig,t6ru-sasinな どの語 は相 互 に対 立 関係 では ない

で あ り、そ の上 相 互 に対 応 す る反 義語 が ない とい うこ とで あ る。 あ る語 に対 応 す る反 義語

が あるが 、あ る語 に対応 す る反義 語 が ないので ある。「反 義語 であ るか ないか とい うことは、

その言 語 の特徴 に よって決 め られ る」5)。

例文 はそ の概 念 の説 明 を証 明す る重 要 な証拠 で あ る。例 が 誤れ ば、そ の概 念 につい て誤

解 す る恐 れ が ある ので、 特 に注意 しな けれ ば な らない。 これ は、 例 の重要 さで あ る。 正確

の例 がそ の概 念 を理解 す る うえで重 要 な役 立 を果 たす の は言 うまで もな い。概 念 を正確 に

説 明 して も、例 が誤れ ば、理 解 しに くくな り、 逆 に例 を正確 に説 明 して も、概 念 の説 明 が

誤れ ば理解 しに く くな る。 概 念 も例 も誤 れ ば、 結論 は 当然信 用 で きない で あ ろ う。 だ か ら

こそ、 学者 達 は概 念 をわ か りやす く、 しか も正確 に説 明す るた め注意 してい る と同時 に、

例 の正確 さに きわ めて 注意 を払 って い る。 これ は概 念 と例 の関係 で あ る。

【注】

1)王 徳春1997P.107

2)TUIYaYuri1993P.27

3)傅 朝 阻1980p.46
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4)謝 文 慶1986P.37

5)Tedke1987p.277

第三章 モンゴル語における反義語の特徴

特徴 の研究は、モンゴル語 の反義語研究において重要な研究対象であると同時 に理論 的

な研究である。 そのため、その特徴について詳 しく研究 しなければ、モンゴル語の反義語

研究を深 めることができない。換言すれば、モ ンゴル語の反義語研究が詳細に研究 されな

かった理由の一つ はその特徴 について研 究が不足 してい るか らである。モ ンゴル語 にお け

る反義語 の特徴 について意味的特徴 、構造的特徴、民族的特徴 とい う三種類 に分 けて分析

す る。モ ンゴル語 における反義語研 究の特徴 について、研 究者達は意味的特徴 を重視 して

分析 したが、構造的特徴 と民族的特徴 についてはほとんど研究 していなかった。意味的特

徴 は意味論の角度か ら研究 されたのに対 して、構造的特徴 は形態論 と意味論 の角度か ら研

究 され、民族的特徴 は言語学、民俗学、社会学、人類学な ど色々な研究課題 と関係が ある

総合的研究である。当然のことなが ら、反義語の民族的特徴が非 常に複雑 な研究であるの

は言 うまでもない。

総 じて、特徴の研究が詳細であれ ばあるほどモ ンゴル語 の反義語研究は より一層 に進 め

ることができる。 したがって、本論では、私はモ ンゴル語 の反義語の特徴 についてできる

だけ詳 しく分析 しようと思 う。

3.1.意 味 的 特 徴

モ ン ゴル 語 に お け る反 義語 の意 味 的特 徴 は反 義語 の 基本 的 な特 徴 で ある。 モ ン ゴル語 の

反 義語 の意 味的 特徴 は理 論 の視 点 か らの研 究 が非 常 に不足 してい る。 反義 語 の研 究 を深 め

るた め、 まず意 味的 特徴 を 明 らか にす る必要 が ある。 モ ン ゴル 語 にお け る反 義語 の意 味的

特徴 は様 々で あ る。

3.1.1.反 義 語 の 対 等 性 に つ い て

モ ン ゴル 語 の反 義語 につい て、 まず研 究 しな けれ ば な らな い特徴 は対 等 性 で あ る。 対 等

性 の概 念 とそ の重要 さを説 明す る前 に、先 に例 を分析 しよ う。1)cayan(白 い)-garalaqu

(黒 くな る)、2)irekti(来 る)-ocina(行 く)、3)degere(上)-douratu(下)、

4)yadayugoyusun(貧 乏)-bayan(金 持 ち)、5)nimgen(薄 い)‐jujayagan(厚
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め)、6)menduleku(生 まれ る)一 飯 αku(死 ぬ)な どで あ る。 当然 の こ となが ら、

これ らの語 は反 義語 になれ ないの は 明 白で あ る。 なぜ 、反 義 語 に なれ ない か。 そ の理 由に

つい て分析 しよ う。例1)は 、品詞 の異 な る(形 容 詞一 動詞)語 だか らで あ り、例2)は 、

形 態 の形 式 、っ ま り接尾 辞 が異 な る(形 動詞 形一 終止 形)か らで あ り、例3)は 、 語尾 が

異 な る(-re一 一tu)か らで あ り、例4)は 、類型 が異 な る(連 語 一単語)か らで あ り、例

5)は 、品詞 は 同 じ形容 詞 で あ るが、級 が異 な る(原 級一 比 較 級)か らであ り、例6)は 、

付加 的意 味が異 な る(敬 語一 普通 語)か らで あ る。正解 は以 下 の よ うに な る。cayan(白 い)

cgara(黒 い)、qaralaqu(黒 くな る)rcayiraqu(白 くな る)、irekii(行 く)⇒ociqu

(行 く)、Irene(来 る)⇒ocina(行 く)、degere(上)⇒doura(下)、douratu(下)⇒

degeda(上)、yadayugoyusun(貧 乏)⇒bayan6圭negehg(金 持 ち)、bayan(金 持 ち)c

yadaYu(貧 乏)、nimgen(薄 い)cjujayan(厚 い)、nimgeken(薄 め)jujayagan(厚 め)、

mendiilekti(生 ま れ る 〈 敬 語 〉)寺nogcikii(死 ぬ く 敬 語 〉)toriikii(生 ま れ る)⇒

uk眦u(死 ぬ)で あ る。

モ ン ゴル 語 に お け る反 義語 の研 究 は 、意 味論 の範 囲 のみ の研 究 では な く、形態 論 に も密

接 な 関係 が ある。 しか し、 これ まで 、モ ン ゴル 語 にお け る反義 語 研 究 は意 味論 のみ の角 度

か ら研 究 され て お り、形 態論 の視 点 か ら研 究 され てい なか った。 これ は、 モ ン ゴル語 にお

け る反 義語 研 究 が他 の研 究分 野 よ り遅れ て き た一つ の 要因 で あ る。 したが って 、モ ン ゴル

語 にお け る反義 語 は意 味論 のみ の視 点か らで はな く、形 態論 と付加 的意 味 の視 点か ら も詳

しく研 究 しなけれ ば な らな い。 例 の分 析 に よ る と、 モ ン ゴル 語 にお け る反 義語 は意 味 の対

立 だ けで は な く、文法 形 式 が同一 で あ る こ と と付 加 的意 味 が必 ず 同一 で あ る とい うこ とで

あ る。 これ は、モ ン ゴル語 にお け る反 義語 の対 等性 で あ る。 文法 形式 の同一 とは接 尾 辞 の

同一 、類 型 の同一 、 品詞 の 同一、 級 の同 一 な ど様 々 で あ る。 付 加 的意 味 の 同一 とは 、敬語

一 敬 語 の 同一
、 普 通語一 普通語 の 同一 、現 代 語一現 代 語 の 同一 、 古代 語一 古代 語 の 同一 な

ど様 々 で あ る。 モ ンゴル 語 にお ける反 義語 は、意 味 の 点で反 義 関係 を基 に、 文法形 式 の同

一 と付加 的意 味 の同一 も考慮 す る必要 が あ る
。 文法形 式及 び付 加 的意 味 の同一 がな けれ ば、

意 味の 点 のみで 反義 関係 に なって も反 義語 にな るこ とがで き ない。 モ ン ゴル語 の反 義 語 は

意 味 の対 立 関係 、文 法形 式 が 同一及 び付 加 的 意 味が 同一 で な けれ ば な らない。 つ ま り、 モ

ン ゴル語 の反 義語 はそ の三 つ の要 求 の集 合 体 で あ る')。 したが っ て、 モ ン ゴル 語 の反 義語

とは、対 等性 の 条件 に一 致 す る語 で あ る。 対 等性 はモ ン ゴル 語 に お け る反 義語研 究 に、非

常 に重要 な基 本 的条 件 で あ り、同 時 に反 義 語 で あ るか ど うか を検 証 す る基 準 で ある。 換言
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すれば、対等性について正 しく理解すれ ば、モ ンゴル語 の反義語 について正 しく理解 でき

るとい うことである。 したがって、反義語であるか どうか とい うことは主観 的にあるいは

直感的 に判断 して決 められ ることではな く、対等性 とい う客観的な検証基準を通 して判断

して決め られ るであろ う。モ ンゴル語 における反義語 の研 究に、色 々な誤っている考 え方

が存在 してい る最大の理由 と最 も直接 的な理 由は反義語の対等性に言及 され なかったか ら

である。反義語 の最 も重要な特徴 について異なる観点を持 ち学者 もいる。 「対立関係 と文章

の中で対立使用 され ることは反義語 の最 も重要な特徴である」2)。 中国語の学者達は反義

語の対等性 について様々な点か ら分析 してきた。例えば、「付加的意 味の同一、晶詞 の同一、

韵律の同一は反義語 の重要な条件である」3)。 「反義語 は文法形式の点で一致す る必要があ

る」4)。 「書き言葉は相互に反義語 にな り、話 し言葉は相互 に反義語 になる」5)。 モ ンゴル

語における反義語の対等性を図で示せば、 より明瞭になる。
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一
非反義語

一
反義語
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3.1.2.対 立 しな が ら統 一 す る こ と に つ い て

モ ンゴル語 にお け る反 義語 が対 立す る と同時 に 統一す る とい う特 徴 の研 究 は 、最 近 の こ

とで あ る。 この特 徴 は意義 素分 析方 法 を通 して 明 らか にす る こ とが でき る。

意義 素 分析方 法 は音 声 の弁 別 的特徴 を明 らか にす る方 法 か ら啓 発 され た意 味論 の分 析 方

法で あ る。 この方 法 は語 の 内部 的 な構 造 と本 質 を明 らか にす る上 で有効 な方 法 で あ る。 モ

ン ゴル 語 の意 味論 に意 義 素分 析方 法 は積極 的 に適 用 され 、 モ ン ゴル 語 の意 味論 の発展 に寄

与 してい る。具 体 的 に言 えば、 モ ン ゴル 語 の意 味論 の研 究対象 が以 前 は、単語(udqalasu)

と複 合語(kelkisu)に 限 られ て お り、現在 は、研 究対 象 は広 が り、最 も小 さな研 究対象 で あ

るudgaelement(意 義素)か ら最 も大 きな研 究対 象 であ るyarisu(談 話 の意 味)ま で広 が り、

七 っ の研 究対象 にな っ た。 っ ま り、Al-udqaelement(意 義 素)、A2-udqalasu(語 の意

味)、A3‐kelkisu(複 合 語 の意 味)、A4‐ogtilesii(文 章 の意 味)、A5-yasisu(談 話 の意 味)、

A6-b6tUgesU(接 尾 辞 の意 味)、A7-nemelteudga(付 加 的意 味)で あ る6) 。 その 中で 、A1、

A2、A3、A4、A5の 意 味 関係 を図式化 す ば以 下の通 りで ある(図1)。 モ ン ゴル 語 の意 味論 の

研 究対 象 は、以 前 はudqalasu(A2)とkelkisu(A3)と い う二 つ の研 究 対象 だ った。 図式

化 すれ ば以下 の通 りで あ る(図2)。

図2

図1

引 き続 き、具 体的 にモ ンゴル 語 にお け る反 義語 の例 を意 義素分 析 方法 で分析 してみ よ う。

例 えば、qola(遠 い)coyira(近 い)、jegUn(左)⇒barayun(右)、yangyamsiy

(干 ばつ)cusunyamsiy(水 害)、bayartujucuge(喜 劇)⇒yuniytujucuge(悲 劇)な ど

で あ る。
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qola[δgUleg6i-ece][aluslaqujai][yeke]

{oyira[6gUleg6i-e6e][aluslaqujai][baya]

jegun[jugciglel][naran][manduqu]

{barayun[jigciglel][naran][tasiqu]

yangyamsiy[baiyali-yinyamsiy][quraboruyan][bayaduqu]

{usunyamsiy[baiyali-yinyamsiy][quraboruyan][yeketuku]

bayartujudge[judge][ureding][kiimiis-yi][bayarlayulqu]

{yuniytujudge[judge][uredung][kumus-yi][garamsayulqu]
上 記 の分析 に よ る と、qola⇒oyiraと い う反 義語 は、[6gUleg6i-ece][aluslaqujai]と

い う共性 意 義素 と[yeke]、[baya]と い う二 つ の個性 意 義 素 か ら構 成 され て い る。 共性 意義

素 とはそ の二つ の語 が反 義 語 にな る前提 で あ る と同時 にそ の二語 の 共通 点 で あ る。 個性 意

義 素 とはそ の二語 が反義 語 を形成 す る要 因で あ る。 そ して、反 義 語 は共 通性 の意義 素 を基

に互 い に 関連 して 、個性 の 意義 素 の 区別 特 徴 に よっ て反 義 語 に なっ てい る。 そ の通 りに 、

jeg伽 ⇒barayunと い う反義語 の共通意 義 素 は[jugciglel][naran]で あ り、個 性 意義

素 は[manduqu]と[tasiqu]の こ つ であ る。yangyamsiyとusunyamsiyと い う反義 語 の共

通 意 義 素 は[bayiYali-yinYamsiY][quraburuYan]で あ り、 個 性 意 義 素 は[baYaduqu]と

[yeketUkU]で あ る。bayar加jU6Ugecyuniytuj茸6茸geと い う反 義 語 の 共 通 意 義 素 は

[jU6Uge][iredung][kumus-yi]で あ り、個 性意 義 素 は[bayarlayulqu]と[garamsayulqu]

で あ る。

3.1.3.反 義 語 の 多 様 性 に つ い て

3.1.3.1.あ る反義 語 が ほ かの単語 と組 み合 わ てせ使 用 され る ときは反 義語 に な る ことが

で きな い場合 が あ る。 これ は、そ の単語 は元 の意 味 を失 い、 二つ の語 は一 つ の語 の意 味 を

示 す とい うこ とで あ る。 っ ま り意 味変化 に よって 異 なっ てい る。 例 え ば、qara(黒 い)と

cayan(白 い)と い う語 は反 義 語 で あるが、miqaと い う単語 と組 み合 わせ て使用 され る場合

は反 義語 にな る こ とがで き ない。 つま り、qaramiqaとcayanmiqaと い う二 つ の語 は反 義

語 にな るこ とが で きない。 なぜ な らば、qaramiqaとcayanmiqaは 意 味 の点 で互 い に対 立
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す る関係 がない か らで ある。qaramiqaと い う語 は脂肪 が少 ない 肉 を指す のに対 して、cayan

miqaと い う語 が肛 門の端 の 肉で あ る。 しか し、qaramiqaと い う語 は 脂肪 が多 い 肉で あ る

taryunmiqaと い う語 と反義 語 にな る。 モ ン ゴル語 で はqaraとtaryunと い う二 つ の単語

は反 義語 に な る ことがで き ない。qaraと い う単語 はcayanと い う単語 と反 義 語 とな り、

taryunと い う単語 はturangqaiと い う単語 と反 義語 にな る。 つ ま り、以 下 の よ うにな る。

反 義語　
R{∴ 二∵}懲qa

3.1.3.2.あ る反 義語 の後 ろ にあ る接 尾辞 を連続 して新 しい反 義語 を形成 す るが 、あ る接

尾 辞 はそ の反 義語 の一つ の語 に連 続 で き るが、 も う一 つ の語 に連続 で きない 場合 もあ る。

例 えば、qara≒cayanと い う反 義語 で は、-ra一 とい う接 尾辞 を連続 す れ ば、garala-(黒 く

な る)⇒cayira-(白 くな る)と い う動 詞 の反 義 語 を形成 で き る。 しか し、ngyuiと い う接

尾辞 を連 続す れ ば、qaraと い う単語 に連続 で き るが、cayanと い う単語 に連 続 で きない。

新 しい形 成 されたgarangyuiと い う語 がgegenと い う語 と反 義語 にな るこ とが で き る。 つ

ま り、以 下 の よ うにな る。

反 義語

み
反義語{　 　 脚 ゜　

cayan十ngYui→ ×

3.1。3.3.あ る反義 語 の前 に必ず しも同 じ修 飾語 が 要 る とは限 らない が、語 に よ って異 な

る。例 えば 、gara≠cayanと い う反 義語 で は、そ の二つ の単語 の前 に程 度副 詞 のmasi(と

て も)、tung(非 常 に)、neliyed(か な り)な どの語 に組 み合 って 、masiqara(と て も

黒 い)、masicayan(と て も 白い)、tunggara(と て も黒 い)、tungcayan(と て も 白い) 、

neliyedqara(か な り黒 い)、neliyedcayan(か な り白い)な どの反 義 語 が形 成 で き る。

しか し、qaraと い う単語 の前 に修飾 語 のkSが 要 るが 、cayanと い う単語 の前 に要 らな い。

逆 に、cayanと い う単語 の前 にlabaiと い う修 飾語 が 要 るが、qaraと い う単 語 の前 に い ら
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ない ので あ る。 つま り、以 下 の よ うに なる。

反義語garak°+gara→k°gara(非 　 )}反 義語

cayan:1abai+cayan→1abaicayan(非 常 に 白い)

反 義 語gara→labaigara(X)

cayan→kocayan(×)

3.1.3.4.興 味深 い こ とは 、あ る反 義語 が あ る単語 と組 み合 わせ て使 用 され る場 合 は反 義

語 にな る こ とがで きない が、逆 に同義語 に な るこ とが で き る。例 えば、qara⇒cayanと い う

反義 語 はariki(酒)と い う単語 と組 み合 わせ て使 用 され る場合 は、 同義語 の 意味 を示 す。

つ ま り、qaraariki(黒 い酒)-cayanariki(白 い酒)で ある。 この二 つの 語 の意味 は

同 じだ が 、内モ ン ゴル で は、qaraarikiと 言 うの に対 して 、モ ン ゴル 国 ではcayanariki

と言 う。 中国語 の 白酒 とい う言 い方 はモ ン ゴル 国 にお いてモ ンゴル 語 のcayanarikiと い

う言 い方 と同一 で あ る。 語 の 同 じモ ン ゴル 民族 で も地 域 に よって語 の使 い方 が異 な る。 こ

れ は、モ ンゴル 語 の反 義語 の特殊 な現象 で あ る。

3.1.3.5.反 義語 に な るこ とがで き ない 二つ の単 語 は あ る単語 に組 み合 わせ て使 用 され

る場合 新 しい反 義語 を形成 す るこ ともあ る。例 えば 、siYud(直 接)とurbayu(逆)と い

う二 つ の単 語 は 単語 と して 反 義語 に な る こ とが で き な い。 しか し、 この 二 つ の 単 語 は

garicayatu(比 率)と い う単語 と組 み合 わせ て使 用 され る場 合 は反 義語 にな る こ とぶ で き

る。 つ ま り、siyudgaricayatu(正 比率)curbayugaricayatu(反 比率)は 反義 語 にな

る。usu(水)とYang(干 ばっ)と い う二つ の単語 は単語 と して反 義語 にな る こ とが で き

ない が 、そ の二つ 単語 はyamsig(災 害)と い う単語 と組 み合 わせ て使用 され る場合 、つ ま

りusunyamsiy(水 害)とyangyamsiy(干 ばつ)と い う二つ の連語 は反 義語 にな る こ

とが で き る。 つ ま り、usunyamsiyyangYamsiYで あ る。 これ は、語 の組 み 合 わせ 関係

に よっ て決 め られ る こ とで あ る。

3.1.4.対 応 す る 反 義 語 に つ い て

モ ン ゴル 語 の反 義語 につい て分 析 した多数 の著作 で は 、全 ての語 に対応 す る反 義 語 が あ

るわ けで はない と強調 してき た。 「反 義語 は語彙 の 重要 な もので あ るが、全 て の語 に対応 す

る反 義語 が ある とは 限 らない の で あ る」6)。 反 義語 は 全 ての語 に存 在 してい る普遍 的 な も
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の で あ る が 、 全 て の 語 に 反 義 語 が あ る とは 限 らな い 。 「世 界 の 全 て の 言 語 に反 義 語 は 存 在 し

て い る が 、全 て の 語 に 対 応 す る 反 義語 あ る とは 限 らな い 」7)。 「反 義 語 は言 語 の も の だ か ら、

全 て の 矛 盾 して い る物 事 、概 念 は 反 義 語 を 通 して 表 現 で き る と は 限 らな い 」8)。 例 え ば 、『モ

ン ゴ ル 語 辞 典 』 に は7万 ほ どの モ ン ゴル 語 を掲 載 して 注 釈 を加 え て い る9)。 ま た 、 学 者 で

あ るB・ リ ンチ ン は 「モ ン ゴル 語 の語 彙 は 約10万 あ る 」 と述 べ て い る1°)。 しか し な が ら 、

モ ン ゴル 語 の 反 義 語 は 、 モ ン ゴル 語 の 一 部 分 を 占 め る にす ぎ な い の で あ る。 中 国 語 で は 、

反 義 語 は 少 な く と も4000個 あ る と述 べ て い る11)。 具 体 的 に言 え ば 、

用 語 類:abiya(音 声)、atum(原 子)、korungge(資 本)、es(細 胞)、energiエ ネ ル ギ ー

tegsidgel(方 程 式)、not(楽 譜)…

鳥 類 一bijuqai(ス ズ メ)、keriye(カ ラ ス)、todi,toyus(ク ジ ャ ク)gariyacai(ツ

バ メ)、eliye(と び)、b6dUne(う ず ら)…

動 物 類 一arslan(ラ イ オ ン)、cinua(狼)、bars(ト ラ)、jayan(象)、taulai(兎)、

unege(狐)、jaraYa(は りね ず み)…

果 物 類 一banana(バ ナ ナ)、toyer(も も)、almurad(り ん ご)、a!ima(な し)、jurji(み

か ん)、gUyilesU(あ ん ず)、samur(く る み)…

野 菜 類 一songgina(葱)、tobedqasi(ト マ ト)、orgesutukemke(き ゅ う り)、t6mUsU

(ジ ャ ガ イ モ)、yoyud(に ら)…

家 畜 類 一noqai(い ぬ)、muur(ね こ)、mori(,,,.)、yagai(豚)、uker(牛)、takiya(鶏)、

qoni(羊)…

交 通 工 具 ‐masin(車)、bolu(自 転 車)、motur(バ イ ク)、ongyuca(船)、yaltuterge

(列 車)、niske1(飛 行 機)…

家 庭 用 品 類 一koldegegur(冷 蔵 庫)、jiruyturadio(テ レ ビ)、yarutasu(携 帯 電 話)、

goryu(た ん す)、sirege(机)、sandali(椅 子)…

植 物 類 一ebesU(草)、ceceg(花)、modu(木)、qulusu(竹)、narasu(松)uda(楡)、

uliyaSU(柳)…

資 源 類 一cilayuntosu(石 油)、alta(金)、monggu(銀)、negUresU(煤)、temur(鉄)、

bolud(鋼 鉄)、jes(銅)、tuyulya(鉛)…

しか し、 方 向詞 及 び 位 置 詞 に 対 応 す る反 義 語 の確 率 が 高 い の で あ る。 そ の ほ か 、 動 作 や

変 化 を 示 す 語 及 び 特 徴 を示 す 語 に 対 応 す る反 義 語 が 多 い の で あ る。

3.1.5.反 義 語 と 類 義 語 の 相 互 関 係 に つ い て
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モンゴル語の反義語 と類義語 は、非常に重要な意味関係 にあり、意味論や語彙論 の著

作の中では、重視 して強調 して分析 してきた研究対象である。 したがって、反義語 と類

義語が意味論で重要な位置を占めている。このことは、学者達に認 められている。「語彙

は意味の点で、反義語 と類義語 とい うニジャンル に分 けられ る」と述べた学者 もい る'3)。

「反義関係 と類義関係は意味論の中で最 も注 目を集めてい る二つの意味関係である」'4)。

「語 の意 味関係 のジャンルはいろいろであ り、その中で一番注 目を集めているのは対立

関係(反 義語)と 類義関係(類 義語)で ある」15)。 反義語 と類義語 とい うものの名称か

ら見 ると、相互 に関係 がない意味の研 究対象の ようである。 しか し、反義語 と類義語は

密接な関係がある。反義語 と類義語は意味論の異なる研究対象であるが、両者 は互いに

対立す るのではな くて、逆に両者 の問には切っても切れない相互関係 にある。モンゴル

語 における反義語 の研究の中には、反義語 と類義語の関係 について簡単 に分析 したもの

もある。 ある単語 に多数の反義語が対応する場合 もある。つま り、ある語はその語 と反

義語にな ると同時にその語 の類義語 にも反義語になる場合 がある。例えば、中国語の 「熱

桐」とい う語 は以下の23語 と反義語になることはできる。 「寂寞,寂 然,凄 凉,冷 落,

寂静,寂 寥,冷 清,冷 僻,冷 静,冷 寂,冷 淡,幽 寂,幽 静,清 幽,清 静,況 静,孤 寂,

安静,背 静,宇 静,僻 静,偏 僻,荒 僻」16)。

詳 しく説明す るため、二つのジャンル にわけて分析 しよ う。

3.1.5.1.一 語 における多数 の反義語

これは、一っの語に多 く反義語が対応す るとい うことである。例えば、

反義語一
galayumsug(A1)

類 優dotunusuy(A2)

藷 よn°kiirsegnairsag(ll摂≡ 彡 舳1輔 〈細>

eyelseg(A5)一
反 義語

上記 の分 析 に よる と、kUyitemsUgと い う単語 は合 わせ て五 つ のペ ア の反 義 語 を形成 して

い る。 つ ま り、AIcB,A2cB,A3寺B,A4きB ,A5きBで あ る。
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反義語一
ヨ1;蘇グ ー一一

反 義語

上記 の分 析 による と、tarYunと い う単語 は合 わせ て三 つ のペ アの反 義語 を形 成 してい

る。 つ ま り、A1≠B,A2⇒B,A3舎Bで あ る。

3.1.5.2.多 数 の語 にお け る多数 の反義 語

これ は 、多 く語 に多 く反 義語 が対応 す る とい うこ とで あ る。 当然 の こ とな が ら、 多数 の

語 は相互 に類 義語 で あ る。 例 えば、

反 義語一
'elbegdelbeg(A1)<ト ー一一一一一一→レqoburc

ogay(B1)

類 多 少 類

義 いelbegbayan(A2)な 義

語 い 語

onirbayan(A3)<ト ー 一 一 一一一一一→レqoburqumsa(B2)一
反 義語

上記 の分析 に よる と、A1⇒B1、A1⇒B2、A2⇒B1、A2きB2、A3章Bl、A3cB2な

ど6ペ ア の反 義語 が形成 され てい る。
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反義語一
類engketobsin(A1)ayultosigiiri(B1)類

平 危

義engkeamuyulang(A2ayuljobalang(B2)義

和 険

語 』engk・t・yibung(A3)一 ・y・1・urd・1・gulul(B3語一
反 義 語

上 記 の 分 析 に よ る と、九 つ のペ ア の 反 義 語 が 形 成 して い る。つ ま り、A1⇒B1、A1⇒B2、

A1⇒B3、A2≒B1、A2cB2、A2⇒B3、A3cB1、A3cB2、A3⇒B3で あ る 。

反 義 語一
〇nirbayan(A3)<ト ー一一一一一一一一一→レqoburqumsa(B2)一

反 義 語

上 記 の 分 析 に よ る と、六 つ の ペ ア の 反 義 語 が 形 成 され て い る。つ ま り、AIcB1、A1⇒B2、

A2cB1、A2⇒B2、A3cB1、A3≠B2で あ る。
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反義語一
naringinamayai(A1)<ト ー レqasiyasi(B1)う

類 真 や 類

義narinnimbai(A2)alangsalang(B2)む 義

語 剣 や 語

narinniYta(A3)<ト_____________→>qaltumolt(B3)一
反 義語

上記 の分析 に よ る と、これ らの語 は合 わせ て九 つのペ ア の反義 語 を形成 しい る。つ ま り、

A1⇒B1、A1⇒B2、Al≒B3、A2⇒Bl、A2≒B2、A2孝B3、A3寺B1、A3cB2、A3⇒B3な

どの 九つ のペ ア の反 義語 で あ る。

反 義語一
類 蒸aYaqimagalayun(A1)<'一 一 　 teskimekUyiten(B1)非 類

v、bogcimeqalaYun(A2)<ト ー レqaqirkuyiten(B2)寒

一 ノい
反 義語

上 記 の分 析 に よる と、これ らの語 は合 せ て 四つ のペ ア の反義 語 を形成 してい る。つ ま り、

A1拿B1、Al⇒B2、A2φB1、A2⇒B2で あ る。
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反義語一
kogjiku(A4)<ト ー一 →レdoruitaqu(B2)一

反義 語

上 記 の分析 に よる と、これ らの語 は合 せ て八っ のペ ア の反 義語 を形成 して い る。つま り、

AIcB1、AIcB2、A2含B1、A2cB2、A3≠B1、A3⇒B2、A4≒B1、A4⇒B2で あ る。

上記 の分析 に よっ て意 義深 い こ とが知 られ る。 これ は、反 義語 と類義 語 の相 互 関係 に よ

っ て形 成 され た反 義語 の数 に つい て計 算す る公 式 とい うこ とであ る。 っ ま り、 対 立 して い

る類義 語 の数 を互 い にか けて得 た数 であ る。例 えば、「裕 福 」とい う意 味 を示 してい るelbeg

delbeg、elbegbayan、onirbayanと い う3語 と 厂欠 乏」 とい う意 味 を示 してい るgobur

cugay、qoburqomsaと い う2語 を互い にか ける、つ ま り、3×2=6で あ る。 そ の よ うに

類推 し計 算 で き る。この公式 を図式化 すれ ば以 下 の よ うで あ る。Aは この類 義語 の一方 で あ

り、Bは 他 方 の類義 語 で あ り、Cは 反 義語 の数 であ る。

AXB=C

上 に述 べ た反 義語 と類 義語 の相 互 関係 を図 で示せ ば以下 の よ うにに な る。

Al

1)AA2

A3幻 髫

3.1.6.反 義 語 の 共通 意 味領 域 につ い て

反義語は相互に対立す る関係にあるが、同 じ意味の領域 で対立 し反義語になってい る。

同 じ意味の領域 とは、反義語 の対立するオ トハ ラソを指 している。実際、反義語 の共通の
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意 味 領 域 と は反 義 語 の 同一 意 義 素 で あ る。 「同 一 の 意 味 範 囲 の 語 で は な け れ ば 反 義 語 に な る

こ とが で き な い の で あ る」 正7)。 例 え ば 、

反 義 語 意 味 の 領 域

urtu(長 い)⇒oqur(短 い)urtu-yinkemjiye(長 さ に よっ て)

kUndu(重 い)⇒k6nggeu(軽 い)kUndU-yinkemjiyektinduce(重 さ に よっ て)

goyina(北)⇒emune(南)jogciglel(方 向 に よ っ て)

oruqu(入 い る)⇒yarqu(出 る)urunbayiri-yinsiljikii(移 動 の 方 向 に よ っ て)

gour(害)⇒tusa(益)asiytusa-yingaricaya(利 益 に よ っ て)

galayumsuy(優 しい)拿kuyitemstig(冷 た い)uburbayidal(態 度 に よ っ て)

gara(黒 い)ccayan(白 い)6nggei1Yal(色 に よ っ て)

erte(早 い)≠orui(遅 い)cayquyucaya(時 問 に よっ て)

eregtei(男 性)cemegtei(女 性)kuyisu-yinilyal牲 別 に よ っ て)

untaqu(寝 る)孝serikii(目 を 覚 め る)nuyirmuybayidal-aca-bansaluysan

eseku(寝 る こ と に よ っ て)

aj皿aqu(働 く)⇒amaraqu(休 む)ajilkijiibayiquesekii(休 憩 に よ っ て)

3.2.構 造 的 特 徴

構造的特徴 とは、モンゴル語の反義語 がどのよ うに形成す る規則 を明 らかにす る研究で

ある。 これまで、モ ンゴル語 における反義語 の構造的特徴 について研究がなされていなか

った。 これは、語 の構造的なことが形態論のみの範囲に研究 され るとい う観点 と関係があ

る。 しか しなが ら、モンゴル語の構造的なことは意味論 と密接な関係 がある。モンゴル語

の構造的研究は意味をもとに分析 されていることは明々白々である。それ で、意味論か ら

離れてモンゴル語の構造的な特徴 を研究するのは不思議で ある。モンゴル語 における反義

語研究の対象は、単語 と連語 であるので、構造的特徴 は単語反義語の構造的特徴 と連語反

義語の構造的特徴 とい う二種類分 けて分析すべきである。まず、単語反義語の構造的特徴

について分析す る。

3.2.1.単 語反義語 の構造的特徴

モ ンゴル語 における単語反義語 の構造的研究 とは、語幹 と接尾辞に関す る研究である。

モンゴル語 は、語幹に接尾辞 を接続 して語 を派生 させ るとい う膠着語であ り、モ ンゴル語
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にお け る反 義語 の構 造 的特徴 を 明 らか にす る ときに語 幹 、接 尾辞 の角 度 か ら研 究 しな けれ

ばな らない。例 えば、kuyitemsug(冷 たい)-galayumsuy(優 しい)と い う反義 語 は、

語 幹 が反 義 語のkiiyiten(寒 い)-galayun(暑 い)と い う語 と接尾 辞 のuと 一msuy

か ら構成 されて い る。 図式 化す れ ば以 下の よ うであ る。

語幹一
一

galayun+msuy→qalaYumsuYckuyitemsug←kiiyiten」+msug

モ ンゴル語における単語反 義語の構造的特徴 は、大きく二種類 にわけてそれぞれ分析 す

る。つま り、異 同語幹反義語 と同一語幹反義語である。

3.2.1.1.異 同語幹反義語

モンゴル語では異同語幹反義語 は数量的に絶対多数で、全体の93%を 占めてお り、モ

ンゴル語における反義語の中心 となってい る。また、異同語幹反義語 の表現方法も様 々で

ある。詳 しく説明するために更に二種類に分 けて説明す る。

3.2.1.1.1.「 語幹反義語+接 尾辞」形式の反義語

語幹が反義語 になる と同時に、その語幹の後ろに接尾辞 を繋げて形成 された新 しい語 も

互いに反義語になるとい うことである。 この方法によって多数の反義語 が形成 され、モ ン

ゴル語 の反義語が豊富 になってい る。体系的 に分析す るために、 さらに二種類 にわけて説

明する。

3.2.1.1.1.1.「異同語幹+同 一接尾辞J形 式 の反義語

語幹が異なる反義語の後ろに同 じ接尾辞 を連続す ることによって形成 され る反義語を指

す。 この方法 によって形成 された反義語 は非常 に多数である。換言すれば、モ ンゴル語 に

おける反義語 を形成す る主な方法である。 これ もさらに二種類にわけて分析す る。

3.2.1.1.1.1.1.〈 一語+一 接尾辞 〉形式の反義語

反義語 の後ろに一つの同 じ接尾辞を連続す ることによって形成 された新 しい反義語 を指
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す 。例 え ば、

圖∴ ∵認諦 …
A{:∴∴鎧∵}…

A{∵ ∴ 臨:蠶:}…

圖蠶∴ ∵蠶∴:1}…

圖蠶∴ 認∵∵)}…
3.2.1.1.1.1.2.〈 一語+二 接尾辞 〉形式の反義語

反義語の後ろに異なる二つの接尾辞を連続することによって形成 された新 しい

反義語を指 している。例 えば、

一 一)∵ ∴ ∴ 簔
義 反 語

一 一{1∵ ∴PA
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反一 モ∴ ∵:∴
義 語 反

語 一{∴:臨 ∵PA

反 α∞一{∴ ∴ 翫

義 語 反

語 一 モ∴ ∵PA

上記の点 を図式化すれば以下のよ うになる。

接尾辞(a)ト
反義語(AB)

rxp(AIB2)

宀A
+a→A1≒B1←B+a

接尾辞(ab)一
反義語(AB)

-L丶
反義語(A2B2)

宀
反義 語(AIB1)宀

A+a&b→A1&A2cB1&B2←B+a&b
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3.2.1.1.1.2.〈 異同語幹+異 同接尾辞 〉形式の反義語

これ は、語幹の異同反義語 の後 ろに異 なる接尾辞を繋げ ることによって新 しい反義語 を

形成す るとい うことである。 このよ うな反義語はモ ンゴル語 における反義語 の重要な部分

であ り、 しかもその方法はモ ンゴル語 における反義語 を増え させ る重要なル ー トである。

例 えば、

圖 鯊:二:∴∵ ∴∵}…

瞬:::二::∴慧隠 …
…{蠶∵∴∴慧 ∴}…

瞬∴ ∴∵ ∴}一

反イ∴ ∵:譜}…

A:∴ ∵ ∵ ∵}一
上記の点を図式化すれば以下のようになる。
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接尾辞(ab)

A+a→A1⇒B1←B+b

3.2.1.1.2.「 語幹非反義語+接 尾辞」形式の反義語

反義語 ではない語幹の後ろに接尾辞 を繋 げるこ とによって形成 された新 しい二語 は相互

に反義語 になる とい うことである。 当然のことなが ら、 これ らの語 はその接尾辞の役 割に

よって反義語になっているのである。接尾辞の機能は原語 を変化 させ、新 しい語を形成す

ることで ある1g)。 そ うい う反義語がモ ンゴル語の中では少 なくないのである。わか りやす

くす るた めにさらに二種類 にわけて説明す る。

3.2.1.1.2.1.〈 異同語幹+同 一接尾辞 〉形式の反義語

語幹 が反義語ではない語の後 ろに同 じ接尾辞 を繋 げることによって形成 された語は互い

に対立 して新 しい反義語になるとい うことである。例 えば、

一{∵∵∴ 瓢}一

一く:器∴∴ ∴ ∵}一

国 ∴ ∵ ∴}…
一{潔∵∴1織 .瀞 一
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一{:叢∴:二::闘}p

特筆すべきことは、 このよ うな特徴 を持 った反義語 に特別な例 もある。形式か ら見れ ば

「異同語幹+異 同接尾辞」形式の反義語のよ うであるが、実際 には、「異同語幹+同

一接尾辞」形式の反義語で ある
。理 由は簡単であ り、モンゴル語 における音位 の前後の影

響によって形成 したためである。例 えば、

剛∵∴ 瓢 ∴}…
一[∵ ∴∴ ∵}一
上記 の分析によると、 反義語のnokiirlekiiとdayisungnaquと い う語は反義語のn6kar

とdayisunと い う語の後ろに接尾辞のleと11を 連続 して形成 された動詞反義語 とい うこ

とである。 ここで、その接尾辞である一le一と・1の 形式が異なるのは間違いない。 しか し、

詳 しく分析すれば、その接尾辞のleとnaは 同 じ接尾辞のlaaで ある。これは、モンゴル語

における音声調和規則 の子音調和規則によって形成 されたことである。モンゴル語の音声

論では、音声調和規則 は重要 な研究対象で あ り、母音調和法則 と子音調和法則 の二つのジ

ャンル にわけ られ る。母音調和法則 とは、女性語の音節 は相互に、男性語の音節 は相互 に

組み合 う関係である。子音調和法則 とは、子音が相互 に自由に組み合わないで、選択性が

ある。『現代モンゴル語 の形態論』 とい う箸作の説明による と 「rとい う子音付 く語 にrと

い う子音付 く接尾辞を連続すればrは1と なる。m、n、ngと い う子音終わ りの語の後ろに

1と い う子音始めの接尾辞 を連続すれば1はnと なる」17)。 そのため、nと い う子音終わ

りの語にlaと い う接尾辞を連続すれば、laと い う音節はnaと い う音節になるのである。

つま り、dayisungna一 とい う語はdayisun+la・ →dayisungna・ とい うよ うに分析 される。

A:°ktir(-
ayisun∴ 二懸 ∴}… →
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…ご ∴1∵ ∴}....

動 詞 反 義 語 で あ るsirala一 とnUYUYara一 と い う語 の 構 造 を 分 析 す れ ば 以 下 の よ うに な る。

noyuyan(緑)十ra-→noYuYara-(緑 に な る)

{ sira(黄 色)十la-→sirala-(黄 色 にな る)

分 析 に よる と、sirala一とnoyuyara一 とい う反 義語 は、非反 義語 異 同語 幹+異 同接 尾辞 →反

義語 とい う構造 を もつ 語 で あ る。 しか し、モ ン ゴル語 の子 音 調 和 規則 に よる と、そ の接 尾

辞 は異 同接 尾 辞 で はな く、同一 接 尾辞 で あ る。 モ ンゴル語 の子 音調 和 法則 に よる と、sira

とい う語 の後 ろにraと い う音節 を連 続す れ ば、接 尾辞raと い う音節 は語幹siraのraの

影響 で 、laと い う音節 にな る。 それ で、結 論 は以 下の よ うにな る。

一{∴∵ 二響∴:1}一

一∴ ∵ ∵ 臨}…

上記の点を図式化すれば以下のよ うになる。

接尾辞(a>ト
非反義語(AB)一
反 義語(AIB1)宀

A+a→A1⇒B1←B+a
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3.2.1.1.2.2.「 異同語幹+異 同接尾辞」形式の反義語

語幹が異なる非反義語の後 ろに異な る接尾辞を繋げるこ とによって構造 され た語は相互

に対立 して新 しい反義語 になるとい うことである。 このよ うな反義語はかな り多いのであ

る。

一{∴1二∴∵:∴」…

-!∴ ∴∴ ∴}一

圃 ∴1鷲:∵}…

韈[謡∴ ∴ 瓢 ∴}…

副 匪:∵:∵∵}一
上記 の点を図式化すれば以下のよ うになる。

接尾辞(ab)

藁宀
A+a→AlcB1←B+1)
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3.2.2.1.同 一語 幹反 義語

モ ン ゴル 語 で は、語 幹 が 同 じ反 義語 は少 ない が、特 有 な特 徴 を持 ってお り、語 幹 が異 な

る反 義 語 とはっ き り区別 され てい る。 詳 しく説 明す るた め、 さ らに二種 類 にわ けて分 析す

る。

3.2.2.1.1.受 身 形 の反 義語

モ ン ゴル語 の受 身形 とその原 語 に対 立 して 同 じ語幹 の反 義語 を形成 す る とい うこ とで あ

る。 モ ン ゴル 語 の 中で は 、受身 形 の反 義語 は非 常に少 数 で あ る。 こ こで、 特 に強調 す る こ

とは、モ ン ゴル 語 の全 て の受身 形 とそ の原 語 は反 義語 にな る こ とが で きな い ので あ る。 例

えば、sonusqu(聞 く)-sonusuydaqu(聞 こえる)、cogiqu(殴 る)-cogiydaqu(殴

られ る)、alaqu(殺 す)-alaydaqu(殺 され る)、iijekii(見 る)-iijegdekii(見

え る)、kelekti(言 う)-kelegdekti(言 われ る)な どの例 は原語 と受身 形 で あ るが互

い に反 義語 に な る ことがで きない ので あ る。

3.2.2.1.1.1.動 詞受 身形 の反 義語

モ ン ゴル語 にお け る動詞 受身 形 の反 義語 は 皿a卿(勝 つ)-iaYdaqu(負 け る) 、deyilkti

(勝つ)-dey洫gdeku(負 ける)な どで あ る。それ らの反義語 の特徴 は受 身形 と受 身形 、

原語 と原語 は相互 に類 義語 で あ り、 しか もtengceldiikii(引 き分 け る)と い う中間帯 が あ る

両極反 義語 で ある。 図式化す れ ば以 下の よ うに な る。

反義 語 反 義 語

接 尾 辞

r-一 人一一丶 宀 宀
ilaqu‐tengceldiikii‐ilaydaquF-ilaqu+yda

deyilkii-tengceldiikii-deyilugdeku←deyilk{i+gde

上記 の 点 を図式化 すれ ば以 下 の よ うに なる。Cは 中間帯(ま た は移 動 的意 味)で あ る。
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反義語 反義語 接尾辞

中間.宀
A-C-B←A十yda(gde)

3.2.2.1.1.2.名 詞 受身 形 の反義 語

モ ン ゴル語 にお け る名 詞受 身 形の反 義語 はdarulayci(圧 迫 者)⇒darulaydayci(被 圧

迫 者)、moljigci(圧 迫 者)⇒moljigdegci(被 圧 迫 者)、noyargayci(圧 迫 者)⇒

noyargaydayci(被 圧 迫者)、ilayci(勝 利者)⇒ilaydayci(失 敗者)、jayalduyci(原 告)

jayalduydayci(被 告)な どで あ る。 これ らの反 義語 は中間 帯が ない相補 反義 語 で ある。

反 義語

凸
原語 受身形 語幹 接尾辞

繍,idaruladcai_兪(圧 迫する)+。 癒,i

moljigcicmoljigdegci←mulji(搾 取 す る)+gde+gCl

noyargaycinoyargaydayci←noyarqa(圧 迫 す る)+Yda+Y6i

ilaycirilaydayci← 江aqu(勝 利 す る)+yda+Y6i

jayalduyci⇒jaYalduYdaY6i←jaYaldu(起 訴 す る)+yda+Y6i

上 記 の 点 を 図 式 化 す れ ば 以 下 の よ うに な る 。

反 義 語 接 尾 辞

厂一丿L-1Ar十
A-o-B←C+Yda(gde)+Y乙i(gci)

同一語 幹 の反義 語 に関 して 、kusel(希 望)≒kuserdel(失 望)、kUsek且(希 望す る)c

kuserdeku(失 望 す る)と い う二つ の反 義語 も存 在 してい る こ とを注意 しよ う。

3.2.2.2.二 語幹 反義 語

モ ン ゴル 語 で は、 ほ どん との 単語 が一 語幹 の語 で あるが 、非 常 に少 数 の単語 が二語 幹 よ

り形成 され てい る。 「モ ンゴル 語 で は多数 の語 は語幹 が一 つ で あ るの に対 して 、時折 二つ の
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語幹 か ら構成 され る語 もあ る。 これ は二語幹 の語 で あ る」18)。 つ ま り、異 な る二つ の単語

が 一つ の単 語 と して使 用 され る時、 い くつ か の音 声 が脱 落 して形 成 され る語 で あ る。例 え

ば 、duuyarqu(dayu+yarqu)〈 声が 出 る〉、yayiyui(Yai+Ugei)〈 大 丈夫 〉、biisegiii

(base+iigei)〈 妻 〉、ortlbdekii(oru+ebedkti)〈 同情す る 〉 、6nudur(onu

+edUr)〈 今 日〉な どで あ る。 この うち、 一つ の語 は反 義語 にな る。構 造 は 《動 詞+動 詞

→ 複合 動詞》 よ うな形 式 で あ る。

abcu(持 っ)+irekti(来 る)→abciraqu(持 って くる)⇒abaciqu(持 って い く)

←abcu(持 つ)+ociqu(行 く)

一 これ はモ ン ゴル語 にお ける語 の構 造的特徴 の特殊 な現象 であ る。

上記 の 点 を図式化 すれ ば以 下 の よ うに なる。

反義語(A2B2)

単語

r一 人一1厂 一 人一 へ 厂 一 人一 へ

A1十A2→A⇒B←A1十B2

以上の事柄 を要約すれ ば、モンゴル語 における単語反義語 の構造のモデル は以下の通 り

である。

反 義 語一
異同語幹 同一語幹

反義語 反義語

r-一 丿L一 丶 宀
反義語 非反義語 受身形 二語幹

十 十 の

接尾辞 接尾辞 反義語 反義語

厂 一L、r-一 人一 丶 厂L、 ↑

反義語 反義語 非反義語 非反義語 動詞 名詞 動詞

十++十 反 反+

同一接 異同接 同一接 異同接 義語 義語 動詞

尾辞 尾辞 尾辞 尾辞
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以上、構成分析方法を使用 してモ ンゴル語 における単語反義語の構造的特徴について

詳 しく分析 して、 さらにモ ンゴル語 における反義語の構造 的モデル を明 らかに した。 この

ことは、モンゴル語 における反義語 の研究を進 めることができるだろ うと思われ る。

3.2.2.連 語 反 義 語 の構 造 的特 徴

モ ンゴル語 の反義語研究の中で、研 究 されていないことは多数 あ り、連語反義語 はその

一つである
。これまで、モ ンゴル語における反義語の研究対象は単語のみに限られてきた。

例 えば、sayin(良 い)⇒maYu(悪 い)、yeke(大 きい)cbaya(小 さい)、nokur(友)

きdayisun(敵)、irekii(来 る)⇒ociqu(行 く)な どである。 これは、モ ンゴル語 の

反義語研究の対象 とな る語の一部分 を研究 したにす ぎない。つま り、 もう一っの重要な研

究対象である連語反義語の研究 を見落 としてきた。 そのこ とによって、モンゴル語の反義

語 とは単語だけの反義語である とい うイメージを残 してきた。 しか しなが ら、モンゴル語

の反義語 の研 究対象 は単語 だけではなく、連語 の反義語 も存在 している。例 えば、 ・u

degedu(上 品)cegeldouradu(下 品)、unencisid皿Yu(誠 実)≠jisurjahqai

(狡猾)、aburYuyeke(膨 大)c6甜kenbaya(微 ノ亅・)、yanggayurai(干 ばっ)⇒

cigignoyitan(湿 気)、ajilcikodelmiirici(働 き者)⇒jalgayugoyiryu(怠 け者)な どで

ある。意味の点について 「単語 より連語のほ うが意味をもっ と強調す る役割 がある」ig)。

単語反義語 と連語反義語の数量について、単語反義語の数が連語反義語の数 よりはるか に

多いのである。具体的 に言 えば、単語反義語は合 わせ て540組 であ り、連語反義語は1

20組 である。それで、連語反義語 もモ ンゴル語 における反義語の研究対象 として、無視

してはな らない研究課題である。

3.2.2.1.連 語 反 義 語 の概 念 につ い て

連語反義語 とい う概念 を説明す る前 にまず連語 について説 明す る必要があるだ ろ う。連

語 の概念 について学者達によって説 明が異な るので、意見が一致 していないのである。内

モ ンゴル におけるモ ンゴル語学者達の研究成果である 『現代モンゴル語』とい う著作では、

連語について ヒニつ あるいは二つ以上の語が組み合 わせ使用 されてお り、慣用句の概念 を

表す複合語である」 と説 明 している2°)。この説 明に よると、モ ンゴル語の連語 は複合語一

つ のジャンルで、複合語 は上位概念であ り、連語は下位概念 の関係であると説明 している

2)
。 この二つの概念は、属する関係 と属 され る関係 である。また、構造の数量について、

41



二つあるいは二つ以上の語 か ら構成 されていると説明 してい る。モンゴル国の学者達の研

究成果である 『現代モンゴル語の意味論 の基礎 』とい う著作では、連語 の概念 について 「二

っの語か ら構成 され 、単語 よ り抽象的な意 味を表す語彙論の研究対象である」 と説明 して

い る2り。 この説明によると、連語 は二つの単語か ら構成 され、 しかも語彙論の研究対象で

あるとい うこ とである。 しか し、この二つの著作 は、連語は語彙論 の研究対象 である とい

う点で意見は一致 している。連語の構造の数量 について、『現代モ ンゴル語』では二つある

いは二っ以上の単語か ら構成 されていると説明 しているのに対 して、『現代モ ンゴル語の意

味論の基礎』では連語が二つの単語 か ら構成 されていると説明 している。 しか し、『現代モ

ンゴル語』 に説明 している連語の例の中では、二っ以上の単語か ら構成 され た例はまった

く現れていなかった。その他、『現代モンゴル語』に、名詞連語、動詞連語、その他の連語

とい う三つ の種類 にわけて、 さらに他の連語の中では、形容詞連語 と副詞連語 とわけて説

明 している22)。 『現代モンゴル語の意味論 の基礎』 とい う著作で もモンゴル語の連語は主

に名詞、動詞、形容詞か ら構成 され ると記述 している23)。 『モ ンゴル語の連語辞典』によ

ると、名詞連語、動詞連語、形容詞連語が多いのである24)。総 じて、モンゴル語 の連語は、

二つの単語か ら構成 されている語彙論の研究対象であ り、名詞連語、動詞連語、形容詞連

語 は多数であるとい う特徴 を持 っている。その中では、二つ の単語か ら構成 され、語彙論

の研究対象 とい うことが基本 的な特徴であ り、この二っの条件は どち らも欠 くことができ

ないので ある。連語 についての説 明を理解す ることによって連語反義語 とい う用語の概念

が明 らかになるだろ う。連語反義語 とは、対立関係 がある連語である。構造の数量の点で、

それぞれ二つの単語か ら構成 されてお り、す なわち合わせ て四つの単語である。 また、連

語の使用頻度 について研究 したこともある。 「連語反義語の使用頻度について、第一番 目は

名詞の連語反義語、第二番 目は、副詞 の連語反義語、第三 目は形容詞 の連語反義語、第 四

目は動詞 の連語反義語である」25)。 また、モンゴル語の連語 は様々な方法によって形成 さ

れ るが、非常に重要な二つ の方法 を説 明 しなければな らない。一っの方法は、二っの類義

語による形成である。例 えば、jiryalcenggel(幸 福)、osiyegorusul(憎 み)、secen

sergiileng(賢 い)、gayiralajusanaqu(愛 す る)、6gedelendabsiqu(繁 栄)な ど多数

ある。 も う一つの方法は二つの反義語による形成である。『モ ンゴル語における連語の構造

と範囲』 とい う研究論文によると、「モ ンゴル語にお ける連語は五つの方法によって形成 さ

れ、その 中で一番 目の方法は反義語か ら構成 されてい る」 と述べているas)。 例 えば、asiy

gour(益 一害)、sayinmayu(良 い一悪い)tolkiktitataqu(押 す一引 く)、6gedeuruyu
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(上 り坂一 下 り坂)な ど多数ある。しか し、連語反義語の研究対象は全ての連語ではな く、

つま り反義語か ら構成 されている連語 を除 く他 の連語 を研究対象 として研究す る。 なぜな

らば、反義語か ら構成 されている連語に反義語がなく、原語が反義語か らである。例えば、

AとBは 反義語であ り、A-Bは 反義語 か ら構成 され た連語である。A-B連 語 が対応する

反義語 があると考えれば、その反義語はB-Aに なるしかないのである。っま りAと い う

単語の反義語がBと い う単語 であると、当然のことなが らBと い う単語の反義語がAと い

う単語で ある。

反義語 反義語一
A-BB-A

L-r一LY一

反義語 反義語▽
非 反 義語

上記 の分 析 に よる と、A-B連 語 とB-A連 語 は異 な る二 つの単語 か ら構成 されて い る

とい うこ とで あ る 。 こ れ は 、 連 語 反 義 語 は 三 つ の 異 な る 単 語(6gedeClral串uruyu

cirai,usunYamsiYcYangYamsiY)あ る い は 四 つ の異 な る単 語(erelkegbayaturc

ogencedorui,ucaranjolyaqucgayacansalqu)か ら構成 され る(こ の こ とに つい て後 説

明す る)と い う特 徴 と矛盾 す る。 つ ま り、反 義 語 に な る こ とが でき ない とい うこ とを証 明

して い る。 「反 義 語 か ら構 成 され た連 語 に対応 す る反 義 語 が ない ので あ る」27)。 具 体 的な

実例 を分 析 しよ う。sayin(良 い)-mayu(悪 い)と い う反 義語 か ら構 成 され たsayinmayu

とい う連 語 に反義 語 があ る と思 うとmaYusayinと い うこ とにな る しか ない。 実 際、sayin

maYuと い う連 語 とmaYusayinと い う連語 は反義 語 にな る ことが で きない だ ろ う。意 味

の点で 、sayinmayuと い う連 語 は、益 が あるか否 か をわか らない(sayinmaYu-yiilyaqu

iigei)と い う意 味 で あるが 、mayusayinと い う連 語 は価値 が ない もの(edegermayusayin

amitad-iitegejiibolqutigei)と い う軽滅 す る意 味 で あ る。 なお 、反 義語 か ら構 成 され た全

て の連 語 は、位置 が交 換す る こ とがで き る とは限 らない。つ ま り、 ・連 語 はB-A連 語

に な る こ とがで きない場 合 も ある。 この こ とに つい て 第六 章 に説 明す る。 反 義語 か ら構成

され た連 語 は主 に 「時 間、 空 間 、数 量、性 質 、 変化 、状 態 、過 程 、人 間 関係 、行 為 関係 、

J'V¥情態 度 、地位 順番 」 な どの意 味 につ いて表 してい る28)。
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モンゴル語における連語の構造の主な特徴は反義語 か ら構成 され るこ とと類義語 から構

成 される とい うことである。 「モ ンゴル語における連語 の構造の最 も重要 な特徴は類義語 よ

り形成 されることと反義語 よ り構成 されることである」29)。

モ ンゴル語 の連語反義語の構造的特徴 について詳細 に説 明す るために、連語反義語の構

造形式、連語反義語の意味関係、連語反義語の対立関係な どの三つの角度か ら分析す る。

3.2.2.2.連 語 反 義 語 の 構 造 形 式

モ ン ゴル語 にお け る連 語反 義 語 は 四つ の単語 か ら構 成 され て い る。 この 四つ の 単語 が全

て異 なっ てい る場合 と、二 つ の単語 は異 な って い る揚 合 と二 種類 あ る。 引き続 き、それ ぞ

れ 説 明す る。

3.2.2.2.1.全 部 異 同連 語 反 義 語

連語 反 義語 を形成 してい る四つ の語 は全 て異 な る とい うこ とで あ る。 この よ うな反義 語

は 、モ ン ゴル語 にお ける連語 反義 語 の 中で 多数 あ り、合 わせ て105組 あ る。全体 の88%

を 占めて お り、連語反 義語 の トップで あ る。 例 えば 、

do七uyadujasay(内 政)cyadayadugarilcaya(外 交)

darulalmoljil(圧 迫)cesergiiceltemecel(反 抗)

alusgola(は るか に遠 い)⇒oyiraorcim.(近 所)

elbegdelbeg(余 裕)cgoburcugay(稀 少)

jiryajucenggekti(喜 ぶ)⇒YunijuYuturaqu(苦 しむ)、

gairalajusanaqu(愛 す る)章gorusunjanuqu(憎 む)、

arbilanyamnaqu(倹 約)⇒borilgensiiyidgeki.i(贅 沢す る)、

sulajadaYai(い い加 減 な)⇒na血kinamayai(し っか り)

上記 の点 を図式 化す れ ば以 下 のよ うにな る。

A-BφC-D

3.2.2.2.2.二 語 異 同連 語 反 義 語

連 語反 義 語 の二語 は 同 じで あ るが 、 あ との二語 は異 な る反義 語 を指 してい る。 この よ う

な反 義語 は少数 で あ り、合 わ せ て15組 で 、連 語 反 義語 の12%を 占 めてい る。 この よ う

な反 義語 は異 な る三つ の単語 か ら構 成 され てい る。 例 えば 、
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bayartujiiciige(喜 劇)cyuniytujucuge(悲 劇)、

qorwatokiraYululta(マ ク ロ的 な コン トロー ル)cqumakito㎞aYululta(ミ ク ロ

的 コン トロー ル)、

ayadarboruyan(大 雨)jiiserboruyan(小 雨)

cengkenusu(塩 水)⇒surbuyUSU(淡 水)

obey皿inceoncaliy(個 性)字neyiteligoncaliy(共 通 性)、

tegsitoga(偶 数)CsondayaitOYa(奇 数)

jobtala(右 側)cboruyutala(左 側)

上記 の 点 を図式化す れ ば以 下 の よ うにな る。

A-B≒C-B

上述 した こ とを ま とめ る と、 モ ン ゴル 語 にお け る連語 反 義語 の構 造形式 は異 な る三 つ の

単語 あ るい は 四つ の異 な る単語 か ら構成 され てい るこ とで あ る。 つ ま り、一 番 目の全部 異

同連語 反 義語 は四つ の異 な る 単語 か ら構 成 され てお り、 二番 目の二 語異 同連 語 反義 語 は三

つ の異 な る単語 か ら構 成 され てい る。

,

3.2.2.3.連 語 反 義 語 の 意 味 関 係

モ ン ゴル 語 にお け る連語 反 義語 は、前 後 の語 の意 味 関係 に基 づ き、対等 関係 の反 義語 と

支 配 関係 の反 義語 の二種類 に わ け られ る。 これ が 、モ ンゴル語 の形 態論 に分 析 してい る并

列 関係 の構造Gerge6egsengaricaya)や 修飾 関係 の構 造(totudyaysangaricaya)と 理

屈 は同 じで あ る。

3.2.2.3.1.並 列 関 係 の 反 義 語

これ は、連語 反 義語 の 前後 の二 語 が横 関係(kiindelengaricaya)で あ り、つ ま り相

互 に 並列 関係 の連 語反 義 語 で あ る。 この よ うな連語 反 義語 の特徴 はそ のそれ ぞれ連 語 が

類義 語 か ら構 成 され てい る。 モ ン ゴル語 にお け る列 関係 の連 語反 義語 は合 わせ て88組

あ り、全体 の73%を 占めて い る。 例 え ば、

bujarburtay(汚 い)cariyunceber(き れ い)

iigegtitiyadayu(貧 乏)きbayancinegelig(余 裕)

eregtilbiitiin(健 全 な)jemdegdutayu(欠 けてい るこ と)

uyidgarbokinidul(苦 しみ)⇒bayarjiryal(幸 福)
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secensergiileng(賢 い)cbidayumonggay(愚 か)

goburcugay(少 な い)⇒elbegbayahY(多 い)

yabiyajidkiil(貢 献)⇒yalanigiil(罪 悪)

上 記 の 点 を 図 式 化 す れ ば 以 下 の よ うに な る 。

反 義 語西
類 義語(並 列 関係)類 義語(並 列 関係)

r一 コr-⊥-/

A-BcA1-B2

3.2.2.3.2.支 配 関 係 の 反 義 語

連語 反 義語 の前後 の二語 は横 関係 で はな く、逆 に縦 関係(yoldugaricaya)で あ り、支配

す る関係 と支配 され る関係 の反 義語 を支配 関係 の反義 語 と称 す る。 さ らに連 語 反 義語 の そ

れ ぞれ 二 語 は中心語 と非 中心語 には っ き り区別 され 、 中心語 は非 中心語 を支 配 し、非 中心

語 は 中心 語 に支配 され る関係 で あ る。 支配 関係 の連 語 反 義語 は合 わせ て32組 あ り、 全体

の27%を 占めてい る。 この よ うな連語反 義語 もさ らに二種類 にわけ て分 析す る。

3.2.2.3.2.1.支 配 す る 中心語 は 同一 反義 語

これ は、連語 反義語 の 中で、支 配す る中心語 は同 じであ るが、支配 され て い る非 中心語

は異 な る反 義語 で ある。 こ の よ うな連語反 義語 は異 な る三 つ の単語 か ら構 成 され て い る。

例 えば、

bayartujiiciige(喜 劇)cyuniytujucuge(悲 劇)、

siyungaricayatu(正 比 率)rurbayugaricayatu(反 比率)

dabayuliytalc(長 所)⇒bayuraitala(欠 点)

neyiteligoncaliy(共 性)⇒obermiceoncaliy(個 性)

上記 の点 を図式化す れ ば以 下 の よ うにな る。

非 中心語 中心語(同 一)-
a-A⇒b-A

3.2.2.3.2.2.中 心語 と非中心語 は異同反義語

連語 反義語の中で、支配す る中心語 と支配 される非 中心語は全て異なる反義語 を指す。
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この タイ プの反 義語 は異 な る四つ の単語 か ら構 成 され てい る。例 えば、

labaicayan(真 っ 白い)ckogara(真 っ黒 い)

aYagimagalayun(蒸 し暑 い)⇒gakirkiiyiten(非 常 に寒 い)

eresondoo(ま っ た く異 な る)cegegeadah(ま っ た く同 じ)

okisilideg(最 も良い)cadaymayu(最 も悪 い)

上 記 の点 を図式化 す れ ば以 下 の よ うにな る。攣
a-A⇒b-B聖

3.2.2.4.連 語 反 義 語 の 対 立 関 係

モンゴル語における連語反義語の対立関係の種類は多く、しかも構造は複雑である。モ

ンゴル語における連語反義語の対立関係をまとめると六種類にわけられる。この六っのジ

ャンルの対立関係の詳しい分析がモンゴル語における連語反義語研究のポイントである。

3.2.2.4.1.全 部対立 関係 の反義語

連語反義語のそれぞれ連語は相互に対立しながら四つの単語反義語を形成するというこ

とである。このような連語反義語の特徴はその連語は二つの類義語から構成されていると

いうことである。例えば、

反 義 語

一L丶

反 義 語ト
反 義 語一
反 義 語一

ji_ryaju6enggekU(喜 ぶ)⇒yunijuyuturaqu(苦 しむ)

L-Y-一L -Y一

類 義語 類 義語一
反義語
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そ の ほ か 、 別 の 例 も あ る 。

acitusa(利 益)⇒qourkonugel(損 害)

k6gji黄manduqu(繁 栄 す る)≒iljarandoruyitaqu(衰 退 す る)

nomuqansiduryu(お と な しい)⇒jerligbalmad(野 蛮 な)

ayujiyutalbiYu(ゆ っ く り)cyayarausandarau(忙 し い)

上 記 の 点 を図 式 化 す れ ば 以 下 の よ うに な る。

反 義 語(AIB2)一
反義語(A2B2)

-L丶

反義語(AIB1)一
反 義語(A2B1)宀

AIA2cB1-B2

L_Y_一 丿LY一 丿

類義語 類義語一
反義語

3.2.2.4.2.対 等 対 立 関係 の反 義 語

連語反義語 のそれぞれ連語の前語 は互いに対立 し、後語は互いに対立 して対等対立の反

義語 を形成す るとい うことで ある。 このよ うな連語反義語の連語は二つの単語反義語 を形

成す ることができる。例 えば、
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反義語一
反義語一

sayinsayiqan(良 い もの)⇒mayumayugai(悪 い もの)

LT一LY-一

LJ

反 義語

その ほか別 の例 もあ る。

egeldouradu(下 品)⇒erkimdegedii(上 品)

qudalgayurmag(偽 物)clinenbodatu(本 物)、

上 記 の点 を図式化 すれ ば 以下 の よ うにな る。

反 義語(A2B2)一
反義 語(AIB1)-

AIA2⇒B1--B2

L-Y-一 ・L--Y-一 ノー
反義語

3.2.2.4.3.後 語 対 立 の反 義 語

連語反義語のそれぞれ連語 の後者の単語 は互いに反義語 になるが、前者の単語 は互い に

反義語になれない連語反義語 を指す。 その連語 の前後語 は中心語 と非 中心語 とわけ られて

お り、非 中心語 は中心語 の程度状態 を表 し、中心語は反義語 になっていることである。 こ

のよ うな連語反義語 は一つの単語反義語 を形成す るしかない。例 えば、
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程度語 反義語一
salondoo(ま っ た く異 な る)⇒egegeadali(ま った く同 じ)、

その ほか また別 の例 もある。

labaicayan(真 っ 白い)⇒padqara(真 っ黒い)、

gakirkiiyiten(非 常 に寒 い)cayag`imagalayun(蒸 し暑い)、

tesgimekiiyiten(と て も寒 い)cbugcimqalaYun(と て も暑 い)

上記 の点 を図形式 すれ ば以 下 の よ うで あ る。

程度語 反 義語一
AIA2cB1-B2

3.2.2.4.4.前 語 対 立 関係 の反 義 語

連語反義語 における連語 のそれぞれ前者の単語は互いに反義語であるが、後者 の単語 は

相互 に反義語ではない連語反義語 を指す。その連語のこつの単語 も中心語 と非 中心語 にわ

けられてお り、中心語が同 じであ り、非中心語が対立 して反義語になってい ることである。

このよ うな連語反義語は一つの単語反義語 を形成す るしかない。例 えば、

反義語(非 中心語)同 一語(中 心語)-
bayartujiiciige(喜 劇)cyuniytujucuge(悲 劇)、

そ の ほ か 、 別 の 例 も あ る 。

sorbuyusu(塩 水)き6enggegUSU(淡 水)

qorwatokirayululta(マ ク ロ 的 な コ ン トロー ル)拿qumakitokirayululta(ミ ク ロ的

コ ン トロー ル)

obermiceoncaliy(個 性)cneiteligoncaliy(共 通 性)

上 記 の 点 を図 式 化 す れ ば 以 下 の よ うに な る。

反 義 語(非 中 心 語)同 一 語(中 心 語)-
AIA2⇒B1…A2
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3.2.2.4.5.整 体 対 立 関係 の反 義 語1

連語反義語の連語 それぞれ前語 は相互 に異 なるが、反義語 にならず、後語 は相互 に同 じ

である連語反義語 を称する。具体的に言えば、Aと い う単語 とBと い う単語 は単語 として

反義語にな ることがで きないが、Cと い う単語 と組み合わせ て用い られ ると、つま りA-C

とい う連語 とB-Cと い う連語が反義語 になるとい うことである。このような連語反義語の

四つの単語 は単語反義語を一つ も形成す ることはで きない。 しか し、連語の整体 と して連

語反義語になる。例 えば,

非反義語(非 中心語)同 一語(中心語)-
siyudgaricayatu(正 比 率)rurbayugaricayatu(反 比 率)

丶一 一 一v一 丿 丶一 一
Y-一 一 ノー

反 義 語

その ほか、別 の例 もあ る。

qaramiqa(赤 身 の肉)≠ 七arYunmiqa(肉 の脂 身)、

youlurusgal(主 流)⇒salburiurusgal(支 流)、

tegSitoga(偶 数)⇒sondayaitoga(奇 数)

上記 の点 を図式化 すれ ば以 下 の よ うにな る。

非 反義 語(非 中心語)同 一語(中 心語)-
AltコGcT"tコG

LJ 一
反義語

3.2.2.4.6.整 体 対 立 関係 の反 義 語II

連語反義語の四つの単語 は全て異な り、 しか もその四つの単語は互いに対立 して単語反

義語をまったく形成す ることはできない連語反義語である。具体的に言 えば、Aと い う単語

とBと い う単語か ら構成 されたA-Bと い う連語は、Cと い う単語 とDと い う単語か ら

構成 されたC-Dと い う連語 と反義語になるが、Aと い う単語 がCと い う単語 あるいは
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Dと い う単語 と反義語 になることがで きないであ り、Bと い う単語 はCと い う単語 あるい

はDと い う単語 にも反義語 になることができない。つま り、連語の整体 として連語反義語

になる。例 えば、

反 義 語ト
r-一 人一 一 丶r-一 一 人一一 一 、

muqurbisirel(迷 信)⇒sinjilektiugayan(科 学)一
非反義語一
非反義語▽
非反義語一

非 反 義 語

そ の 他 、 別 の例 で あ る。

sulajadayai(い い か げ ん)cnarinkinamayai(し っ か り)

degemdegegur(い い か げ ん)cnarinniyta(し っ か り)

qasiyasi(う や む や)⇒narinnimbai(真 剣)

konggengayumayai(う や む や)きniytanimbai(慎 重)

上 記 の 点 を 図 式 化 す れ ば以 下 の よ うに な る。
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反 義 語西
厂一入一へ 宀
AIA2cBIB2一
非反後語(AIB1)一
非反義語(AIB2)

甲
非反義語(A2B1)一
非反義語(A2B21)

上記 のよ うに、モ ンゴル語 にお ける連語反義語の六種類 の意味関係 をまとめれば以下の

ようになる。

連 の 全部対立関係の反義語

語 対 対等対立関係の反義語

反 立 後語対立関係 の反義語

義 関 前語対立関係 の反義語

語 係 整体対立関係 の反義語1

整体対立関係 の反義語-ー

モ ンゴル語 における反義語の研究対象は単語 と連語 の二種類がある。 これ が現実である

とい うことをモ ンゴル語の実態は証明 している。 「モ ンゴル語では連語で構成 された反義語

の存在を否定す ることはできない」 とい う言い分は理屈に合 ってい る3°)。単語 のみを対象

として反義語 を研究すると、モ ンゴル語 における反義語 の特徴 と性質を全面的に明 らかに

す るこ とができない。更に、モ ンゴル語 における反義語 の構造 のモデルについて全面的に

明かにす ることができない。 したがって、モンゴル語の反義語研 究は単語反義語 と連語反
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義語 を共通 に研究 しなけれ ばな らない。 それ によって、モンゴル語の反義語研究を深 める

のに役立つだ ろう。モンゴル語 における反義語 の研究対象の範囲を広げて研 究す るこ とは、

モンゴル語の反義語研究の進歩であることは間違いない。

3.3.民 族 的 特 徴

3.3.1.言 語は社会現象である。 「言語は社会か ら離れ ることができない し、社会 も言語か

ら離れ ることができない」31)。 同じ意味を異なる言語に異なる発音で示す。例 えば、自己

を生んだ女性 をモンゴル語ではeji、ekeな どの語で表現す るが、 目本語でお母 さん、母、

中国語で娼娼、母来、英語でmother、mummyな どの語で表現 している。また、同 じ発

音で も異なる言語では異なる意味を表す。例えば、モンゴル語のC1と い う二人称の代名詞

は、中国語では数宇の七などの意味を示す。

3.3.2.人 問のコミュニケーシ ョンの手段 として、異なる民族の語にその民族の生活 と文

化の特別 な特徴が反映されてい る。 「言語は文化の担体である。 その民族 の文化についての

概念 はその民族の言語に反映され る」32)。敬語 は 目本語の重要な特徴である。このこ とは、

特に外 国人にとって難 しい点であると同時に興味深い点である。 「日本語 の大 きな特色の一

つ として 「敬語」が採 り上 げられ ることも多 く、 日本語の教師や学習者 にはく 日本語 を本

当に習得す るためには敬語 は欠かすこ とのできない ものだ〉 とい う認識 も強いのだろ うと

思います」33)。 また、 目本 は島国であることか ら、 日本人の生活の中で、魚は欠かす こと

ができない食品である。そ して、魚についての語 も様 々である。『図解 日本語』 とい う本 は

こ う述べている。「同じ魚 でも、「鰤」が、「ワカシ、イナダ、ワラサ、ブリ」とい うよ うに、

成長階段 に応 じて異なる名前で呼ばれ るものもある」34)。 やっぱ りその通 りである。 ラク

ダは砂漠に暮 らしてい る動物 である。 ラクダは、モ ンゴル入 の五畜(tabunqusiyuma1)

の一つであ り、現在、主に内モンゴル の西部 のアル シャン盟に集 中している。 アル シャン

には、砂漠 が多いか らである。 ラクダについて、モ ンゴル語 には様 々な言い方 がある。一

歳のラクダはbotuyuと 称 し、tayiluyは 二歳か ら五歳の雄 ラクダを称 し、inggeと は語 は

5歳 以降の雌 ラクダを称 し、buuraと は成年雄 ラクダをそれぞれ称 している。アラビア語で

は、ラクダの役割によって名前 は異なる。 アラビア民族では、 ラクダは交通工具 と して使

用 され てい る。r言 葉 とい うものは、生活 と深いかかわ りを持 っている。動物 のラクダは、

目本語 では 「ラクダ」 とい う単語 しかない。 どころが、アラ ビア語 には、同 じラクダを押

す のにも、 「人が乗 るためのラクダ」 「荷物 を運ぶための ラクダ」な ど、それぞれ違 う単語
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が あ る。 砂漠 に生 き る人々 に とって ラク ダが 生活 に欠 かす こ とので き ない もの だ か ら、 そ

れだ け言葉 も細 か く使 い分 け るよ うになっ た ら しい」35)。 モ ン ゴル 人 は昔か ら牧 畜業 に頼

って暮 ら して きた遊 牧 民族 で あ る。 したが っ て、 モ ン ゴル 語 の 中で は、牧 畜 業 につ い て の

語 が 豊 か で あ るの は言 うまで もない。 例 え ば、 牛 は年 歳 に よっ て 呼称 が ま っ た く異 な る。

「tuyul(一 歳 牛)、birayu(二 歳牛) 、sidUleng(三 歳 牛)、qijalang(四 歳牛)、

suyulang(五 歳 牛)そ れぞれ で あ る」36)。 そ の他 、Akerに 関す る語 はuniye(乳 牛)とbuqa

(種牛)と い う二 っ の言 い方 が あ る。B.リ ンチ ンは 「語 の意 味 につ い て」 とい う著 作 の

中で、 「地球 の北 方で暮 らしてい るlapun(耐,ラ ップー)と い う民族 の語 には、氷 を表 す 語

は20ほ どあ り、寒 さについ て の語 は11あ り、雪 につ い て語 は41あ る」 と述 べ て い る

37>
。 ま た、『文化意 味論 』 とい う本 に、色 を表 した語 につ い て こ う述べ て い る。 「ハ ンガ リ

ー語 に は英 語 のredと い う語 と対応 す る単語 はない し
、 フ ランス語 には英 語 のbrownと い

う語 とき ちん と対応 す る単語 はない し、ス ペイ ン語 とイ タ リア語 に は、英語 のblueと い う

単語 と対 応 す る単語 はない の で あ る」38)。 諺 に も民族 的 特徴 が反 映 され てい る。 例 え ば、

「鶏 口 とな る とも牛後 とな るなかれ 」 とい う中国 の諺 は、 国々 に よ って、 い ろい ろ な言 い

方 が な され て い る。 日本:小 鳥 の頭一 大 鳥 の尾 、イ ギ リス:ろ ば の頭一 馬 の尾 、フ ラ ンス:

か ます の頭一 鮫 の尾 、 イ タ リア:猫 の頭一 ライ オ ンの尾 、 スペイ ン:極 楽 の下部 一 地 獄 の

王」39)。 これ は 、言 語 が民族性 あ るこ とをは っき り示 してい る。

3.3.3.言 語 は 民族 の特徴 で あ るので反 義語 も 当然 民族 の特徴 を持 って い る。 これ は、 国

家 、 また は地域 の社 会 、文 化 、 生活 、習 慣 、歴 史 、環境 の差異 に よって形 成 され た こ とで

あ る。 こ うした こ とは反 義語 の民族特 徴 の基礎 で あ る。 「異 同 の民族言 語 にお け る反 義語 は

まった く同一 とい うこ とは 限 らない の で あ る。 これ は、反 義語 の民族 の特 徴 を形 成 した」

40)
0

反義語は言語 によって異なる。つま り、全ての言語 の反義語が同 じとい うことではない。

「反義語は語彙論においての分布 は均衡 ではないのである」4') 。ある言語に存在 している

反義語 は他方の言語 に存在 しているとは限らない。 「異なる民族の言語 においての反義語 は

異なるのは当然 のことである」42)。 これは、反義語の民族特徴 の一つの点である。具体的

な例 によって分析 しよ う。

日本語 における 「買 う」一 「売る」 とい う反義語は中国語(叉 一妻)、 英語(buy-sel)

などにきちん と対応する反義語あるのに対 して、モンゴル語で対応する反義語はない ので

ある。 この反義語 をモンゴル語ではqudalduqu-qudaldunabquと い う語で示す が、当
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然 、反 義語 にな らない。 単語 と複 合 語 の対 立 関係 か らで あ る。 そ の他 、 中国語 の 「娶 一

嫁 」 とい う反義 語 はモ ン ゴル 語 に はな いの で あ る。 ま た、深 さを示 した反 義語 はモ ン ゴル

語(gin⇒gayUken)、 日本 語(深 い含 浅 い)、 中国語(深 ⇒ 浅)、 英語(deepcshallow)に は

存在 してい る。 しか し、意 味論 の 学者 で あ る石安 石 は こ う述べ てい る。 「英 語 には天 と地 は

反義語 に な らない。 フ ランス語 とスペ イ ン語 で は浅 い と深 い とい う反義語 が ない。 フ ラ ン

ス語 とスペ イ ン語 では、深 い とい う意 味 を表 したprofond(フ ラ ンス 語)とprofondo(ス ペ イ

ン語)の み あ る が 、 浅 い とい う意 味 を示 す 語 が な い 。 ロ シ ア語 の60πL皿e(よ り多 い 羚

MeHL皿e(よ り少 な い)と い う反 義語 、英語 のbest拿worstと い う反 義語 は中国語 にはい な い

ので あ る」43)。 ロシ ア語 の60πL皿e(よ り多 い)⇒MeHL皿e(よ り少 ない)や 英 語 のbest⇒

worstと い う反 義語 が 、モ ン ゴル 語 と中国語 で反義 語 に なる こ とが で きない ので あ る。 日本

語 では 、 「山一川 」 とい う反 義語 あるが、 モ ン ゴル語 と中国語 で は反 義語 にな る こ とが で き

ないの で ある。 また、 「ア フ リカ 、ア メ リカ州 のイ ンデ ィア ン及 び オセ アニ ア の多数 の言 語

で は、悪 い とい う単語 が ない ので あ り、よ くな い とい う語 で悪 い とい う単語 の意 味 を表す 。

Hausaと い う語 で は、狭 い とい う単語 が ない ので あ る。広 い とい う意 味 を広 さとい う語 で

表 し、狭 い とい う意 味 を広 さは不足 す る とい う語 で表 す」 と述 べて い る44)。 これ は、反義

語 につい ての意 義深 い民族 の特 徴 で ある。

な お、反 義 語 か ら構 成 され た語 の位 置 の順番 は言 語 に よって異 な る場合 もあ る。 実 例 は

以 下 の よ うで あ る45)。

中国語 英語 中国語 ロシア語

貧 富richandpoor水 火oroHLHBoπa

左 右rightandleft甘 苦1

新 旧oldandnew貧 富60raTL磁H6e1珥H苴

モ ンゴル 語 では、emUsk茸(着 る、穿 く)-tayilqu(脱 ぐ)と い う反 義語 が あ る
。 中国

語 で は きれ い に対 応す る反 義語 「穿一 脱 」が あ る。それ では、 日本語 の揚 合 は ど うな るか。

モ ン ゴル 語 で はem哲skα とい う語 が服 、 シ ャツ、 ズボ ン、靴 な どの場合 は全 部 通 じるが、 日

本語 の場合 は異 な る。 日本 語 で は 、服 、 シ ャツ な どの場合 は 着 る とい う語 で表 しが、 ズ ボ

ン、靴 な どは穿 くとい う異 な る語 で表 す。 したが って 、 「着 る一脱 ぐ、穿 く一脱 ぐ」 とい う

二つ の反義 語 が形成 され て き た。 これ は 、 日本 語 にお け る反義 語 の特別 な特 徴 で あ る。 『日

本 語新 辞典 』 で以 下 の よ うに説 明 してい る。 「着 る」 は 、上半 身 、ま たは、 上半 身 と下 半身

を覆 う衣 類 につ い て使 う。 「パ ンツ ・ズボ ン ・スカー ト ・靴 下 ・ス トッキ ン グ ・靴 ・げた」
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な ど、 下半身 を覆 うものについ て は 「は く」 を使 う」46)。

モ ン ゴル人 は遊牧 民 族 であ る。ラクダ、牛 、馬 、羊 、山羊な どの家 畜 を五 畜(tabunqusiyu

mal)と 言 う。 体 の大 き さに よって、bodamalとboymalの 二 種類 にわ けてい る。大 きな

もの をbodamalと い うの に対 して 、 小 さな もの をboymalと 言 う。 この五 畜 は、モ ン ゴ

ル 人 の 生活 や社 会 と密 接 な関係 を持 って い る。 した が って、 モ ンゴル人 は家 畜 の 体 の大 き

さに基 づ き、 大型 の もの をbodamalと い う呼称 で表 現 し、小 型 の もの をboymalと い う呼

称 で表 現指 す習慣 は昔 か ら伝 え られ て きた。 「モ ン ゴル 人 は この五つ の家 畜 の大 き さに よっ

てbodamal(大 型 のや つ)とboymal(小 型 のやつ)と わ けて、 そ のbodamalで ある ラ

クダ、 牛、馬 で大 きな もの を比 喩的意 味 と して転用 し、bOYmalで あ る羊、 山羊 とい うも

ので小 さな ものを比喩 的意 味 と して転 用す る こ とにな った」47) 。 これ は、モ ン ゴル 語 の反

義語 の顕 著 な特徴 で あ る。例 えば、

morinsiralji(高 い、大 きい ク リニ ン ジ ン)⇒qoninsiralji(低 い 、小 さい ク リニ

ンジ ン)

morinyonuy(高 い 大 きい)cqoninYonuY(低 い 小 さい)

temegenqaraYana(大 きい杏 の木)cimayanqaraYana(ノ 亅・さい 杏 の木)

ukerpuu(大 きい銃)⇒yarpuu(小 さい銃)

uqunaisige(一 歳 の大 きい 山羊)⇒kenjeisige(一 歳 の小 さい 山羊)

ukerburiye(大 きい ラ ッパ)cimaYanburiye(小 さい ラ ッパ)

Ukercilayu(大 きい石)rondegencilayu(小 さい石)

ukercoocali(大 きい しぎ)cqonincoocali(小 さい しぎ)

ukergariyacai(大 きい ツバ メ)⇒qoningariyacai(小 さい ツバ メ)

injaYanburuyan(小 雨)cajiryanburuyan(大 雨)

モ ン ゴル 語 の反 義語 の 中で は、モ ンゴル 人 の社 会及 び生 活 に関す る語 もあ る。 これ は 、

モ ンゴル 語 の反 義 語 の も う一 っ の重要 な民族 特 徴 で あ る。 言語 は文化 の担 体 で あ る。 これ

は、言語 の語彙 を通 しその民 族 の文化 、歴 史 、生活 にっい て あ る程 度 に知 る可 能性 が あ る

とい うこ とが反 映 され てい る。実 際 、 これ は言 語 の重要 な役 割 の一つ で あ る。 「モ ンゴル 人

の特別 な生活 の環境 、 心理 、 思惟 に 関す る反 義語 は様 々で あ り、 それ らの反 義 語 を研 究 す

べ きであ る。 例 えば 、jobtala(右 手 の側 、馬 な どの左側 、乗 り側)cburuyutala(左

手の側 、 馬 な どの右 側 、乗 れ ない側)、narajob(時 計 回 り)cnaraburuyu(反 時 計 回

り)、deg肚ekU(馬 乗 ってい る人 は他 人 を前 に乗せ る)串sondalqu(馬 乗 って い る人 の後
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う に 人 を乗 れ る)、qananger(家)⇒qadanger(葬 させ る所)、totuyu(ド ア の 上側)

⇒bosuYa(ド ア の 下 側),erenousu(雄 カ シ ミヤ)cemenousu(雌 カ シ ミヤ)、erkei

(親 指)csigeji(小 指)な ど で あ る 」48)。

「語 の意 味 の 民 族 的 特 徴 は 社 会 、 思 惟 、 言 語 に よ っ て 決 ま られ る 」49)。 反 義 語 の 民 族 的

特 徴 の 研 究 は 、 様 々 な 分 野 の 研 究 と 関係 が あ る非 常 に 複 雑 な 事 項 で あ る。 そ の 特 徴 を 分 析

す る こ とは 、 母 国 語 の 語 彙 の 特 徴 及 び シ ス テ ム の研 究 に大 き く寄 与 す る で あ ろ う。
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第四章 モンゴル語における反義語の分類

モ ン ゴル 語 にお け る反 義語 の分類 は、学 者達 に重 要 され 、主 に概 念 の角度 か ら分類 して、

分 析 して きた。例 え ば、人 間の動 作 につい て の反 義語(ukuku<死 ぬ>ctoriikii〈 生 ま

れ る〉、itegel<信 用>rsejiglel〈 疑 い 〉、nokur〈 友 〉 きdayisun〈 敵 〉)、 自然 の こ

とに つ い て の 反 義 語(galayun〈 暑 い>rkiiyiten〈 寒 い 〉 、ceceglekii〈 咲 く 〉 串

julyaraqu〈 〉、ebulsiku<冬 に な る>junsiqu〈 夏 にな る 〉)、 時間 につ い ての反 義 語

(orltige〈 朝>ciidesi〈 夜 〉 、ebu1〈 冬 〉 ⇒jun〈 夏 〉、edur〈 昼 〉 ⇒soni〈 夜 〉)、

位 置 につ い て の反 義 語(・:一 一く 上 〉≒doura〈 下 〉,dotuna〈 中 〉 ⇒yadana〈 外>

ende〈 こっち 〉 ≠tende〈 そ っ ち〉)、 特徴 につ いて の反義語(sayin〈 よい 〉 きu. ,

〈悪い 〉,gatayu〈 硬 い>jogelen〈 柔 らかい 〉,kundu〈 重 い 〉⇒k6ngken〈 軽 い 〉)、

方 向 につ い ての反 義語GegUn<東>cbarayun〈 西 〉、emUne〈 南>cgoyina〈 北 〉)

な どで あ る。

分類 の研 究 は、モ ン ゴル 語 にお ける反 義語 の重 要 な研 究対 象 で あ り、分類 の種類 が細 か

けれ ば細 かい ほ ど、 よ りよい深 くな る こ とが でき る もの と考 え る。 「合理 的 な、科 学的 な分

類 は反 義 語 の特徴 や 役割 につ いて理 解 す る に役 立 を果 たす')。 本 論 で は、モ ン ゴル 語 の反

義語 の分類 につい て オ トハ ラ ソ(udqalasu)に よ る分類 、 品詞 に よる分類 、移 動的 意 味 に

よる分類 とい うよ うな三種 類 にわ けて分析 す る。

4.1.オ トハ ラ ソ に よ る 分 類

4.1.1.オ トハ ラ ソ に つ い て

モ ン ゴル 語 にお け るオ トハ ラ ソ とは何 を指 して い るか。 新 しい用 語 のた め、広 く知 られ

てお らず な じみ のな い用語 で ある。 この用語 はまず 『意 味論 』 とい う著作 に現れ た。 この

著作 の説 明 に よる と、オ トハ ラ ソ とは、語 の個 々の意 味 を指 す と説 明 してい るa)。 つ ま り、

一つ の意 味 が あ る語 は一つ の オ トハ ラ ソか ら構 成 され 語 で あ り
、二 つ の意 味 が あ る語 は 二

つ のオ トハ ラ ソか ら構成 され る語 で あ る とい うこ とで あ る。 総 じて、 い くつ の意 味 が あ る

語 はい くつ のオ トカ ラ ソか ら構成 され た語 であ る とい うこ とで あ る。 オ トカ ラ ソと意 義 素

は、オ トカ ラソは意 義 素か ら構成 され 、意 義 素 はオ トカ ラ ソを構 成 す る要素 で ある とい う

関係 にあ る。 つ ま り、オ トカ ラ ソ は意義 素 よ り上 の意 味単位 であ り、 意 義素 は オ トハ ラ

ソよ り下 の意 味単位 で あ る。ku丑 曲(重 た い)-k6nggen(軽 い)と い う反 義語 の実例 を

挙 げて説 明 しよ う。
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オ トハ ラ ソー
意義素 意義素 意義素 意義素
一 一一丶一 一一一一丶_

篝モ 　 鯏 ㎞][t°ytaysankemjiye-ece][yeke]

語konggen[bodas-un][mas】[toytaysankemjiye-ece)[baya]

蕭 意素 饑素 纛
一

オ トハ ラ ソ

上記 の分 析 に よる と、kUn齟 一k6nggenと い う反 義語 はそれ ぞれ 四つ の意義 素 よ り構成

され 、そ の 四つ の意 義素 はkundu‐konggenと い う反 義語 を形成 して い る とい うこ とで

あ る。 当然 の こ とであ るが、 意義 素 は同一 の意 義素 と異 同 意 義素 のニ ジャ ンル にわ け られ

る。 意 義 素 とオ トハ ラ ソの数 の こ とにつ い て、 オ トハ ラ ソが少 な く とも二っ の意義 素 よ り

構成 され る。

説 明す る こ とは、 同 じ概 念 の用語 で あ るが、 中国 にお ける 内モ ン ゴル とモ ン ゴル 国で は

ま った く異 な る とい うこ とで ある。 内モ ンゴル で は、udgaelementとudqalasuと い う用

語 を用 い るの に対 して、モ ン ゴル 国 では、udgancirとudgalaburiと い う用語 を用 いてい

る。 換 言 す れ ば 、udgalasuとudgalaburiと い う二 つ の用 語 が対等 関係 で あ り、udga

elementとudgancirと い う二 っ の用 語 は対 等 関係 で あ る。 ま た 、udgalasuはudqa

elementとudgancirと い う二 つ の用 語 と上 下 関係 で あ り、udgalaburiはudgancir

とudqaelementと い う二っ の用 語 と上 下 関係 で あ る。 同 じ言 語 の間 で、同 じ概 念 を異 な る

用 語 で示 す こ とは 、用語 の混 乱 を生 じさせ 、研 究 の発 展 に悪 い影 響 を与 え る恐れ が あ るの

で、 統一 す る方 が望 ま しい。 わ か りやす くす るた め上 に述 の用語 につい て、 図式 化す れ ば

以 下 の よ うで あ る。
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対等関係一
モ

中 ン

国 ゴ

ル

国

dael・m・n匿dqan6i・1一
対等関係

モ ンゴル語 では、一つのオ トハ ラソを持つ語 よ りも、複数のオ トハラソを持つ語が多い

のである。 「モ ンゴル語の多数 の語は複数の意味 を持つ」 とモ ンゴル語の多義語 の研究者で

ある何連喜は述べている3)。 モ ンゴル語 における反義語 の分類をオ トハ ラソに基つき、以

下の よ うに大きく二項 目に分 けて様 々に分析す る。 また、体系的 に分析するために更に小

さい項 目に分けて分析す る。

4.1.2.一 つ のオ トハ ラ ソにお け る反 義 語

モンゴル語の一部の反義語 は、一つのオ トハ ラソで対立 して反義語 になっている。 しか

し、 この よ うな反義語 は一つ のオ トハラソの語であるとは限 らない。詳 しく説 明するため

にこの種類の反義語を更に二つの種類 に分 けてそれぞれ分析する。

4.1.2.1.一 つのオ トハ ラソにおける一つの反義語

これは、一つのオ トハラソにおいて一つの反義語が対応す るものである。従来のモ ンゴ

ル語 における反義語 の研 究では、主 にこのタイプの反義語 が研究 されてきた。以下は実例

である。

反義語 ・ オ トハ ラソ

i七egel(信 頼)csejiglel(疑 い)nayidaburitaiesekii(信 頼度)

yal(火)cusu(水)garsilduqugaricaya(対 立す る関係)
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6elmeg(晴 れ)cburkug(曇 り)ayuramisqul-unqubiral(天 気 の変 化)

ebul(冬)⇒jun(夏)ularil(季 節)

上述 の ことを図式化 すれ ば(AとBは 反義語 、a 、a1、a2、a3… は オ トハ ラ ソを示 す)

反 義語 オ トハ ラ ソ

厂 ⊥ コ ↑
A⇒B-a

4.1.2.2.一 つ のオ トハ ラソにお ける複 数 の反 義語

こ こで 、一 つ のオ トハ ラ ソにお いて 、複数 の反義 語 が対応 す る例 を挙 げ る
。 この複 数 の

反 義語 は相互 に類 義語 になる。 「あ る語 は他 の語 と反 義語 にな る と同時 に、そ の語 の類 義語

とも反義 語 に な る」4)。 これ は 、モ ンゴル語 にお け る反義 語 の重 要 な、 同時 に複雑 な特徴

で あ る。 反 義語 と類 義 語 は意 味論 の異 な る研 究対 象 で はあ る が、相 互 に密接 な関係 を持 っ

て いる。 例 えば、

manduqu(B1)

kogji.1【u(B2)

doruyitaqu(A1)c-neyigemaqui・yinkogjilte

d・ ・.(B3)ogsiijiiuruyudaqu(a)

sgedelekti(B4)

doruyitaquと い う単語 はmanduqu 、k6giikU、degiirek茸 、6gedelekuと い う四つ の

単語 と反義語 にな り、manduqu、.・:、degltrek蔵 、ogedelekuと い う四つ の単語 は、

相 互 に類 義語 にな る とい うこ とで あ る。

A1衰 弱す る'B1・B2・$3,B4す る ・a栄 枯 盛哀

'sayiqan(]R1)

iijeskiileng(B2)

maYuqai(A1)cyoyu(B3)齒 一bodas・undiirsti1)ayidal-un

yuwa(B4)toyuydaqukemjiye(a)

kegencir(B5)
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mayugaiと い う単 語 はsayiqan、iijesktileng 、Yoyu、yuwa、kegencirと い う五 つ の

単 語 と反 義 語 に な り、sayiqan、iijesgtileng、yoyu、yuwa、kegencirと い う五 語 は
、

相 互 に類 義 語 に な る とい うこ とで あ る。

A1醜 い ・B1、B2、B3、B4、B5美 しい ・a外 観 の美 し さ

上 記 の こ と を 図 式 化 す れ ば 以 下 な よ うで あ る 。

Bl

S2

A1⇒B3-a1

4.1.3.複 数 の オ トハ ラ ソ に お け る反 義 語

これ は、 二つ あるい は二 つ以 上 のオ トハ ラ ソにおい て対 立 しな が ら反義 語 にな る とい う

こ とで あ る。 これ は反義語 が形 成 され る方法 の一 っで ある。 「少 なか らぬ語 は二っ あるい は

二つ の以 上 の語 と反 義語 にな り、 それ らの反 義 語 は反 義語 群 を生 じさせ る」5)
。 この反 義

語群 を生 じさせ てい る直接 の原 因 はそ の語 が複 数 の対 立 関係 のオ トハ ラ ソを持つ か らで あ

る。 この タイ プ の反義語 を さ らに二種 類 に分 けて分析 す る。

4.1.3.1.一 つ の語 の複数 オ トハ ラ ソにお ける反 義語

一 つ の語 はそ の異 な るオ トハ ラ ソに よ
って 異 な る反 義語 を形成 す る とい うこ とで あ る。

しか し、 この場合 の異 な る反義語 は相互 に類義 語 に な らない ので あ る。例 えば、

gayaqu(B1)‐egiidecongqujerge-yiongyuyilyaqu(al)

targaqu(B2)‐quralcuylayan-uekilekii(a2)

negegekii(A1)

aniqu(B3)-anisga-banesegamkiqu(a3)

onisulaqu(B4)‐onisucooji-yialdarayaqu(a4)

A1開 ける ・B1閉 め る、B2終 わ る、B3閉 じる、B4鍵 をす る ・a1扉 や 窓 を開 け る、

a2会 議 、集会 を行 う、a3目 を開 け る、a4鍵 を開 け る
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jiryaqu(Al){j°baqu(B1)‐amidural-ungabucenggel‐iedlekii(al)

manduqu(B2)‐naran-uunajusinggekii(a2)

A1幸 せ に な る ・B1苦 しむ、B2出 る ・a1生 活 の快 楽 を享受 す る、a2太 陽 の出 る

上 述 した こ とを図式化 すれ ば以下 の よ うに な る。

B1‐al

ArS2-a2オ トハ ラ ソ

B3‐a3

4.1.3.2.反 義 語 の複数 のオ トハ ラ ソにお け る反 義語

モ ン ゴル 語 の反義 語 の 中に、同 じ反義語 が異 な るオ トハ ラ ソに よって様 々な意 味 の反 義語

を生 じさせ る とい う現 象 が存在 して い る。 これ は、 モ ン ゴル 語 の反 義語 の従来研 究 され て

い ない特 有 な特 徴 で あ り、 同時 にモ ン ゴル語 の意 味論 の豊 か さを反 映 してい る ことで あ る。

この よ うな反 義 語 の特徴 は、形 式 は変化 して い ない が、 内容 が変 化 してい る とい う点 で あ

る。 例 えば、

gatayu(jogelen)modu(C1)‐

bodas'ungatayuca-yinkemjiye(a1)

gatayu(jogelen)sedkil(C2)‐

gatayu(A)⇒jSgelen(B)sedkilsanaya-yineneringgiiiesekii(a2)

gatayu(jogelen)ariki(C3)‐

ar面 一yingradiis・unkemjiye(a3)

gatayu(jogelen)iige(C4)‐

ugeyariya-yinobursinji(a4)

A硬 い、B柔 らか い ・C1硬 い(柔 らかい)木 、C2冷 たい(温 かい)心 、C3強 い(弱 い)

酒 、C4厳 しい 言葉、優 しい 言葉 ・a1物 体 の硬 さ、a2心 の優 しさ、a3酒 の強 さ、a4相 手

に対 す る態度
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nutuydebiskeryeke(baya)(C1)‐

ejelekiiorunjai-yinkemjiye(al)

kticiiyeke(baya)(C2)‐

biracidal-unkemjiye(a2)

yeke(baya)kereg(C3)‐

yeke(A)⇒baya(B)keregucir-unnocitaiesekii(a3)

yeke(baya)salki(C4)‐

salkilaqukemjiye(a4)

yeke(baya)dayin(C5)‐

kiiriyekebciye(a5)

A大 き い 、B小 さい ・C1面 積 が 広 い(狭 い)、C2力 は 強 い(弱 い)、C3深 刻 な 事 件 と

深 刻 で は な い 事 件C4大(小)風 、C5大(小)戦 争 ・a1空 間 の 広 さ、a2力 の 強 さ、a3事

件 の 深 刻 さ、a4風 の 強 さ、a5規 模 の 大 き さ

上 述 の こ と を 図 で 示 せ ば 以 下 で あ る 。

Cl‐al

C2‐a2

AcBC3-a3オ トハ ラ ソ

4.1.4.特 筆 す べ き こ とは 、こ の よ うな 種 類 の 反 義 語 は 、全 て の オ トハ ラ ソ で 対 立 して 反 義

語 に な る とは 限 らな い とい う こ とで あ る。 具 体 的 に言 え ば 、budugUnとna血 と い う反 義

語 に 関 して 、btidtigiinと い う語 はbayancinegelig(豊 富)〈btidiigiinamidural(豊 か

な 生 活)〉 とtomubujayai(大 き な 、 巨 大 な)〈biidtigiinasar(大 き な ビル)〉 とい う

二 つ の オ トハ ラ ソ で 、11と い う単 語 と反 義 語 に な る こ と は で き な い。逆 にnarinと い う

単 語 は 、garamci(け ち な)〈amidural-duna血(生 活 に け ち)〉 とtodurgai(明 確 な)

〈narintayiburilaqu(詳 し く説 明 す る)〉 とい う二 つ の オ トハ ラ ソで 、biidtigtinと い う単

語 と反 義 語 に な る こ と は で き な い 。C1皿9Ya-sulaと い う反 義 語 のcingyaと い う単 語 は 、
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edmonggu-diimasiyamtai(金 銭 な どを非 常 に倹 約 す る)〈yarcingya(倹 約 な)〉 と

kucutei(力 強 い)〈cingyaadququ(強 く握 る)〉 とい う二つ のオ トハ ラ ソで、sulaと い

う単語 と反義 語 にな る こ とがで きない。逆 にsulaと い う単語 は 、nidiinqaraYamayu(目

が悪 い)〈sulaqaraYa(近 視)〉 とseleguujab(暇)〈sulacay(暇 な時)〉 とい うオ

トハ ラ ソで 、6ingYaと い う単語 と反義 語 にな る こ とが で き ない。 ま た、gatayujogelen

とい う反 義語 のgatayuと い う単語 はsonustaqukemjiyemayu(あ ま り聞 こえな い)〈Clkl

gatayu(耳 が悪 い)〉 とい うオ トハ ラ ソで、jogelenと い う単語 と反 義語 にな る こ とはで

きない。逆 にjogelenと い う単語 はnamdoliigen(穏 や か 、弱い)〈jogelenyal(弱 い火)

〉 とい うオ トハ ラ ソでgatayuと い う単語 と反義 語 に な るこ とが でき ない。 以 上の分 析 を

通 して 明 らか に なる こ とは、モ ン ゴル 語 の反義 語 の オ トハ ラ ソは選択 性 が あ る とい うこ と

で あ る。 この選 択性 とは、反 義 語 を形 成す るオ トハ ラ ソは は選 ばれ 、反義 語 を形成 で きな

いオ トハ ラ ソは廃 棄 され る こ とで あ る。反 義語 は必 ず しも一 つ のオ トハ ラソ に対立 しな が

ら反 義 語 にな って い る とは 限 らな い。 逆 に、全 て のオ トハ ラ ソの対 立 に よって反 義 語 に な

って い る とは 限 らない。 なぜ な らば、反 義語 にオ トハ ラ ソの選 択 性 が あるか らで あ る。北

原保 雄 は 「あ る語 の反 対語 は、 一つ とは限 らな い。 基 準 が変 わ る と、 い くつ も存 在す る こ

とにな る」 と述 べて い る6)。 こ こで述 べ てい る基 準 とはオ トハ ラ ソを指 してい る。

上 記 したモ ン ゴル 語 にお け る反 義 語 の オ トハ ラソ に よ る分 類 をま とめ る と次 の よ うに

な る。

一一 一 一{　 　 脚 価 驫
一っのオ トハラソにおける複数の反義語

反義語

複一 一 一{　 　 　 韈
反義語の複数のオ トハラソにおける反義語
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4.2.品 詞 に よ る分 類

モ ンゴル語 の品詞の研究は形態論の基本的な研究課題 である と同時に複雑 な研 究課題

である。 どうのよ うに分類するか とい うことについて意見が合意 していないのである。モ

ンゴル語の品詞分類 について 『ハルハ方言の派生接尾辞の研 究』7)と 『現代モ ンゴル語 の

形態論』8)と い う二つの著作では、興味深い分 け方を提示 した。つま り、名詞類 、動詞類

と不変化詞類の三種類である。名詞類には名詞、形容詞、数詞、代名詞、時間空間詞な ど

の品詞 を含 めてお り、不変化詞類 の中には連接詞、副詞、助詞、感 嘆詞、後置詞、待遇詞

な どの品詞 が含まれている。動詞類 には動詞 しかないので ある。その中で、主に名詞類 と

動詞類にお ける反義語 について研究 され、不変化詞類における反義語は研究 されなかった。

これは、モ ンゴル語の反義語研究のも う一つの欠点である。品詞 における反 義語 の数 につ

いて、モ ンゴル語の名詞類 と動詞類における反義語 は極めて多数であ り、全体 の95%を 占

めてお り、不変化詞類における反義語は非常に少数であ り、全体の5%を 占めてい る。反義

語にお ける研究対象 として、不変化詞類における反義語 も研究 しなけれ ばな らない。それ

では、形態論の研 究対象 である品詞研究は、意 味論の研究対象である反義語 とどの ような

関係 にあるか。モンゴル語の品詞の分類 は、語 の意味、文法 の特徴、文 に使用 され ること

な ど三原則 によって分け られてきた。っま り、この三原則 の一つ は意味論を基 に分類 した

ことである。実際、品詞 の分類だけではな く、全ての形態論の研究対象 は意味論か ら離れ

ることがで きない。引き続 き、名詞類詞、動詞類詞及び不変化類詞についてそれぞれ説 明

す る。

4.2.1.名 詞類の反義語

モ ンゴル語の名詞類 における反義語 に名詞反義語、形容詞反義語、空間時間詞反義語、

代名詞反義語が含まれてい る。

4.2.1.1.名 詞反義語

モ ンゴル語における名詞反義語は重要な研究対象であるが、 これ までモ ンゴル語の名詞

反義語 について分析 されていないのである。モ ンゴル語の名詞反義語の数量が合計93個

あ り、全体の17%を 占めてお り、品詞 の中で、数量 は三番 目である。モンゴル語 におけ

る名詞反義語 の特徴は以下のようである。

4.2.1.1.1.抽 象的反義語 と具体的反義語について

モ ンゴル語の名詞反義語 の中では、抽象的反義語は多数であ り、合計59個 あ り、名詞
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反 義 語 の63%を 占 め て い る。 例 え ば 、itegel(信 用)csejiglel(疑 い)、gour(害)≠

tusa(益)、sayisiyal(褒 め)cmayusiyal(悪 口)、esergucel(反 抗)cdarulal(圧 迫) 、

jirYa1(幸 せ)⇒jobal(苦 し み)な ど で あ る。 具 体 的 な反 義 語 は34個 あ り、 名 詞 反 義 語

の37%を 占 め て い る。例 え ば 、kol(足)cYar(手)、nokur(友)cdayisun(敵)、tengri

(天)≠yajar(地)、yabiyatan(功 労 者)⇒osiyeten(報 復 者)な ど で あ る 。

4.2.1.1.2.派 生 反 義 語 に つ い て

モ ン ゴル 語 の 名 詞 反 義 語 の 中 で は 、派 生 反 義 語 は70個 あ り、 名 詞 反 義 語 の75%を

占 め て い る。 例 え ば 、bUlkUmdel(団 結)寺gayacal(分 離)、nemelte(付 加)≒gasulta

(減 少)、yabiyatan(功 労 者)⇒yalatan(犯 人)、orulya(収 入)⇒garulya(支 出)、

eregtei(男 性)⇒emegtei(女 性)な どで あ る 。 語 根 反 義 語 は17個 あ り、 名 詞 反 義 語

の18%を 占 め て い る。 例 え ば 、ere(男)ceme(女)、tusa(益)cqour(害) 、nigUl

(罪)≒buyan(善)な どで あ る 。 「語 根 一 派 生 」反 義 語 は も っ と も少 な く、6個 あ り、名 詞

反 義 語 の7%を 占 め て い る 。 例 え ば 、qayira〈 語 根 〉(愛)cgorusul〈 派 生:qour+s+1>

(憎 み)、dayin〈 語 根 〉(戦 争)章nayiramdal〈 派 生:nayir+mda+1>(平 和)、nokur〈 語 根

〉(友)⇒dayisun〈 派 生:dayin+sun>(敵)、onul〈 語 根 〉(理 論)⇒uyiledulge〈 派 生:uyile

+da+lge>(実 践)な ど で あ る 。

4.2.1.1.1.3.表 現 す る 意 味 に つ い て

人 に つ い て の 反 義 語:

yabiyatan(功 労 者)≒yalatan(犯 人)、nSkur(友)cdayisun(敵)、baraYuntan(右

翼)⇒jegUnten(左 翼)

性 別 に つ い て の反 義 語:

ere(男)⇒eme(女)、eregcin(雄)⇒emeg6in(雌) 、eregtei(男 性)cemegtei

(女 性)

精 神 的 な 物 に つ い て の 反 義 語:

qayira(愛)⇒qorusul(憎 み)、itegel(信 用)≠sejigle1(疑 い)、kusel(希 望)

≠kuserdel(失 望)

結 果 に つ い て の反 義 語:

maytayal(褒 め)≒jimele1(叱 り)、sangnal(賞 与)⇒sidgel(処 罰)、kokigulul

(奨 励)⇒toryuyali(処 分)・

生 活 につ い て の反 義 語:
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bayaji1(豊 富)cyadayural(貧 乏)、jiryal(幸 せ)⇒jobal(苦 しみ)、jirYalang

(幸福)⇒jobalang(苦 しみ)

政治 にっ い ての反 義語:

aradcilal(民 主)⇒ejerkeglel(専 制),jegunten(左 翼)cbaraguntan(右

翼),darulayci(圧 迫者)≠darulaydayci(被 圧 迫者)

戦 争 につ い ての反義 語:

dayin(戦 争)cnayiramdal(平 和),buselelte(包 囲)毒sibtululta(突 撃),dayari!ta

(突撃)≠goriylalta(防 御)

用語 につ いて の反義 語:

onul(理 論)⇒Uyiled岨ge(実 践),ayulya(内 容)⇒kelberi(形 式) ,arYa(陽)

cbilig(陰)

収入 につい て の反 義語:

orulya(収 入)cyarulya(支 出),olja(収 獲)cyaruja(損 害),aldaburi(損)

きqunjiburi(禾U)

他 の反義 語:eki(始 め)⇒aday(終 わ り),Yal(火)⇒usu(水),tengri(天)」cyajar

(地)。

4.2.1.2.形 容 詞 反 義 語

モ ン ゴル 語 の形容 詞反 義語 は139個 あ り、動詞反 義語 の数 よ り少 ない が、名 詞反 義語 の

数 よ り多 い ので あ る。 形容 詞 は物 事 の 区別 特 徴 を顕 著 に表せ るの で、例 として反 義 語 に

つ い て の説 明 した研 究論 文や 著作 の中 に挙 げ る頻 度 も多い の で あ る。特 に、sayin(良

い)cmaYu(悪 い)、qara(黒 い)⇒cayan(白 い) 、yeke(大 きい)⇒bays(小

さい)、sine(新 しい)⇒gayucin(古 い)な どの形 容 詞反 義語 を例 と して挙 げ て反 義語

を分 析 してい る。 以下 、モ ン ゴル 語 の形容詞 反 義語 の特徴 につい て分析 しよ う。

4.1.2.1.1.形 容詞 反 義語 の数 量 につ いて

モ ン ゴル語 にお け る反 義語 の研 究 の 中で 、 品詞 の角 度 か ら研 究 され 、解説 され た もの は

多数 あ る。 特 に形容詞 反 義語 の研 究 につい て は数量 が 最 も多 く と強調 し、語 例 も他 の 品詞

の語 例 よ り多 く出 され てい るこ とは複 数 見 られ る。 具体 的 に言 えば 、次 の よ うで あ る。

70



研究成果 著者 形容詞の例 動詞の例 名詞の例

Mongyulkelen-ii

oo,

uge-yinsang-un

sudulul

Temurcerin 15 11 2

Orcincay-un

Mongyulkele

Lubsangwangdan 7 5 0

Mongyulkeken-ii

esergUudqa-taiiige-

yinoncaliysinjiba

ilerekiibayidal

Engkemendu

12 5 4

Mongyulkelen-u

esergiiudgabiiki.ii

●
iiges-iintugai

Rincin 12 6 0

MongYulkelen-u

esergtiudga-tai

・ ・
uge-yintuga.i

BaozhiKong 40 16 13

Mongyulkelen-ii

udgaesergti

uge-yinoncaliy-i

sinjikiini

Tulyayuri 11 6 5

この図表 を見 ると、モ ンゴル語における形容詞反義語は、 「反義語」 とい う用語 に最 も深

い関係 にあ り、ま さに、反義語の中核を成 してい るの と言 える。 また、モンゴル語の形容

詞反義語は比較的多い とい うことをモンゴル語 の学者達も主張 している。 「モ ンゴル語 にお

いて形容詞の反義語は最 も多い、次 に動詞 と名詞である」 と述べている9)。 「形容詞 は対比

概念 を示 しているか ら対応す る反義語 の数 は最 も多いのである。その次に動詞であ り、三

番 目は名詞である」1°)。さらに、形容詞反義語の多い理由を分析 した もの もある。 「モ ン

ゴル語の形容詞 の反義語は、他の品詞 の語数 よ り多い。 なぜ な らば、全てのものは対義性
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反義語 動詞反義語 形容詞反義語 名詞反義語

数量 243 139 93

比率 45% 26% 17%

があ り、 しかもそのものを単語で示 した形容詞 はそれ らの特徴 を指 したもの として、 よく

使われるか らである」n)。 実際本 当にそ うだ ろうか。私はこの見方に賛成 してはいない。

なぜな らば、モンゴル語 にお ける反義語 の中で、数量が最 も多いのは形容詞ではなく、動

詞反義語だか らである。 このことを数字で証明 しよ う。『モ ンゴル語反義語辞典』(筆 者の

編集 した提出予定、博士論文 の辞典篇)で は、動詞反義語は合わせ て243出 現 し、全体

の45%を 占めてい るが、形容詞反義語 は139出 現 し、全体の26%を 占めてお り、二

番 目である。名詞反義語は93出 現 し、全体の17%を 占めてお り、三番 目である。つま

り、モ ンゴル語 の反義語の中では、形容詞反義語 は最 も多い とは言 えない。モ ンゴル語の

反義語の中で形容詞反義語が最 も多い とい う結論 は事実ではなく、動詞反義語 が最 も多い

のは明 白である。総 じて、モ ンゴル語 において、形容詞反義語が最 も多い とい う従来 の見

解 は誤っている と思 う。 しか し、全 ての言語の中で、形容詞反義語は最 も多い とは限 らな

いのである。例 えば、 「中国語 には、形容詞の反義語は一番多い し、次に動詞の反義語、名

詞 の反義語、副詞 の反義語 とい う順番である」'2)。 「形容詞は事物の特徴 、状態、性質な

どをはっき り表現 し、そのため対応す る反義語 は最 も多 くて、他の品詞にも対応す る反義

語 あるが形容詞ほ ど多 くないのである」'3)。 「品詞 の角度か ら見 ると、形容詞 の反義語 は

最 も多いのである」i¢)。以下は、モ ンゴル語 における動詞反義語、形容詞反義語、名詞反

義語 の数量について比較 した表である。

4.2.2.2.相 補反義語 と両極反義語 について

モ ンゴル語における形容詞反義語の中では、unen(真 実)-qudal(偽 り)、job(正 し

い)-buruyu(間 違い)、jingkini(本 物 の)-gayurmay(偽 物の)、iinenci(誠 実な)

-qudalci(嘘 つき)な ど15相 補反義語あるのに対 して
、両極反義語は124あ る。つま り、
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反義語 数量 比例

両極反義語 124 :・',

相補反義語 15 11%

それ ぞれ 比 率は11%と89%で あ る。 表で示 せ ば以 下 の よ うであ る。

更 に、 両極反 義語 の過 渡 的意 味 の語 は相 互 に対 立 して、 両極反 義語 に な る。 これ らの 現

象 を図示 し説 明すれ ば 、一層 わ か りやす くな る。

4.2.2.2.1.相 補 反義 語 の分析 図

相 補反 義 語 の特徴 は、事 物 の特徴 が 二つ の状 態 で しか 分 かれ てお らず 、 そ の 間に三番 目

の概 念 は存在 す る こ とがで きない。 つ ま り、 あ る意 味 の中 で、概 念 の領 域 を二 分 し、 一方

が肯定 されれ ば、他 方 が否 定 され る関係 にあ る とい うこ とで あ る。例 えば 、Unen(真 実)

-qudal(偽 り)と い う反 義語 で
、unenで は な けれ ば必ずqudal、 逆 にqudalで なけれ

ば必ずunenで あ る。unenとqudalの 間に過 渡的 な意 味 はない ので あ る。 だ か らこそ 、実

際 の会 話 で、unen-ciibisiqudal-cubisi(真 実 で もな い し、偽 りで もな い)と い う話 は存在 し

て い ない であ ろ う。linenbisibollabtaiqudal,qudalbisibollab七ailinen(真 実 で な けれ ば

確 実 に偽 り、偽 りでな けれ ば確 実 に真 実)で あ る。 以 下は例 で あ る。

反 義語一
linenqudal

1

反 義 語一
jobburuyu

i

反義語

一L丶
tinenciqudalci

i

73



反義語

-
jingkiniIgayurmay

反義 語

以下 は相補反 義 語 のパ ター ンで あ る。AとBは 反 義語 を示 す。

反 義語西
A-0-B

4.2.2.2.2.2.両 極 反義 語 の分析 図

モ ン ゴル語 にお いて形 容 詞 の両極 反 義語 は が多 数 で あ る。 両極 反 義語 の 顕著 な特徴 は意

味 の連 続性 が あ る とい うこ とで あ る。例 えば、AとBは 形 容詞 反義 語 の意 味 の連 続性 の両

極 で あ り、そ の中間 にa1,a2,a3…-b1,b2,b3… とい う過 渡的 な意 味 の語 が存 在 してい る。

この こ とについ て国廣 哲弥 は こ う述 べ てい る。 「一 対 の反 義 語 に よって示 され る両端 の間 に

無 限段 階 があ り得 る」15)。 そ して意 義深 い こ とに、 この過 渡的 な意 味 の語 が さ らに相互 に

反 義語 にな るの で あ る。 言 い換 えれ ば、反義 語 の 中 に反 義 語 が あ る とい うこ とで あ る。 例

えば、enenomjujayan-6ubisinimgen-cubisijujayabturnombayina.(こ の本 は厚 くも

な く、 薄 くもな く、厚 めの本 で 南 る)と 言 うよ うな例 で ある。 また 、qamtusurulyatan-u

doturakiributumjinisayinbakiributumjinimayunicoken ,kiributumjinijtigerni

olan.(ク ラス メー トの 中で は、成績 が よい の と悪 い のが少 な く、成 績 が普 通 なの が多 い)な ど

で あ る。 以下 は語例 で あ る。

反義語

一L丶

,.、 ≡,,疼 義薫 『一・・,;,

汁 み ・∴ ∴ 『':

jujayanjujayagan∵ 評m卜e轡
、n'mken
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反義語

反義語宀
yekeyekebturbayabturbaya

反 義語

反 義語

rL丶

cingyacingyabursolabturBola

ii

反義語

反義語

rL丶

sinesinebtiirgayucibturgayucin

ii

反 義 語

反 義 語宀
urtuurtuganoqurganoqur
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AとBは 反義語、aとbは 過渡的な語 を示す。

反義語

p

rL丶

A‐a‐b‐B

以上 の図を通 して、モ ンゴル語 における相補反義語 と両極反義語 の区別及び基本特徴 を

理解でき るだろ う。

4.2.2.3.形 容詞反義語の間での動詞反義語の形成 について

モ ンゴル語の接尾辞は機能によって派生接尾辞(接 尾辞)と 屈折接尾辞(語 尾)と 二種

類 にわ けられている。前者 は新 しい単語を形成 させ るのに対 し、後者は新 しい単語 を形成

せず、文法形式 を変えるだけである。それで、形容詞反義語 の後 に、同 じ派生接尾辞 ある

いは異な る派生接尾辞 を接続する と動詞反義語 が生 じさせ る場合 が比較的多 く見 られ る。

つま り、形容詞語幹動詞の反義語が形成 され る。例 えば、

瑚 蠶 こ∵ ∵ ∵ 睡 語

一 艦 ∵ 嘗 ∴:二1》一

瞬 臨::::::∵1::ll:}一

一 語膿 亂 ∵蠶臨}-
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構造の形式 数量 比率

形容詞反義語 →動詞反義語 40 28%

形容詞反義語 →形容詞反義

語

5 4%

形容詞反義語 →名詞反義語 0 0

一 語儲 ∴叢 勤 一

一 語{:∵∵ 談 ∵一

一 語{:1∴1二∴∴ 濃勤 一

一 語{∴∴ ∴∴}一
モ ンゴル語においての形容詞反義語 の中で、28%の 反義語 に接尾辞を接続 し動詞反義

語が形成することはできる。 この形容詞語幹である動詞反義語は動詞反義語の17%を 占

めてい る。 この比率は少 な くないのである。そのほか、 「形容詞反 義語+接 尾辞→形容詞

反義語」 と 「形容詞反義語+接 尾辞 →名詞反義語」 とい う構成 の反義語の数 は以下のよ

うである。
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また、形容詞反義語 とその形容詞語幹 である動詞反義語の意味関係は 「そ うい う特徴 を

持 ち状態の変化 を表す」 とい うことである。 これは、形容 詞反義語 とその形容詞語幹動詞

反義語を解釈す る意味公式である。そのため、形容詞語幹動詞反義語の意味を理解す る場

合、まず その形容詞反義語の意味 を理解する必要があ り、形容詞反義語 の意味 を理解す る

とその動詞反義語の意味を理解す るはずできる。例えば、oladaqu(増 える)-cokereku

(減る)と い う形容詞語幹動詞反義語に、形容詞語幹反義語 であるolan(多 い)-coken

(少ない)の 意味、つま り 「togakemjiyenibaga(数 量が少ない)、togakemjiyeniarbin

(数量が多い)」とい う意味を理解すれ ばその動詞反義語であるolada-(多 くなる)-cokere-

(少な くなる)とい う反義語の意味を理解す るはずである。

特筆 することは、形容詞反義語の後 に接尾辞を繋げて も形容詞語幹の動詞反義語 が必

ず しも形成 されない とい うことである。例えば、galayun(厚 い)とkiiyiten(寒 い)形 容

詞反義語 の後ろに接尾辞である・ra2一が接続す る時形成 され る単語 は互いに反義語 になるこ

とができない。

畷崙∴1鷺 灘 一⇒
dulayara-(暖 か くな る)⇒kiiyitere-(寒 くなる)

この よ うに、 新 しく形成 され た語 で あ るgalayura一 とki .iyitere一は反義語 に な るこ とが

で きな い。qalaYura一 とい う語 は人 の体 温 が普通 よ り高 くな り、病気 にな る とい う意味 で あ

るが、koyitere一 は気温 が 下が る とい う意 味 で ある。qalaYura一 とい う語 に対応 す る反 義語

はない が 、kiiyitere一とい う語 に は対 応す る反 義語 が あ り、そ の語 はdulayara-(気 温 が 上が

る)で あ る。 ま た、 あ る形 容詞 反義 語 の後 に動詞 形成 す る接尾 辞 を繋 げる と、 片方 に繋 げ る

こ とはで きて も、他 方 に繋 げ る こ とがで きない 場合 もあ る。例 え ば、unen(真 実)とqudal

(偽 り)と い う形容 詞反 義語 の後 ろにmsi接 尾 辞 を繋 げ る とunemsikuと い う語 形 にな る

が、qudalと い う単語 に連続 す るこ とがで きな い。 つ ま り、

圃::∴ ∵'野　 　　
上述 したことに関す るこ とは、モンゴル語の形容詞反義語の中で、<動 詞+接 尾辞 →
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形 容詞反 義 語〉とい う形式 の反 義語 は合 わせ て17あ り、全 体 の13%を 占めて い る。

4.2.2.4.表 現 す る意 味 につ い て

形 容 詞 は物 事 、動 作の特 徴 と性 質 につい ての意 味 を示 す 。モ ン ゴル語 の学者 チ ンゲル タ

イ は 「モ ン ゴル語 の形 容詞 は主 に物 事 の性 質 と特徴 につ い て示 し、 さらに、動 作 や 状態 の

性質 と特 徴 を示す 」 と述 べ てい るユ6)。モ ンゴル語 の意 味論 の学者 バ ダマ ドル ジ は モ ン ゴル

語 にお ける形容 詞 反義 語 の表 現す る意 味 につい て 「性 質 、 距離 、色 彩 、性状 、 大 き さを表

現す る」 と説 明 してい る'7)。 先行 学者 の成 果 に基 づ き、 もっ と詳 細 にわ けて分 析 しよ う思

ってい る。 これ はモ ンゴル 語 の形 容詞 反 義語 につい て の認識 を深 め る こ とに役 立 つ で あ ろ

う。

性格 につ いて:

galayumsuy(優 しい)⇒koyitemsug(冷 たい)、abliYaqi(欲 張 り)きogligeci(施

し)、ajilci(働 き者)jalgayu(怠 け者)

人間 の能 力 につ いて:

serguleng(賢 い)⇒bidayu(愚 か)、mergen(頭 がい い)⇒mongqaY(頭 がわ る

い)、uran(器 用 な)coldui(不 器用 な)

外観 につ い て:

sayiqan(美 しい)≠mayugai(醜 い)、boruyjiyun(質 素 な)⇒kekencir(贅 沢 な)、

tijesgiileng(か わい い)cmayugai(醜 い)

限度 につ いて:

yeke(大 き い)cbaYa(小 さい)、tomu(大 きい)cjijig(小 さい)、aburyu(大

き な)Cocuken(小 さい な)

数量 につい て:

olan(多 い)ccoken(少 ない)、66kengki(少 数 の)cyekengki(多 数 の)、elbeg

(多 い)ccogay(少 ない)

地形 につ い て:

6gede(上 り坂 にな った)curuyu(下 り坂 にな った)gotuyur(凹 型 に なった)詳

yuduyur(凸 型 に なった)

天 気 につ いて:

galayun(暑 い)ckoiten(寒 い)、dulaYan(暖 かい)⇒serigiin(涼 しい)
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物 の性 質 につい て:

sine(新 しい)⇒gayucin(古 い)、b6ke(壊 れ に くい)⇒kebereg(壊 れや す い) 、

gayurmag(偽 りの)孝jingkini(本 物 の)

距 離 につ いて:

qola(遠 い)⇒uira(近 い)、urtu(長 い)coqur(短 い)、 δnaUr(高 い)⇒nam

(低 い)

色 彩 につ いて:

qara(黒 い)⇒cayan(自 い)、

光 度 につ いて:

garangyui(暗 い)⇒gegen(明 るい)、

匂 い につ いて:

angyiluma(い い におい)⇒omukei(臭 い)

気候 につ いて:

-u(晴 れ)⇒borkug(曇 り)

4.2.2.5表 現す る相対概 念 につ いて

モ ン ゴル語 の形 容詞 反義 語 の も う一 つ の顕 著 の特 徴 は 、比較 を通 じて存 在 して い る とい

うこ とで あ る。事 物 の特徴 は比較 に よっ て認 識 され る。 その こ とは形 容詞 反 義語 に はっ き

り反 映 され てい る。モ ンゴル 語 に お ける形容詞 反義 語 は、A(AきB)語 の存 在 がB語 の存

在 の前提 とな り、逆 にB語 の存 在 がA語 の存在 の前 提 とな る。 っ ま り互い に前 提 とな って

存 在 して い る。 片 方 の語 が な けれ ば も う一方 の語 は存 在 で き ない し、 も う一方 の語 が な け

れ ば片 方 の語 が存在 で きな い とい うこ とが言 え る。 例 え ば、kUn髄(重 い)-k6nggen

(軽 い)と い う反義語 では 、kundtiと い う語 はk6nggenと い う語 、あるい はk6nggenと い

う語 はk蝕 葩 とい う語 と対 比 を通 じて存在 して い る。k跏duと い う語 は な けれ ばk6nggen

とい う語 は存在 で きない し、そ の逆 もま た しか りで あ る。k6nggenが な けれ ばkunduの 重

さを知 る とが で きない し、逆 にknn曲 が なけれ ばkδngkenの 重 さを知 るこ とはで きな い。

必ず 比 較 を通 して 、kUn曲 とk6nggenの 重 さが表 現 され る。つ ま り、両語 は比較 を通 して

共存 し、 いず れ も欠 くこ とがで き ない。 形容 詞 反義 語 は一 つ の事 物 の対 立 して い る二 つ の

特徴 を示 してい る。
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4.2.3.時 間 空 間 名 詞 反 義 語

モ ン ゴル 語 で は 時 間 と空 間 の 名 詞 を 合 わ せ て 空 間 時 間 名 詞 と名 付 け て い る 。 以 下 、 時 間

名 詞 と空 間名 詞 とわ け て そ れ ぞ れ 述 べ る 。

4.2.3.1.時 間 名 詞

時 間 名 詞 と は 、期 間 につ い て の名 詞 で あ る。 例 え ば、

erte(早 い)壽orui(遅 い)、orluge(朝)⇒udesi(晩)、ebUl(冬)⇒jun(夏)、

edur(昼)きsoni(夜)

4.2.3.2.空 間 名 詞

空 間 名 詞 とは 、 位 置 や 方 向 に つ い て の名 詞 で あ る。 そ して 、 空 間 名 詞 も さ ら に位 置 名 詞

と方 向名 詞 とい う二 種 類 に 分 け られ る。

4.2.3.2.1.方 向 名 詞

jegun(左)⇒barayun(右)、emUne(南)⇒qoyina(北)

6r伽e(東)cdoruna(西)、emUnetU(南 方)⇒goyitu(北 方)、emunesi(南 へ)φ

qoyisi(北 へ)、e齟negUr(南 方 へ)cqoyiYur(北 方 へ)、jegunsi(東 方 へ)⇒baraYunsi

(西 方 へ)

4.2.3.2.2.位 置 名 詞

degere(上)⇒doura(下)、degegsi(上 へ)⇒doyugsi(下 へ)、dege磁(上)⇒douradu

(下)、degegUr(上 に)⇒douyur(下 に)、degereki(上 の)寺douraki(下 の)、yadana

(外)cdotuna(中)、dotugsi(中 へ)⇒yadaysi(外 へ)、dotuYur(中 に)≠yadayur

(外 に)、naYana(こ ち ら)孝cayana(そ ち ら)、nasi(こ こ に)ccasi(そ こ に)、nagayur

(こ こ に)≒cayayur(そ こ に)、nayatai(こ の 辺)拿cayatai(そ の 辺)、nayadaki(こ

ち ら に)cciyadaki(そ ち ら に)、inadu(こ ち ら)ccinadu(そ ち ら)、inaYsi

(こ ち らへ)⇒cinaysi(そ ち らへ)

『モ ン ゴル 語 の 形 態 論 』 とい う著 作 で は 、 モ ン ゴル 語 の 時 間 空 間 の名 詞 は合 計110ほ

ど あ る と述 べ て い る18)。 以 上 述 べ た例 に よ る と、 時 間 空 間 の名 詞 の 中 で 、 半 分 以 上 の語 は

反 義 語 に な る こ とが で き る。 これ は 、 時 間 空 間 の 名 詞 が 反 義 語 に な る 比 率 は 非 常 に 高 い と

い うこ と を 明 ら か に 示 して い る。 つ ま り、 二 つ の 語 の 中 で 一 つ の 語 に 対 応 す る反 義 語 が あ

る とい う こ とで あ る 。 ま た 、 時 問空 間 の名 詞 反 義 語 の 構 造 に注 意 す れ ば 、 語 尾 は 「na2、ra

2
、da2、tai2、tu4、yur4、Ysi2、si、ki、daki2」 と い う形 式 で あ る。 モ ン ゴル 語 の 学 者

チ ン ゲ ル タ イ は 、 「モ ン ゴル 語 の期 間 位 置 の名 詞 は くna2、ra2、da2、tai2、tu4、Yur4、Ysi
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2
、si、ki、daki2>と い う語 尾 で 表 現 す る 」 と述 ぺ て い る'9)。 そ の た め 、 そ の 語 尾 に 基 づ

き、 モ ン ゴル 語 に お け る 時 間 空 間 の 名 詞 に お け る反 義 語 を 以 下 の よ うに 分 け て 分 析 す る。

語 尾 がna2で あ る反 義 語:

naYana(こ こ)≒cayana(そ こ)、emune(南)cqoyina(北)

語 尾 がra2で あ る反 義 語:

degere(上)cdoura(下)

語 尾 がsiで あ る反 義 語:

jeg亘nsi(東 へ)cbarayunsi(西 へ)、nasi(こ ち ら)cIasi(そ ち ら)

語 尾 がtaiaで あ る反 義 語:

barayuntai(西 羚jeg茸ntei(東)、nayatai(こ こ)拿cayatai(そ こ)

語 尾 がyur'で あ る 反 義 語:

degeg吐r(上 に)⇒douyur(下 に)、yadayur(外)⇒dotuyur(中)

語 尾 がX512で あ る 反 義 語:

degegsi(上)⇒doyuysi(下)、inaYsi(こ ち らへ)ccinaysi(そ ち らへ)

語 尾 がkiで あ る反 義 語:

degereki(上)cdouraki(下)、emUneki(南)津qoyinaki(北)

語 尾 がdu4で あ る反 義 語:

YadaYadu(外)⇒dotuyadu(中)、emunedu(南)cqoyidu(北)

語 尾 がdalで あ る 反 義 語:

urida(前)cqoyisida(あ と)

語 尾 がdaki2で あ る反 義 語:

jegundeki(東)≒barayundaki(西)、naYadaki(こ ち ら に)寧cayadaki(そ ち ら に)

も う一 つ の 特 徴 は 、時 間 空 間 の 名 詞 に お け る反 義 語 の語 根 は 非 独 立 語 根(beye-bendayaqu

ugeiijaYur)で あ る。 モ ン ゴル 語 の語 根 は 独 立 語 根(beye-bendaYaquijayur)と 非 独 立 語

根(beye-bendaYaquugeiijaYur)と い う二 っ の 種 類 に わ け られ て い る。 独 立 語 根 とは そ の

語 根 は 独 立 語 と して 使 用 され る語 根 で あ り、 非 独 立 語 根 と は そ の 語 根 は 独 立 語 と して 使 用

され な い 語 根 で あ る。 例 え ば 、

degere←dege+re、emune←emU+ne、yadayur←yada+yur

doura←doyu+ra、qoyina←qoyi+na、dotuYur←dotu+yur

「dege-doYu 、qoyiemu、yadadotu」 は 非 独 立 語 根 で あ る。
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4.2.4.代 名 詞 反 義 語

代名 詞 とは事 物 、期 間 、位 置 、数 量 、人称 な どを代 替 して示す 語 で ある。代名 詞 の中で 、

beye-yintolugen-unere(人 称 代名 詞)のene(こ れ)ctere(そ れ) 、ede(こ れ ら)

⇒tede(そ れ ら) 、ober-Unt61且gen-Unere(再 帰 代名 詞)のobey(自 分)⇒busud(他

人)、jiyaqutolugen-iinere(指 示 代名詞)のeg伽(こ れ)tegun(そ れ)eyimU(こ

の)cteyimu(そ の)、edui(こ んな)⇒tedui(そ ん な)、eduyicinen(こ れ ほ ど)ミ

teduyicinen(そ れ ほ ど)、ende(こ ち ら)⇒tende(そ ち ら)な どは反 義語 に な る こ と

がで き る。 そ の他 、代名 詞 反 義語 を大 き くて物 事 を表す 反 義語 と位 置 を表 す反 義 語 とい う

二種 類 に わ けて分 析 して もい い。前者 は 、例 えば、ene(こ れ)ctere(そ れ) 、edeger(こ

れ ら)⇒tedeger(そ れ ら)、egUn(こ れ)ctegun(そ れ)で あ り、 後者 は 、例 えば、

ende(こ こ)⇒tende(そ こ)、endeki(こ この)≒tendeki(そ この) 、enegUr(こ

の辺)⇒tenegur(そ の辺)、esi(こ ち らへ)ctesi(そ ち らへ)な どで あ る。代 名詞

の反 義語 を しっか り観 察す れ ば興 味深 い 特徴 を発 見 で き る。 つ ま り、 「e」と 「te」 とい う

語頭 の反 義 語 は多 い ので あ る。 「〈e>語 頭 の語 は近 い ものや 所 を指 す の に対 して、 〈te>

語 頭 の語 は遠 い ものや 所 を指す 」2°)。

4.4.2.動 詞 類 の 反 義 語

動詞 類 反義語 には、動 詞反 義語 の み含 まれ てい る。

モ ン ゴル語 にお け る動詞 反 義語 の研 究 につ い て、研 究 者 は主 にそ の概念 の視 点 か らモ ン

ゴル 語 の動詞 反義 語 を分類 してき た。 具 体的 に言 え ば、『現代 モ ンゴル 語 の意 味論 基礎 』 と

い う著 作 では、 モ ン ゴル語 の動詞 反 義語 につ い ては 、反 方 向反 義語(egekUeserguudqatu

uge)と い う種 類 の反義 語 を提 出 して分析 した。 つ ま り、相互 に逆 の方 向 であ り、対 立す る

と同時 に補足 す る関係 の反義 語 で ある。例 えば 、ogku(あ げ る)cabqu(も ら う)、bosqu

(立っ)csayuqu(座 る)、asayuqu(尋 ね る)拿qariYulqu(答 え る)、abariqu(昇

る)⇒baYuqu(下 りる)な どで あ る」 と注 釈 した2')。 『現代 モ ン ゴル語 の語 彙 論 の基礎 』

とい う著 作 で は、 モ ン ゴル語 の動 詞反 義語 につ いて 、動 作 につ い て の反 義 語 と動 作 の特徴

につ いて の反義 語 とに わ けて分 析 した。例 え ば、yabuqu(行 く)cireku(来 る)、tataqu

(引 く)≠t岨kikU(押 す)、unaqu(転 ぶ)⇒bosqu(立 っ)、untaqu(寝 る)⇒seriku

(目 を覚 め る)、okilaqu(泣 く)⇒iniyekU(笑 う)、yadaraqu(疲 れ る)きtengkerekU

(元気 にな る)な どで あ る22)。 『モ ン ゴル 語 の語彙 論 』 とい う著 作 で は、動 詞 反義 語 は 主
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に、色 々 な動 作及 び変化 の意 味 を示す と説 明 して い る。例 えば 、uruqu(入 る)cyarqu(出

る)、sanaqu(思 い 出す)cmartaqu(忘 れ る)、emusku(着 る)⇒tayilqu(脱 ぐ)、degegsileku

(上 が る)⇒doruysilaqu(下 が る)な どで あ る23)。 モ ン ゴル語 の 品詞 の 中で、反 義語 の

数 量 が最 も多 い の は動 詞 で あ り、反 義語 の45%を 占め てい る。 モ ン ゴル 語 にお け る反 義

語 の特 徴 は以下 の よ うにな る。

4.2.2.1動 詞 反 義語 の数 量 につ いて

モ ン ゴル 語 の 品詞 の 中で 、動詞 反義 語 が なぜ最 も多 い か と思 われ るだ ろ う。 これ は 、動

詞反 義 語 の 中に 、一つ の語 に複数 の反 義語 が対応 す る場 合 が、 比較 的 多い とい うこ と と関

係 が あ る。モ ン ゴル 語 の動 詞 反義語 の中で は、51個 の語 に141個 の反 義語 が対応 してお

り、 さ らに一 つ の語 に10個 の反 義語 が対応 す る場 合 もある。 例 え ば、

ekilekii(A){dayusqu(Altegusku(A2

baraqu(A3):Aebsekii(B){dayiduqu(Bl)bayilduqu(B2)tululduqu(B3)}a

A一 始 ま る、Al,A2,A3一 終 わ る、B一 和 解す る、B1,B2 ,B3一 戦 う

tikuku(C){f°r

ami:∴orgedku(D){:arilomad:u(Daqu:l

C一 死 ぬ 、Cl一 生 ま れ る 、C2一 生 き る 、D一 広 が る 、Dl一 細 くな る 、D2一 減 少 す る

cSgereku(E1)qaYaqu(F1)

qomsadqu(E2)aniqu(F2)

01asiraqu(E)類 義 語negegeku(F)onisulaqu(F3)

qasuYdaqu(E3)tarqaqu(F4)

baYadqu(E4)untarayaqu(F5)

E一 多 く に な る 、El,E2,E3,E4一 少 な く な る、F一 開 け る 、F1一 閉 め る 、F2

一 閉 じ る
、F3一 鍵 をす る 、F4一 終 わ り、F5一 亨肖す
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ayurlaqu(G1)kogjiku(Hl)

yuturaqu(G2)cecegleku(H2)

bukiniduqu(G3)(manduqu(H3)

bayarlaqu(G)badaraqu(H4)

jobaqu(G5)degjireku(H6)

uyidgarlaqu(G6)(dabsiqu(H7)

sayijiraqu(H8)

cigirayjiqu(H9)

kU6UrkegjikU(H10)

G一 喜 ぶ 、G1一 怒 る 、G2,G3,G4,G5,G6-H一 哀 退 す る、H1,H2,H3,H4,H5,H6,H7,H8,

H9,H10一 繁 栄 す る

4.2.2.2自 動 詞 反 義 語 の数 に つ い て

モ ン ゴル 語 の 動 詞 は 、 目的 語 が 要 るか そ うで な い か に 基 づ い て 、 自動 詞 と他 動 詞 の 二 種

類 に わ け られ る 。 目的 語 が 要 る語 が 他 動 詞 で あ る の に対 して 、 前 に 目的 語 が 要 ら な い 語 が

自動 詞 で あ る 。 「モ ン ゴル 語 の 自動 詞 と他 動 詞 に つ い て 、 主 に 目的 語 が 要 る か ど うか に よっ

て 区別 して い る」24)。 モ ン ゴル 語 の 動 詞 反 義 語 の 中 で は 、 自動 詞 反 義 語 は合 計170個 あ

り、全 体 の70%を 占 め て い る。例 え ば 、k6delkU(動 く)cjoysuqu(止 ま る)、kuyitereku(冷

え る)cdulaYaraqu(暖 め る),qataYuraqu(硬 く な る)≠jogelereku(柔 ら か く な る)、

k6kerekU(青 ば む)≒siralaqu(黄 色 く な る)、norqu(濡 れ る)壽qataqu(干 す)、

n6k"rlekU(友 に な る)cdayisungnaqu(対 立 す る)な どで あ る。 他 動 詞 反 義 語 は合 計 で72

個 で あ り、 全 体 の29%を 占 め て い る 。 例 え ば 、tasulqu(切 る)⇒jalYaqu(つ な ぐ)、

tataqu(引 く)⇒tUlkikU(押 す)、Yoluqu(嫌 う)⇒toYuqu(相 手 に す る)、qayaqu(捨 て る)⇒

tegUkU(拾 う)、negegeku(開 け る)⇒qaYaqu(閉 め る)、ciqulcilaqu(重 要 に す る)⇒

umdayayilaqu(軽 視 にす る)、cingyaqu(強 め る)≠suladyaqu(緩 む)な どで あ る。 自動 詞 一

他 動 詞 形 式 の 反 義 語 は 、 三 つ あ り、動 詞 反 義 語 の1%を 占 め て い る。 例 え ば 、ilaqu(勝 利 す

る)⇒ilaYdaqu(失 敗 す る),deyilku(負 か す)cdeyilugdeku(負 け る),kiisekii希 望 す る)

ck6serdekU(失 望 す る)な どで あ る。
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構成の形式 例 数 比率

動詞+接 尾辞 → 動詞反義語

bariqu⇒talbiqu

jibbuku⇒kobbuku

abqu≠ogku

105 43

形容詞+接 尾辞→動詞反義語

sUlaraqUミ ≧cingyaraqu

yadayuraqu⇒bayajiqu

b茸rkUgsikUミ ・celmegsiku

41 17%

名詞+接 尾辞→ 動詞反義語

usudaqu‡Yangdaqu

nokiirlekiicdayisungnaqu

qayiralaqUミ ≧qOrUSqU

21 9%

4.2.2.3.動 詞 反義 語 の構 造 につ いて

モ ン ゴル 語 にお ける動詞 反 義語 の構 成 につ い て は、 〈動 詞 → 動詞 〉形 式 の反 義語 、

〈形 容 詞 → 動 詞 〉形式 の反義 語 、 〈名 詞 → 動 詞 〉形 式 の反 義 語 は重 要 な位 置 を 占 め

て い る。 そ の中 で、 「動詞 → 動 詞→反 義語 」形 式 の反義語 、つ ま り、動詞 の後 ろ に接 尾辞

を連 続 す るこ とに よって形 成 され た新 しい動 詞反 義 語 は最 も多 く、合計 で105個 あ り、

全体 の43%を 占 めて い る。例 えば、abqu(も ら う)⇒6gkU(あ げ る),kobbuku(浮 く)⇒

jibbUk茸(沈 む),qayilqu(溶 け る)ckδ1dek位(凍 る),bariqu(持 つ)⇒talbiqu(放

つ),amiduraqu(生 き る)⇒Ok面kU(死 ぬ)な どであ る。次 に、「形容 詞 → 動詞 →反 義語 」

形 式 の反 義 語 、つ ま り形 容 詞 の後 ろに接尾 辞 を連 続 して形成 され た新 しい 動詞 反義 語 で あ

り、合 計41個 あ り、全 体 の17%を 占めてい る。例 え ば、sularaqu(緩 む)≠cingyaraqu

(強 ま る),mayujiraqu(悪 くな る)⇒sayijiraqu(よ くな る),kSnggereku(軽 くな る)

きk6ndarekU(重 くなる) ,bayajiqu(金 持 ちにな る)⇒yadaYuraqu(貧 乏 にな る),b加kUgsik荘

(曇 る)⇒celmegsiku(晴 れ る)な どで あ る。 その次 に、 「名 詞→ 動詞 →反 義 語 」形 式

の反 義 語 、つ ま り、名 詞 の後 ろに接 尾辞 を連 続 して形 成 され た新 しい動詞 反 義語 で あ り、

合 計21個 あ り、 全 体 の9%を 占 め て い る 。 例 え ば 、n6kUrlek茸(友 に な る)拿

dayisungnaqu(敵 対す る),bayarlaqu(喜 ぶ)⇒ayurlaqu(怒 る),usudaqu(洪 水 にみ ま

われ る)⇒yangdaqu(干 ばつ にな る),qayiralaqu(愛 す る ⇒qorusqu(憎 む),nayiramdaqu(和

解 す る)≒dayiduqu(戦 う)な どで ある。 上記 の図表 で示せ ば、以 下 の よ うにな る。
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4.2.2.4.動 詞反 義語 の表 現 す る意 味 につ いて

モ ンゴル語 にお け る動詞 は、種類 が豊 富 で あ り、 その上 数量 が 多い 品詞 であ る。 「モ ンゴ

ル 語 の動 詞 は、他 の品詞 か ら大量 に生 み 出 され るの で、種 類 が多 く、 しか も数 量 も多 い の

で ある」25)。 詳 細 に観 察 すれ ば 、モ ン ゴル 語 の動詞 反 義語 の 中で 、人 間や 動物 の動 作及 び

変 化 を示 す反 義語 は優 位 を 占めて い る。 当然 の こ とで ある が、 そ の他 の意 味 も示す 。具 体

的に言 えば、

人 聞に 関す る反 義語:

asaYuqu(尋 ね る)⇒gariyulqu(答 え る)emusku(着 る)⇒tayilqu(脱 ぐ)bayajiqu

(金 持 ち にな る)⇒yadayuraqu(貧 乏 に な る)abqu(も ら う)⇒6gkU(あ げ る)

maYusiyaqu(非 難す る)csayisiyaqu(褒 める)

人 間 と動物 に 関す る反 義語:

olusku(腹 が減 る)ccadqu(満 腹す る)、turaqu(痩 せ る)ctarYulaqu(肥 え

る)ireku(来 る)cociqu(行 く)、untaqu(寝 る)⇒serikU(目 覚 め る)、

akUkU(死 ぬ)≒amiduraqu(生 きる)

人 間、 動物及 び無 生命 の物 に関す る反 義語:

kodelku(動 く)cjoysuqu(止 ま る)nayasilaqu(近 づ く)⇒cagasilaqu(遠

ざか る)norqu(濡 れ る)⇒qataqu(乾 く)

草、植 物 に関す る反 義語:

kokereku(青 ばむ)cqubagayiraqu(干 か らび る)、noyuyaraqu(緑 に な る)串

siralaqu(黄 色 くな る)6e6egleka(咲 く)csiralaqu(黄 色 くな る)

社 会 の ことに関す る反 義語:

manduqu(繁 栄す る)cdoruyitaqu(哀 退す る)、kogjiku(栄 える)≒

uruYutaqu(哀 え る)manduqu(興 る)⇒m6k甑U(滅 び る)

自然 の こ とに 関す る反 義語:

koldeku(凍 る)きqayilqu(溶 ける)、yangtaqu(干 ばつ)cusudaqu(水 害 に

な る)、egiilesikii(曇 る)ctungYalaYsiqu(晴 れ る)

そ の他 の反 義 語:

delgeregulku(大 す る)cquriyangyuyilaqu(要 約 す る)keyisbUrilekU(抽

象化 す る)⇒bodatayicilaqu(具 体化 す る)

以上 、名 詞類 と動詞 類 に おい て反 義語 を分 析 した。 引 き続 き、 不 変化詞 類 の反 義 語 につ
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いて分析 す る。

4.2.3.不 変 化 詞 類 に お け る 反 義 語

モ ン ゴル語 の不 変化詞 類 にお ける品詞 とは 、dayiburiuge(副 詞) 、ayalyauge(間 投 詞)、

qandu1Yaage(待 遇 詞)、daYaburiuge(後 置 詞)、sulauge(助 詞)、qolbuquuge(連 続

詞)な ど六種類 の品詞 が含 まれ てい る。 そ の 中で は、副 詞 、 待 遇 詞 、 助 詞 に対 応す る反

義語 が あ る。 つ ま り 「品詞 の全 ての分類 に対応 す る反 義語 があ るわ けで はないJ26)。 不変

化詞 類 の反 義語 は名 詞類 と動詞 類 の反 義語 よ りは るか に少数 で ある。 つ ま り、名詞 類 と動

詞類 の反 義 語 はモ ンゴル 語 の品詞 の 中で 、絶 対 多数 を 占め て い る。 これ まで 、モ ン ゴル語

の不 変化 詞 類 にお け る反 義 語 につ い て研 究 され てい ない。 これ は 、モ ンゴル 語 にお け る反

義 語研 究 の も う一つ の欠 点 で ある。以 下 、不 変化詞 類 の反義 語 につ いて それ ぞれ説 明す る。

4.2.3.1.副 詞反 義 語

モ ン ゴル語 の 副詞 とは、 行動 、状 態 、性 質 の特徴 を示 す 語 で あ る。 副詞 の 中で 、対応 す

る反 義 語 が あ る の はcayorun-udayiburiuge(時 問 副 詞)し か ない の で あ る。 例 え ば、

genedte(急 に)⇒imaYta(い っ も)、UrgUlji(常 に羚qaya(た ま1こ)、modtuす ぐ)⇒ayar(あ

と)、kedUini(す で に)⇒sayi(さ っ き)、bayingyu(常 に)拿qaya(時 折)、odker(す ぐ)≠

ayar(あ と)な どで ある。

4.2.3.2.助 詞反 義 語

モ ン ゴル 語 の助 詞 とは、人 が物 事 に対す る態度 の意 味 を示す 語 で あ る。 助詞 の 中で、肯

定助 詞 と否 定助 詞 は相 互 に対立 して反 義語 にな る。 つ ま り、肯 定助詞 のmonと い う語 と

否 定助 詞 のbisiと い う語 で あ り、m6n(で あ る)⇒bisi(で はない)で あ る。

4.2.3.3.待 遇 詞反 義語

モ ン ゴル語 の待遇 詞(gndulyauge)詞 とは、物 事及 びそ の 関係 に対す る人 の態 度 を示 し

て い る言 葉 で あ る。例 えば、mayad(か も しれ ない)、erkebisi(必 ず)、uneker(本 当に)、

ilangyuya(と りわ け)、Jabal(必 ず)、labtai(き っ と)、jobken(単 に) 、bolultai(た

ぶ ん)、yariyanUgei(言 うま で もない)、sejiglesiugei(疑 い な く)、yeruni(一 般 に)

な どで あ る。 そ の 中で 、bolultai(か も しれ な い)⇒labtai(必 ず)と い う一 つ の反 義語 し
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かないのである。

品詞研 究はモ ンゴル語 の形態論 の重要な研究対象であ り、同時に 「モンゴル言語学の中

で、最 も議論 され る問題の一つである27)。 品詞の角度からモ ンゴル語の反義語 を分析す る

ことは、その様々な特徴 について明 らかにす るに役立を果たすだろ う。反義語 について熱

心に研究 した学者である謝文慶が、 「反義語 について研究す る際、品詞の角度か ら注意 して

研究すれ ば、その内部的な特徴を明 らかにす るときに非常に有効 であろ うJと 述べてい る

28)

0

4.3.過 渡 的 意 味 に よ る 分 類

一般 的 に
、反義 語 は両極反 義 語 と相補 反義 語 の二種 類 に わ けて研 究 され てい る。 過 渡 的

意 味 の あ る(siljil七e-yincinar-taitige)反 義語 が 両極 反 義語 で あ るのに対 して 、過 渡的 意 味

のない 反 義語 が相 補反 義語 で あ る。 この よ うな分類 法 はモ ン ゴル 語 、 日本 語 、 中国語 の い

ずれ も同 じで あ る29)。

4.3.1.相 補 反 義語 につ い て

相補 反 義語 とは、反 義語 の 中に は過 渡 的意 味 が ない反 義 語 で あ る。相 補 反 義語 の特徴 は

事物 を二 つ の状 態 に しか分 けて お らず、 そ の間 に三番 目の概 念 を表す語 が存在 してい ない

の で あ る。 っ ま り、概 念 の領 域 を二分 し、一 方 が肯 定 され れ ば、他 方 が否 定 され る関係 に

あ る とい うこ とで あ る。例 えば、joYsuqu(真 実)ckodiilkii(偽)と い う反 義語 に、joysuqu

で な けれ ば必ずkodiilkii、 逆 にkodtilktiな けれ ば必ずjoysuquで あ る。joYsuquと

kodiilkiiの 問 に 中間帯、 また は過 渡的 な意 味が まっ た くない ので あ る。例 えば 、ere(男)

〈A1>き 一u-(女)〈A2>、job(正 しい)〈A3>cburuyu(間 違 い)〈A4> 、kobbuku

(浮 く)〈A5>jibbiikii(沈 む)<A6>。 図形 式す れ ば以 下の通 りで あ る。

「男一 女 」 とい う相補 反 義語 につ いて 、 あ る笑 い 話 が伝 え られ てい る。 あ る 日、 孫 がお

ば あ さんに 「昨 日先 生 に子供 が 生まれ た んだ って。当 ててみ て、女 の子 か。男 の子 か。」 「女
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の子 。」 「違 う、 も う一 回 当て てみ て。」 「男 の子。」 「あた り、 あた り。 お ばあ さん はす ごい

ね、た った二回 で 当て るな んて… 」実際 、これ は非 常 に普 通 な こ とで あ る。人 間 に とって 、

性 別 は男 と女 の二種 類 に しか ない か らで あ る。 男性 でな けれ ば女性 で あ り、 逆 に女性 で な

けれ ば男性 で あ る とい うの は当た り前 の こ とで あ る。

4.3.2.両 極反 義語 につ い て

両極 反 義語 の 中間 帯 に意 味 の連 続性 で ある。説 明 され てい る反義 語 は その連 続 性 の両極

であ り、 中 間の過 渡 的意 味 がそ の反 義語 の 両極 の連 続性 で ある。 この こ とに つ いて 国広哲

弥 は 「両端 の 間に無 限 の中 間段 階 が あ り得 る」 と述 べ てい る3°)。 例 えば、galayun(暑 い)

⇒kiiyiten(寒 い)⇒galayun-dulayan(暖 か い)-serigiln(涼 しい)-ktiyiten
、jujayan

(厚い)⇒nimgen(薄 い)⇒jujayan(厚 い)‐jujayab七ur(厚 め)-nimgebtur(薄 め)

-nimgen(薄 い)
。 しか し、原 語 とそ の意 味 の連 続性 の語 は相 互 に反義語 にな る こ とはで

きな く、 また意 味 の連続 性 の語 も文法形 式 の異 同場合 、反 義 語 にな る こ とはで きない。 図

式化す る と以 下の よ うであ る。

1反 義語(Al-'B1)、2意 味 の連 続性=反 義語(A2⇒B2)、3意 味 の連続性

=反 義語(A3≒B3) 、4.非 反 義 語(A1-B3)、5.非 反 義語(A1-B2)、

6非 反 義語(A2-B3)、7非 反 義語(A2-B1)、8非 反 義語(A3-B2)、9非 反

義 語(A3-B1)

過 渡 的意 味 に よって 、 両極 反 義 語 を さ らに一つ の移 動 的意 味 あ る両極 反 義語 と多数 の移

動的 意味 ある両極反義 語 の二 種類 にわ けて分析 す る。

4.3.2.1.一 つ の過 渡 的意 味 あ る両極反 義語

90



これ は、過渡 的意 味 が一っ しかない の両極 反 義語 を指す。例 えば 、uruysilaqu(前 進 す る)

‐joysuqu(止 ま る)-uquriqu(後 退 す る)
、iaqu(勝 つ)-tengcelduku(引 き

分 ける)-iaYda"u(負 け る)、degedu(上)-dumdadu(中)-douradu(下)

な どであ る。 図式 化す れ ば、以 下 の よ うで ある。

反 義語

4.3.2.2.多 数 の過 渡 的意 味あ る両極 反義 語

これ は、過 渡 的意 味 が多数 ある両極 反 義語 を指す。 さ らに、そ の過 渡的 意 味 は相互 に対

立 して反 義語 にな る場 合 もある。 例 え ば、

yeke(大 きい)-yekeken(大 き め)-bayagan(小 さめ)-baya(小 さい)、qola

(遠い)-qolab七ur(幾 分遠 い)-oyirabtur(幾 分近 い)-oyira(近 い)、qara(黒

い)-garabtur(黒 めで ある)-cayabtur(白 めで あ る)-cayan(白 い)。 図式

化 すれ ば以 下の よ うにな る。

反 義語一
反義語西

AlA2A3A4

iiii

▽一
反義語の両極

両極反義語は講演や 目常会話 に積極的に使用 されている。例 えば、アメ リカ民主党のオ

バマ上院議員は主な外交政策では中国に対 して、 「中国は敵でもな く友 もでもない。競争相
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手 」 と言 っ た こ とが あ る。(目 本 経 済 新 聞2008・5・22・3面 「変 革 訴 え 秋 の

本 選 へ 」)。 この 講 演 の 中 で は 、 両 極 反 義 語 は 敵 一 競 争 相 手 一 友 が あ る。 ま た 、彼 は 太 く

な い し細 くな い し、 高 くな い し低 くな い し、 黒 く な い し 白 く な い 人 で あ る 。 こ の 文 章 の 中

で は 、 両 極 反 義 語 は太 い 一 普 通 一 細 い 、 高 い 一 普 通 一 低 い 、 黒 い 一 普 通 一 白い で あ る。
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第五章 モンゴル語における反義語の意義深い問題について

モ ンゴル語 における反義語研究には様々な意義深い問題が存在 している。 これ は、モ ン

ゴル語 の反義語研究 において特別 なことであ り、同時に見落 とす ことのできない研 究課題

である。 しか し、 こうした課題については、これまで十分研 究 されていないのである。そ

のため、当部分では、 この課題 について分析す ることを目指 した。 これ は、モ ンゴル語 に

おける反義語 のことを全面的に研究するに役立つであろう。

5.1.特 別 な反 義 語

反義語は密接 な意味関係 ある二つの語の対立であるが、非常に少数 の二つの語 は意 味の

点であま り関係がないのに反義語になることはできる場合 もある。この例 としては、Yal(火)

-usu(水) 、toluYai(頭)-segiil(尾)、tengri(天)-Yajar(地)な どがあげ られ

る。 これ らの語 がなぜ反義語 になっているのか。まず、それ らの語の問に間接的な対立関

係あるいは隠 されている対立関係 が存在 しているためである。Yalとusuと い う語は、usu

はYalを 消す、っま り燃 える一消えるとい う矛盾す る関係 を示 し、toluyaiとsegiilと い う

語 は動物の身体にお ける最 も前の部分 と最 も後 ろの部分、つま り位置における前後の対立

関係 を示 し、tengriとyajarと い う語 は、上 と下の両極の矛盾す る関係 を示 している。次に、

これ らの対立関係 はその民族 の語 に反映 され 、 さらに対立概念を示 し、使用過程 中に反義

語 となってきた。っ ま り、その民族 の思惟 と語 の使用習慣 と関係 している。 この課題 につ

いて、他 の民族の語彙 における反義語研 究に反映 されてい る。 「言語の使用習慣 は反義語で

あるか どうかを判断す る一つの基準である」')。 「反義語 の形成は、言語の使用習慣の基礎

も必要である」2)。 「社会習慣によって反義語 になる場合 もある」3)。 「反義語はその社会
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の文化 や 習慣 に多 少が 関係 が ある」4)。

総 じて、 上述 した語 が反 義語 にな って い るの は、言 語原 因 と社 会 原 因 とい う二つ の原 因

が あ る。 言語 原 因 とは、対 立す るあ るい は矛 盾 す る関係 で あ る。 社 会原 因 とは、 その 民族

の思惟 と語 の使 用 習慣 で あ る。 さ らに、言 語原 因は反 義語 にな る前 提 と基礎 で あ り、社 会

原因 は反義 語 に な る反 映 と結果 で ある。

5.2.反 義 語 と同 義 語

単語 と して反 義語 で あるが 、他 の語 と組 み合 わせ て使 用 され る時、つ ま り文 章 の 中で 同

義語 の意 味 を示 す とい うこ とで あ る。例 えば、degere(上)cdoura(下)、6gede(上 り坂)

⇒uruyu(下 り坂)、irekii(来 る)⇒ociqu(行 く)な どで あ る。degere⇒doura 、6gedec

uruyuと い う二つ の反 義語 は同義語 の意 味 を示 す代表 的 な例 文 であ る。

degere‐doura

A:::濃欝留濃 擁
degere-douraと い う反義 語 は語 源 の観 点 か ら見 る と、音声 の交 替 に よって形成 され て

い るこ とは明 らかで あ る。つ ま り、.:一 一cdoura(←doyura)で ある。 この音 声交

替 か ら生み 出 され た反義 語 を証 明す る証拠 はdegegsi-doYuYsiと い う反義 語 の存在 で

あ る。 音 声交替 がモ ン ゴル語 の形 成 の一 つ の要 因で あ る と言 え る。 モ ン ゴル 語 で は、音 声

交 替 に よって形 成 され た単語 は多 くあ る。 例 えば、dabsiqu(進 歩 す る)-debsikii(進

め る)、yatulqu(川 を渡 る)-getiilkii(川 を渡 る)、ociqu(行 く)-ecikii(行 く)、

terigiin(第 一)-tiiriigiin(第 一)な どで あ る。興 味深 い こ とは、 鼻子音 のbとmは モ

ン ゴル語 と日本語 に交替す る とい う現 象 が存在 してい る。例 えば、モ ンゴル語 で は、〈qabar

(鼻)-qamar(鼻)〉 で あ る。日本 語 では 、〈 さび しい 一 さみ しい 〉 とい う例 あ る。degere

⇒douraと い う反義語 の語 源 を図案 すれ ば以 下 の よ うで あ る。

音 声交 替

叫::肇漏.
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ogede‐uruyu

uruyu:gonisouluruyuyabujubayina

(羊 が川 の方へ 行 って い る)

反義 語 同義 語

ogede:gonisoulogedeyabujubayina

(羊 が川 の方 へ行 って い る)

6gede-uruyuと い う反 義語 は地形 の坂 に関す る反 義語 で あ る。 オル ドス方 言 で は、

この反義 語 は独 立語 の意 味 を完全 に失 い、 方 向格 と しての意 味 を示 す こ とに なった。

これ らの例 か ら 《degere≠doura,uruyuき6gede》 とい う反義語 は本 来 の独 立語 の意 味

を消失 し、抽象 的 意 味 を示 す に至 っ てい る。 つ ま り、 あ る独 立語 は使用 過 程 にお いて独 立

語 と して の意味 を失い 、抽 象 的 な意 味、 さ らに格 と しての役 割 で用 い られ る こ とに な る。

具体 的 に は、「degere⇒doura」 とい う反義 語 はモ ン ゴル 語 の位 置 格 の意 味 を示 してお り、

「uruyu⇒6gede」 とい う反 義語 は方 向格 の意 味 を示 してい る とい うこ とで あ る。これ を

例文 に よって示 す と下 の よ うにな る。

degerecdoura

::::1:1認∵∴ 一 一一 う匂

6gedeミ}uruyu

gonisouluruyuyabujubayina

(羊 が川 の 方へ行 ってい る)

gonisouljugyabujubayina

qoniYoulδgedeyabujubayina(羊 が川 の方へ 行 って い る)

(羊が川 の方 へ行 ってい る)

irekti(来 る)津ociqu(行 く)と い う反 義語 は位 置 の移 動 に 関す る反 義語 で あ る。

第一 人称 あるい は第一 人称 の存在 す る地 点か ら離れ て い く動 作 はociquと い う語 で あ り、第
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一人称 あるいは第一人称の存在す る地点に近づいてい く動作はirekiiと い う語である
。この

反義語 は上述 したよ うに自立語の意味を失 い抽象化 してはいないが、本来 の意味は変化 し

〈qariqu(帰 る)〉 とい う意味を示す ことになった。 この位置 の移動 を示すociqu≠irekii

とい う反義語は、反義語 として用い る場合 は移動 の過程 を強調 し、類義語 として用 いる場

合は移動の結果を強調 している。 この変化の現象を図で示せば以下のよ うになる。

反義語 一→ 過程西
ociquミ ・irekii▽
gariqu-→ 結 果

irek廿cociquと い う反義 語 を例文 に よって示す と下の よ うに なる。

ireku妻ociqu

ger-tegeniregedyayutribe?

(家 に来 て何 を しま したか)

ger-tegengariyadyayutribe?

ger-tegenociyadyaYukibe?(家 に帰 って何 を した か。)

(家 に行 って何 を したか)

5.3.反 義 語 と反 義 関係

反 義語 と反 義 関係 は相 互 に密 接 な 関係 が あ る意 味論 の研 究対 象 で あ るが、 同一 の こ とで

はない 。モ ンゴル 語 にお け る反義 語研 究 は、 この二 つ の概念 の差 異 に十分 に留意 しな けれ

ばな らな い。反 義語 は反 義 関係 を示 して い るが 、反義 関係 を示 して い る全 て の語 が反 義語

にな る とは限 らない。 「対 立 して い る語 全 ては反 義語 にな る とは 限 らない ので あ る」5)。 反

義語 が 必ず 対等 性 を保 持す るの に対 し、反 義 関係 は この対等 性 とそれ ほ ど密 接 な関係 には

ない の で あ る。 反 義 関係 は反 義語 よ り範 囲が 広 く、反 義 語 は反 義 関係 の一 部分 であ る。 つ

ま り、反 義語 と反 義 関係 は包括 す る側 と包 括 され る側 の関係 あ るい は上位概 念 と下位 概念

の関係 にあ るので あ る。 例 えば、gayiralajusanaqu(愛 す る)cgorusqu(憎 む)と い う

言 葉 は反 義 関係 を示 して い るが、反 義語 には な らない 。 単語 と連 語 は相 互 に反 義語 に なる

ことはで きな い。 しか し、gayiralajusanaqu(愛 す る)cgoruscujanuqu(憎 む)あ

るい はgayiralaqu(愛 す る)⇒qorusqu(憎 む)、gayiralaqu(愛 す る)≒januqu(憎 む)、
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sanaqu(恋 し く思 う)cgorusqu(憎 む)、sanaqu(恋 しく思 う)⇒januqu(憎 む)と い う語 は

反 義語 に な る と同 時 に反 義 関係 で あ る。 意 味 の対立 関係 を示 してい るのに、 反義 語 に な る

ことがで きな い場合 もあ る。これ を図表 で示す と、以下 の よ うにな る。Aは 反 義 関係 で あ り、

aは 反 義語 で あ る。

5.4.反 義 語 と否 定 関係

モ ン ゴル 語 にお け る反 義語 と否 定 関係 は異 な る概 念 で あ る。 反 義語 は意 味論 の研 究対 象

であ るが、否 定 関係 は形態論 の研 究対 象 で あ る。 「原 語 とそ の否 定関係 は反 義語 にな る こ と

がで きない 」6)。 「あ る語 とそ の語 の否 定詞 は対立 して い るが、反 義語 にな る こ とがで き な

い ので あ る」7)。 モ ン ゴル 国の研 究者 の 中に は、反 義語 と否 定 関係 を混 同 して説 明 してい

る場 合 が 多い。 一つ の例 を挙 げ よ う。 『モ ン ゴル 語 の意 味論 の基礎 』 とい う本 で は 「irekii

(来 る)⇒irektiiigei(来 ない)、bolqu(よ ろ しい)⇒bolquiigei(い けな い)、cidal-tai

(力が あ る)⇒cidaliigei(力 がない)、jab耐uge-tei(暇 な)⇒jal)ciliigeiigei(暇 力弐な

い)、yasu-tai(骨 つ き の)cyasuiigei(骨 な しの)、ke-tei(模 様 の ある)きkeiigei(模

様 のない)」 とい う語 は反義語 で あ る と述べ て い る8)。 しか し、 これ らの語 は否定 関係 にな

るが、反義 語 に はな る こ とはで きない と思 われ る。その他 、例 えば、irekti(来 る)-irekii

iigei(来 ない)、nemeku(加 える)-nemekuiigei(加 え ない)、kilbar(易 しい)-kilbar

iigei(易 し くない)、kiiyiten(寒 い)-kiiyiteniigei(寒 くな い)、jujayan(厚 い)cjujayan

ugei(厚 くない)、itegekii(信 じる)citegekiiiigei(信 じ られ な い)と い う語 が、原語

とその原 語 の否 定 関係 を示 す もの の相 互 に反 義語 とは な る こ とは で きない こ とは明 らか で

あ る。nemeku(加 え る)⇒qasuqu(減 らす)、kuyiten(寒 い)⇒galayun(暑 い)、jujayan

(厚 い)⇒nimgen(薄 い)、itegekU(信 じる)csejiglekU(疑 う)と い う関係 が反

義 語 な ので あ る。仮 に、モ ン ゴル 語 におい て否 定 の語 が そ の原 語 と反 義 語 で あ る とい うこ

とになれ ば 、 ほ とん どの語 に対応 す る反 義 語 が存在 す る こ とにな る。 しか し、 実際 に は、

モ ン ゴル語 の 中で 、対応 す る反義 語 の語 が少数 とい うこ とは事 実 で ある。非 常 に少 数 の学
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者 は原語 とそ の否 定詞 は反 義語 にな る と主張 して い る。 「一般 的 に、原 語 とそ の否定語 は反

義語 に な る」9)。 しか し、原 語 とその否 定詞 は反義 語 では な い と主 張 してい る学者 は多数

であ る。 「否 定助詞 をつ けて形成 され た語 は反義 語 に なる と説 明す る こ とは、反 義語 につ い

て の認識 が不 足 してい る」1°)。 モ ン ゴル語 で は、原 語 とそ の否 定 関係 は反義 語 にな るこ と

がで きな いが 、 ほか の言語 で は原 語 とそ の否 定 関係 は反 義語 にな る場合 があ る。 例 え ば、

日本 語 で は、有 名c無 名 、便 利c不 便 とい う語 は反 義 語 に な る。 モ ンゴル 語 の場合 は 、

原語 とそ の原語 の否定 関係 が ま った く反義 語 にな る こ とが で きない の は疑 問 の余 地が な い

の で ある。反義 語 にな るか否 か とい うこ とは言語 に よって異 な るので あ る。 「反義 語 にな る

か ど うか とい うこ とはその言 語 の特徴 によっ て決 め られ る」1り 。

[注]

1)武 占坤1983P.141

2)昼奈満隼1994p.35

3)戴 耀 晶1988p.100

4)加 藤 彰彦他1989p.199

5)曹 火毛2001p.112

6)謝 文 庚1986P.37

7)广 迭 林玉1990p.39

8)Badmadorji1997117

9)揚 之 舟1981p.143

10)杵 威双2002p.355

11)Tedke1987p.277

第六章 モンゴル語における反義語の役割

モ ンゴル語学者達は、モ ンゴル語 の反義語の役割について重要 な研 究対象 として分析 し

て、説明 してきたが、主に使用の役割 についてかぎるられてきた。本論では、モ ンゴル語

の反義語 の役割 について四つの点か ら分析す る。つま り、使用の役割、形成 の役割、教育

の役割、辞典編纂の役割 とい うことである。

6.1.使 用の役割
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反 義 語 は言語 の表現 能力 を高 め るこ とがで きる特別 な役割 が ある ので、 古今 東 西人 々 の

発表 や作 品な どに よ く使 用 され 、強い 印象 を残 して い る。

6.1.1.モ ンゴル 語 の反 義 語 の使用 を通 して 、文 章 の意 味 を よ り一層 強 調 し、 人 々 の注意

を引 く ことがで きる。 例 え ば、daruukiciyengguikiimiin・idabsiyulday(謙 遜 した人 を進

歩 させ る)、omurgaybardamktimus・igocuruyulday(高 慢 な人 を後退 させ る)と い う文 で

は、高慢 で はな く、謙遜 してい きな さい とい う意味 を強調 した。daruukiciyengguikumun-i

dabsiyuldayと い う普 通 の表 し方 よ りdaruukiciyenggtiikumus-idabsiyuldag,omurqaY

bardamkumus・igocuruyuldayと い う反 義語 の表 し方 は意 味 を よ り一層 強調 してい る。 そ

の ほか、 例 えば、onisuyaboludgasanaya-yiilelbisidalda,siyudbisidamiledkekti

oncaliy・taiyum(謎 は意 味 をは っき りでは な く、間接 的 に表す)と い う文章 のilelbisidalda

(は っ き りで はな く、秘 か に)、siyudbisidam(直 接 で はな く間接)と い う言 い方 は意 味

を非常 に強調 してい るの は明 らか であ る。

モ ン ゴル語 の反 義語 を対 立 して使 用す る こ とは哲 理 的意 義 を示 し、 よ りよい効 果 をもた

ら してお り、記憶 に とどめ る役割 が あ る。これ は、反 義語 の興 味深 い役 割 で あ る。例 えば、

ロシア の偉 大な作 家 ゴー リキー は時 間 につ い て 「delekeidegeregamut'・unqurdunboged

gamut'-unudayan,gamuy-unurtub6gedgamut'-unoqur,kumus-igamuy-aca

garamsayuldaybogedgamuy-acabayarlayuldayyayumabolcaymon(世 界 で 最 も速 い と

同 時 に最 も遅 い、 最 も長 い と同時 に最 も短 い 、人 々 を最 も喜 ばせ る と同時 に最 も苦 しませ

るもの は時 間で あ る)と い う箴 言 を述べ て い る。 この文章 で は、対 立 して使 用 され た反 義語

はqurdun(早 い)cudaYan(遅 い),urtu(長 い)coqur(短 い),qaramsaYu至daY(苦

しませ る)⇒bayarlayulday(喜 ばせ る)で あ る。 これ は、 その三 つ のペ ア の反義 語 の対

立使 用 に よ って 箴 言 に な っ た とい うこ とは言 うま で も な い。 モ ン ゴル 語 で は 、UkUgsen

amidu-yinquYurundu(死 に生 きの 間)と い う一 見矛 盾 した よ うな表 現 が あ る。 これ が、

修 辞方 法 に よって生 み 出 され た語 で あ り、 そ の意 味 は人 の無 能 、何 もで きない こ とを風刺

した こ とであ る。例 えば、 中国の偉 大 な作家 で あ る魯 迅 は そ うい う名 言 を言 った こ とが あ

る。 あ る人 は死 ん で しまっ た。 しか し、 また生 きてい る。 あ る人 は生 きて い る。 しか し、

も う死 んで しま っ た。 この名 言 は前 後矛盾 して い る よ うに感 じられ るが 、 しっか り考 えれ

ば、深 い哲理 の意 味で あ る こ とを理解 す る。 魯迅 は、 「死 ぬ 一生 き る」 とい う反 義語 をきれ

い に使 用 し、ま った く異 な る二種 類 の人 に対 して の態度 を表 明 した。 つ ま り、 国家及 び入

間 に悪 い こ と、損 害 な こ とば か りや っ てい る人 々を強 く批判 す るのに対 して 、革 命 のた め、
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進歩 のため、自分の貴重な生命を捧げた犠牲者 に心をこめて尊重 している態度 を表明 した。

中国語では、半死不死,九 死一生,死 去活来,死 里逃生,墨 死犹生などUkOkU-amiduraquと

い う反義語 を対 立 し使用 した熟語がある。 日本語で も半死半生、九死に一生を得 るな どの

語がある。 これ らの語は、ukuku(死 ぬ)とamiduraqu(生 きる)と い う相補反義語の対立

使用 の例文である。その他 、 日本語に 「うれ しい悲鳴」 とい う語がある。 この語は、 うれ

しい一悲 しいとい う反義語 を対立使用 し、極 めて うれ しい、 うれ しくてたまらない とい う

意味を表 した慣用句である。その慣用句について 『日 ・漢 ・英言語文化辞典』にこ う述べ

てい る。「うれ しい悲鳴」 とい う一見矛盾 した ような表現は、直面 している事態その ものは

本来歓迎すべきこ とであるゆえに 「うれ しい」 とい うことと、 しか しそれ が自分の対処 ・

対応 できるような状態であるとい うことの両方 を意味 しているのであって、「うれ しい」 と

い う感情がきわまって 「悲鳴」をあげるとい うことで もなければ、文字通 りに叫び声 を出

す とい うことで もない」')。 そ うい う目本語 の表現はモ ンゴル語では、bayarlajuukuneと

い う語で、中国語では、高巣死了 とい う表現で表す。

また、『俗世間 つも りちがい十ケ条』とい う日本語の文章では、こう述べてい る。一 高

いつ もりで 低 いのは教養 二 低いつ もりで 高いのが気位 三 深 いつ もりで 浅い

のは知識 四 浅いつ も りで 深いのが欲 五 厚いつも りで 薄いのは人情 六 薄い

つ も りで 厚いのが面の皮 七 強いつ もりで 弱いのは根性 八 弱いつ も りで 強い

のが我 九 多いつ もりで 少ないのは分別 十 少 ないつ もりで 多いのが無断。 この

文章 は高いc低 い、深い ≒ 浅い、厚いc薄 い、強いc弱 い、多い⇒ 少ない とい う

五つ のペアの反義語 を自由に使用 して哲理 的意 味が表す こ とができた。モ ンゴル語 では

「丑aYdalbulialta・yinekemδn(失 敗は成功 の母 である)」 とい う助言がある。つま り、

落ち込まないで一生懸命 に努力 していけば失敗 しても成功できるとい う哲理意味をilaydal

(失敗)⇒ilalta(勝 利)と い う反義語 を用いて表 した。

そ うい う反義語は、意 味の組み合 わせ 関係 と矛盾 して通 じない文章のよ うに感 じられる

が、深 く考えれば、意義深い理屈 を示 しているす ば らしい名言である。

6.1.2.反 義語は物事の矛盾す る関係 を鮮明 に表 してお り、 さらに意味をわか りやす く示

して、物事 を生 き生きと描写す ることができるので、作家や指導者達は 自分の作品の中で

反義 語の使用す ることを非常に重視 してい る。 こうい う例文は多数である。例えば、

6gekunbaylayataikumusebtilboluysan-cuqalaYun,ertikenicoyurgai

kumusjunboluysan-cukiiyiten,tosuuyuysankumusqal)urboluYsan-CUtaryun

100



tuluma6i拍gsenkumusnamurboluYsan-cuturanggai-Biirinbeki(金 持 ち の 人 は 冬 に

な っ て も冷 え な い が 貧 乏 な 人 は 夏 に な っ て も冷 え る 、裕 福 な 人 は 春 に な っ て も 太 い が 貧 し

い 人 は 秋 に な っ て も細 い 。 一 ブ リン ベ キ)こ の 文 章 に 現 れ た 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る 。

ebiil(冬)⇒jun(夏)、galayun(暑 い)⇒kiiyiten(寒 い)、

taryun(太 い)cturanggai(細 い)

enejabsarDaydan-uekener-iintarYulaYsanl)aCirma・yinturaysanBoyaryaY

tengcene‐Nacuydorji(こ の 間 、 タ グ ダ ン の 奥 さん が 肥 え た こ とや チ ル マ が 細 くな っ た こ

とが ち ょ うど等 しい 。 一ナ チ グ ドル ジ)

こ の 文 章 に現 れ た 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る。

taryulaysan(肥 え た)c七uraYsan(細 く な っ た)

edtir-iinkemjiyeurtudcu(昼 は 長 く な っ て)

gerel・i.inkiiciinemegdejti(光 は 強 く な っ て)

SOlli-yinkemjiyeboyuniscu(夜 は 短 く な っ て)

garangyui-yinkiiciigomsadquadali(暗 や み が 弱 くな る ご と し)

sinejil-uniriigel-Damdinsurttng(新 年 祝 詞 一 ダ ム デ ン ス ル ン)

こ の 文 章 に 現 れ た 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る。

urdudqu(長 く な る)cboyunisqu(短 く な る)、edur(昼)cBoni(夜)、

nemegdeku(強 く な る)⇒qomsadqu(弱 く な る)

jobyayumabolyeru-eceburuyuyayuma一 七aitemecelkikuyabuca-dukδgiideg.

linensayinsayiganyayumabolyertiniqudalmayumayugaiyayuma-taiadalidgal-tai

・barorusijugarilcantemeceldunbayijukogjideg
.-Maozedong(正 し い も の は い つ も間

違 い の も の と対 立 す る過 程 で 発 展 す る。 真 実 、 良 い 、 美 しい も の は い つ も偽 り、 悪 い 、 醜

い もの と比 較 す る こ とで 存 在 し、 相 互 に対 立 し て発 展 す る。 一 毛 沢 東)

こ の 文 章 に 現 れ た 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る。

job(正 し い)cburuyu(間 違 い)、Unen(真 実)⇒qudal(偽 り)、

sayin(良 い)⇒maYu(悪 い)、sayiqan(美 しい)⇒maYuqai(醜 い)

6.2.形 成 の 役 割:
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6.2.1.Onisuya

OniSUYa(謎)は モ ンゴル 民族 の文 化 の遺産 として 、人 々の 問 に広 く伝 え られ て きた。謎

は、 物事 や現 象 な どの似 て い る特徴 を別 の現象 に反 映 す る 口承 文 芸 の ジ ャンル で あ る。 謎

の特徴 は、意 味 が隠 され 、 聞 きな が ら答 え る形 式 で あ る。 謎 の役 割 が人 々 の連想 力 、思 考

能力 を進 め、語 の表現 力 を高 め るに大 きな役割 があ る。謎 とはtanidaYyaYumamededeg

yayuma,tarikikodelgejtitaYadaYyaYuma,tayayadolbalbayarladaYyayuma,

tangsuyoyun-1'11'・1'・1'・yayuma(知 って い る もの わか ってい る もの、考 えて考 え

て 当て る もの、 当て る こ とが で きれ ば うれ しい もの、 人 の知恵 を高 め る もの)で あ る。 モ

ンゴル 語 の謎 は反 義語 か ら構 成 され る場 合 もあ る。 換言 す れ ば、 反義 語 はモ ン ゴル語 の謎

を形 成 す る方 法 の一つ で あ る と言 って もいい。 実例 と して以 下 の よ うで あ る2)。

joysubalbandangsaYubalyandung(noqai)(立 て ば椅 子 座 れ ば煙 突 一犬)。

この謎 におい ての反 義語 は以 下 の よ うで あ る。

jOYsuqu(立 っ)csayuqu(座 る)

ediirnijobalang,soninijiryalang(sirasibayu)(昼 は苦 しみ 夜 は幸せ 一 フク ロウ)。

この謎 にお い ての反義 語 は以 下の よ うで ある。

edur(昼)⇒SOIII(夜)、jobalang(苦 しみ)jiryalang(幸 せ)

arba-yindegerenemebecuarba,arba-ecegasubacuarba(begelei)

(十個 にた して も十個 十 個 に引 いて も十 個 一 手袋)。

この謎 にお い ての反 義 語 は以 下の よ うで あ る。

nemeku(足 す)串gasuqu(減 る)

junjogelenbeye-teiebtilgatayubeye-tei(usu)(夏 は柔 らかい 体 、冬 は硬 い

体 一水)。 この謎 の反 義語 は以下 の よ うで あ る。

jun(夏)≠edtil(冬)、gatayu(硬 い)cjogelen(柔 らか い)

gotanicayan,qoniniqara(cayasubicig)(院 は 白い、羊 は黒 い一紙 文字)

この謎 にお い ての反 義語 は以 下 の よ うで ある。

gara(黒 い)⇒cayan(白 い)
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yadana-bankiiyiten,dotuna-bangalayun厂galayunsaba(外 が 寒 い 中 が 熱 い

一 魔 法 ビ ン)
。

こ の 謎 に お い て の 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る。

yadana(外)cdotuna(中)、galayun(熱 い)寧kiiyiten(寒 い)

oruquniorui-bar-iyanyarqunigajayu・bar-iyan-dangqu(入 る の は 上 で 出

る の は横 で 一や か ん)

こ の 謎 に お い て の 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る。

oruqu(入 る)⇒yarqu(出 る)

niruyundegere-bennuyusu-tai,nuyusundegre-bentaylaya-tai,bokuyibelbogeljijii

gedeyibelkekerene-debure(背 中 に ち ょ うつ が い り、ち ょ うつ が い に ふ た あ り、頭

を 下 げ れ ば 吐 い て 、 頭 を 上 げ れ ば げ っ ぷ をす る 一 薬 缶)

こ の謎 に お い て の 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る。

gedeyikii(頭 を 上 げ る)⇒bokiiyikii(頭 を 下 げ る)

ociqu・daganmoyaiegiiriineirekii-degenjarayaegurune-tiilegeeguruku(行

く時 蛇 を背 負 う、 来 る 時 ハ リネ ズ ミを背 負 う 一 柴 を背 負 う).

こ の謎 に お い て の 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る。

ociqu(行 く)⇒irekii(来 る)

jeguntei-eceiregsenjigtir-teialas,barayun-tai-acairegsenbarkirayaalas,

goyim-acairegsengobduyalas,ermine-eceiregsenonggeljeguralas

sayajayai(東 か ら来 た 翼 が あ る斑 、 西 か ら来 た 鳴 く斑 、 北 か ら来 た な貪 欲 な 斑 、 南 か ら

き た の ぞ く斑 一 カ サ サ ギ)

こ の謎 に お い て の 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る 。

jegUn(東)きbarayun(西)、qoyina(北)⇒emUne(南)

douyur-iyanidejii,degegur-iyenbayaday,tegsibusu・yiiijebel,tengkegemeden
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tegsiledeg-garayul(下 か ら食 べ て 、 上 か ら 出 す 。 平 ら で な い こ と を 見 つ けれ ば で

き る だ け平 ら とす る 一 鉋)。

こ の謎 に お い て の反 義 語 が以 下 の よ うで あ る。

douyur(下 に)⇒ ・:・:(上 に),

segiil-niergidegere,toluYainidalaidotura-sinaYa(尾 が 岸 に 頭 が海 の 中 に

一 じや く し)
。

こ の謎 にお い て の 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る。

segtil(尾)ctolUYai(頭)

boyuni'acaboYuniimaYan-acal)oYu㎡,ondur-eceondurteng1弖tulumaondiir,

cayan-acacayan,casun-acacayan,gara-acagara,k6-ecegara‐utuya(低 い よ り低

い 山 羊 よ り低 い 、 高 い よ り高 い 空 ま で 高 い 、 白 い よ り 白い 雪 よ り 白い 、 黒 い よ り黒 い煤

よ り黒 い 一煙)。

こ の 謎 に お い て の 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る。

boyuni(低 い)rδ11曲r(高 い)、qara(黒 い)⇒cayan(白 い)

orliigedorbenkol-tei,ode-duqoyarkol-tei,iidesiyurbank61-tei-kumiin-uoscu

boyijiqu(朝 は 四 つ の 足 が あ る 、昼 は 二 つ の 足 が あ る 、夜 は 三 つ の 足 が あ る 一 人 間 の成

長)

こ の 謎 にお い て の 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る。

orliige(朝)ciidesi(夜)

man-unogaicadbalbosuna,sltisbelkebtene.-uyuta(私 の 犬 が満 腹 に な れ ば 立 ち 、

空 腹 に な れ ば横 に な る 一袋)

こ の 謎 にお い て の 反 義 語 は 以 下 の よ うで あ る。

cadqu(満 腹 で あ る)⇒61Usku(空 腹 で あ る)、

bosqu(立 っ)⇒kebteku(横 に な る)

delgebeldelekei-yincinege,gomibalquruyuncinege-nidU(広 げ れ ば 地 球 の大 き さ、

た た め ば 指 の お お き さ 一 目)
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この謎 にお い ての反義 語 は以 下 のよ うで あ る。

delgeku(広 げ る)cqomiqu(た たむ)

aru'yinayula-yinmodudal)uryuboll)acukebereg,δb鬟rayula-yinmodudbogtiir

bolbacubekilig-boyu-yineberuker-iineber(後 ろ の 山の木 が 巨大 なの に こわれや

す い 、前 の山 の木 が 曲 がって い るのに丈夫 一 鹿 の角 、 牛 の角)

この謎 にお い ての反 義語 は以 下の よ うで あ る。

aru(後 ろ)cobur(前)kebereg(壊 れやす い)寺bekilig(壊 れ に くい)

6.2.2.諺

モ ン ゴル 語 の諺 も豊富 で あ る。 「モ ン ゴル人 は 日常 生活 の 中で、実 に多 くの諺 を 自由 自在

に用 い て い る」3)。 なぜ な らば、 「モ ンゴル 語 の諺 は 、ま さにモ ンゴル 民族 の知 恵 の結 晶で

あ り、 それ と同 時 にモ ン ゴル ロ承 文 芸 の様 々 な ジャ ンル の 中で 、最小 の表 現 形式 で 、最 大

の意 味 内容 を表す 芸術 作 品 で あ る」 か らで あ る4)。 モ ン ゴル語 にお け る諺 が反義 語 か ら構

成 され てい る場 合 が少 な くない。 つ ま り、反 義 語 もモ ン ゴル語 の諺 を形成 す る役 立 つ を果

た して い る。反 義 語 よ り構 成 され た モ ン ゴル 語 の諺 は、 主 に教 育 す るや風 刺 す る とい う意

味を示 して い る。 例 えば(こ れ らの諺 を 『モ ン ゴル 語 こ とわ ざ用 法辞 典』 よ り引用)、

6.2.2.1.教 育 す る意 味 の諺

gemniemune-ben(過 ちは前 に)

gemsilnigoyina-ban(後 悔は後 に)

emUne(前)cqoyina(後 ろ)

kelekii-diikilbar(言 うは易 い)

kfku・diikiicir(や るは難 しい)

kilbar(易 い)⇒kiicir(難 しい)

mayuyabuqu-dunokiirgola(悪 い とき は友 人 は遠 い)

sayinyabuqu・dusadunoyira(良 い ときは親 戚 は近 い)

maYu(悪 い)妻sayin(良 い)、qola(遠 い)串oyira(近 い)
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job-diijsngdegenejen-tei(正 しい こ とに多 くの主 あ り)

buruyu-dubucaquejeniigei(間 違 い に認 め る主 な し)

job(正 しい)cburuyu(間 違 い)

6.2.2.2.風 刺 す る意 味 の諺

ediiraldayad(昼 失 い)

sSnitemterikti(夜 探 し>

edur(昼)csoni(夜)

abqukumiinbokiiyikii(も ら う人 は頭 を下 げ る)

ogkiikumungedeyikti(あ げる人 は頭 をた げ る)

abqu(も ら う)c・:.(あ げ る)

bSkiiyikti(頭 を下 げ る)⇒gedeyikii(頭 を もた げ る)

secen-diiBoyarcikicogedekii(賢 い者 に二 つ の耳が少 なす ぎ る)

teneg‐tiiyaycakeleoladaqu(愚 か者 に一 つ の舌 は多す ぎる)

secen(賢 い者)cteneg(愚 か者)

66gedek茸(少 なす ぎ る)coladaqu(多 す ぎる)

Yadana・banYian6aY(外 は ピカ ピカ)

dotuna-banpian6aY(中 はペ ラペ ラ)

yadana(外)cdotuna(中)

6.2.3.箴 言

モ ン ゴル語 で は、同 じ反 義語 は異 な る箴言 を多 数形 成す る場合 が ある。《箴言集 》(2007)

に よれ ば、ajilci(働 き者)‐aljayu(怠 け者)と い う反義 語 は合 わせ て12箴 言 を形成 し、

qayira(愛)-qorusul(憎 み)と い う反 義語 は合 わせて7箴 言 を形成 し、sayin(良 い)

-maYU(悪 い)と い う反義 語 は合 わせ て20箴 言 を形成 してい る5)
。これ らの箴言 を並 べ

れ ば以 下の よ うで あ る。
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6.2.3.1.ajilci(働 き 者)⇒ 爾aYU(怠 け 者)

ajilcikumun-uyar-tuarjayarcilayuyilaljana,aljayukumun-iiyar-tusijiralta

jiberene.(働 き 者 の 手 に で こ ぼ こ石 も輝 き 、 怠 け者 の 手 に 鈍 金 も錆 び る)

ajilcikodelmuricikumun-dubilegiidegsengaduyurmuqursanaydana,aljayujalgayu

kumun-duayaYa・taibudayaBolaboduydana.(働 き 者 に磨 い た 鎌 が 鈍 く感 じ られ 、 怠 け

者 に 茶 碗 の 中 の ご飯 が 遠 く感 じ られ る)

a町a四k荘lnun-unidunuuqatuna,aji6ikumun・ 鯉arebershle(怠 け 者 の 目 に 目 く そ が

で き 、 働 き者 の 手 にた こ が で き る)

ajilcikumun-dtiajilolan,aljagukiimiin-diisiltayolan.(働 き 者 に仕 事 が 多 く、 怠 け 者 に

言 い 訳 が 多 い)

ajilciarbicibayajil-untemdeg,aljayugoyiryuyadayural・untemdeg(働 き 者 は豊 か の

印 、 怠 け者 は貧 乏 の 印)

ajilcikumiinbayajina,aljayuktimuniigeyirene(働 き 者 は 豊 か に な り、 怠 け者 は 貧 し く

な る)

aljayukiimtin・diicagiigei,ajilcikumun-dusiltayiigei(怠 け 者 に 時 間 は な く 、働 き者 に

言 い 訳 は な い)

ajilcikumun-diiamjiltayekebayiday,aljayukiimiin-dunoyiryekebayiday(働 き 者 に

成 功 は 多 く、 怠 け者 に 眠 気 は 多 い).

ajilcikumunamuquriyaday,aljayukumunebestiquriyaday(働 き 者 は 食 糧 を得 る 、 怠

け者 は 草 を得 る)

ajilcikiimuncay-tayangaramci,aljayukiimunnoyir一 七ayangaramci(働 き 者 は 時 間 に
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け ち で あ り、 怠 け者 は 眠 気 に け ち で あ る)

ajilcikiimiin・isangnana,aljayukumun-itoryana(働 き 者 を 賞 与 し、 怠 け者 を罰 す る)

aljayuktimiin・iinidun-du,nuugajujayancuylaraday,ajilciktimun-ugarman-du

asigjoYusjujaYan6uYlaradaY(怠 け 者 の 目に 目 く そ 多 い た ま り、 働 き者 の ポ ケ ッ トに お 金

が 多 く集 ま る)

ertelejiioruyilancirmayiquniajilcikumun-iijangsil,idejiiuntaqu-taijiyuralduquni

aljayuktimun-iidadgal(朝 早 く先 頭 に 立 っ て 努 力 す る こ と は働 き者 の 習 慣 で あ り、 寝 食 と

っ き ま と うの は 怠 け者 の習 性 で あ る)

6.2.3.2.gayira(愛)cqomsu1(憎 み)

gayiragegciilci-taiyal,gorusulgegcicisu・taikituYa(愛 と い うの は熱 の あ る火 で あ り、

憎 み とい うの は血 のっ い た ナ イ フ)

gayira-yingariyusii,gorusul-ungariyucisu(愛 の 報 い が ミル ク 、 憎 み の報 い が 血)

gayiragorusultodurgai1)ayiqu,linegangsiyoolcibayiqu(愛 憎 は は っ き りで あ り、 値

段 が 真 実 で あ る)

gayirasedkilgunbayiday,gorusulosiyejujayanbayiday(愛 情 は 深 く、 憎 み が 厚 い)

gayira‐acaegiisiigsensedkilgegalayunjogelenbayiday,gorusul‐acaegtistigsen

sanayagargiskercegeibayiday(愛 か ら 出 じ され た 心 は親 切 で あ り、憎 み か ら出 じた 心 は

残 酷 で あ る)

gayiraagadabalgoorboluna,gorusulagadabalcisuboluna.(愛 は 過 ぎ る と毒 に な り、

憎 み が 過 ぎ る と血 に な る)
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gayiragorusulgoyarkemjiyeiigeibayiday,gastemurgoyarjogeleniigeibayiday

(愛 憎 み は 無 限 で あ り、 玉 と鉄 は柔 らか く な い)

6.2.3.3.sayin(良 い)cmaYU(悪 い)

mayuuciryabudal-ducikijogelendaruya,sayinkeregucir-tocikidiileinoyan(悪 い

事に関心がある リーダー、良い事に無関心の リーダー)

mayusanayabeye-jioriyana,sayinsanayatala-jitoYurina(悪 い 心 が 自分 自身 に 損 を し、

良 い 心 が 尊 重 され る)

mayu'bangalabalsayinboljuboluna,musiYai-banjasabalasganboljuboluna.(悪 い

事 を 改 め る と良 い 事 に な り、 曲 が っ て い る 物 を 改 め る とま っ す ぐ に す る)

mayusanayamokul・iinbilegii,sayinsedkilsayijiral-unbilegu(悪 い 心 が 嫌 われ 、 良 い

心 が 褒 め られ る)

mayukiimiin-usanayasedkilmuquryudumjiadali,sayinktimtin-tisanayasedkil

sarayultala-taiadali(悪 い 人 の 心 が 行 き 止 りで あ り、 良 い 人 の 心 が 果 て しな い)

mayucimegegosiyun-du,sayincimegeayil-du(悪 い こ とは 旗 ま で 、良 い こ とは村 ま で) 、

sayinsanayan-uiijiigiir・tiisii,mayusanayan-uiijiigiir-tiicisu(良 い 心 の 末 が 乳 で あ り、

悪 い 心 の 末 報 い が 血 で あ る)

sayin-idayabalcayan,mayu-yidayabalgara(善 に 従 え ば 白 、 悪 に 従 え ば 黒)

sayinmaYu・yiilyaqu,iinenqudal-itodulaqu(善 悪 を 区 別 し、 真 偽 を 明 らか に す る)

sayinkiimunkigsen-iyen,mayukumunidegsen-iyen(良 い 人 は や っ た こ と を、 悪 い 人

は 食 事 した こ と を)
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sayin-inibildaucilaqu,mayu-yinidorumjilaqu(良 い 人 に ご ま をす り、 悪 い 人 を 軽 視 す

る)

sayinjamdurayina,mayujamboglerene(良 い 道 が 長 い で あ り、 悪 い 道 が 短 い で あ る)

sayinkumun・ecesurulcana,mayukumiin-ecejayilana(良 い 人 か ら勉 強 し、悪 い 人 か ら

避 け る)

sayinkumun-dunokiirolan,mayukumtin・dugorusulolan(良 い 人 に友 が 多 く、 悪 い 人

に憎 み が 多 い)

sayikiimunHere-benmanduyuluna,mayukumunHere・benyutuyana(良 い 人 は ・名 を挙

げ る、 悪 い 人 は名 を汚 す)

sayin-idayabalsayijirana,maYu・yidaYabalm6kane(善 に 従 う と 良 く な る、 悪 に従 う

と滅 び る)

sayinkeiiked-teiekee6igeeduredurbayarladaY,maYukenked・teiekeecigecaycay

jobaday(偉 い 子 供 が い る 両 親 は 日々 喜 び 、 悪 い 子 供 が い る 両 親 が 時 々 苦 しむ)

sayinereger-tintulyayuri,mayuereger-iindaruyasu(良 い 男 性 は家 の 柱 、 悪 い 男 は重

荷)

sayingebelminugekii,mayugebelbusud・ungekti(良 い こ と と言 え ば 私 の と言 う、 悪

い こ と と言 え ば他 人 の と言 う)

sayinmayu-yiilyaquiigei,garacayan-itaniqutigei(善 悪 を 区 別 せ ず 、 白黒 を認 識 しな

い)
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6.2.4.連 語 .

モ ン ゴル語 に お ける反 義語 は連 語 を形成 す る重要 な方 法 で ある。 「モ ンゴル 語 の中で は連

語 は数 多 くあ り、 しか もます ます 増 えて い る状態 で あ る」6)。 連 語 は語 彙論 の研 究対 象 で

あ り、 二語 か ら構成 され てい る と上述 した こ とが あ る。 注意 しな けれ ばな らない こ とは、

二語 か ら搆成 され てい る全 ての語 が連 語 とい うわ けで は ない。例 え ば、biociqu(私 は行

く)、Yurbanqoni(三 つ の 羊)、tungsayin(と て もいい)、qurdunguuyuuku(早 く走 る)、

oregenjam(広 い道)な どの語 は全 部 二語 か ら構 成 され て も連 語 で は な く、 普 通 の複合 語

で あ る。 反義 語 か ら構成 され てい る連 語 、例 え ば、yarkol(手 、足),Yalusu(火 、水)、

noktirdaisun(友 、敵)、6nd肚nam(高 い 、低 い)、orujuYarqu(入 る、出 る)、galayunkuyiten

(暑 い、寒 い)、tolkijutataqu(押 す 、引 く)、nemejuqasuqu(加 わ る、減 る)等 々で

あ る。

モ ン ゴル語 の反 義語 か ら構 成 され た連語 の特徴 を例示 す る。

6.2.4.1.位 置 の交 換

6.2.4.1.1.位 置 が 交換 で きる連語

yarkol(手 と足)あ るい はkolyar(足 と手)、yarcuoruqu(出 る と入 る)あ るい

はorujuyarqu(入 る と出 る)、emUneqoyina(南 と北)あ るい はqoyinaemune(北 と

南)な どであ る。位 置 を交換 して も意 味は変 わ らな い。

6.2.4.1.2.位 置 が交 換 で きない連語

galayunkUyiten(暑 い と寒 い)、nokurdaisun(友 と敵)、qaracayan(黒 い と 白

い)、ondurnam(高 い と低 い)、yekebaYa(大 きい と小 さい)、nemejUqasuqu(足 す

と引 く)、ebuljun(冬 と夏)、erteorui(早 い と遅 い)な どで あ る。位 置 を交換す れ ば

意 味 は変 わ るか、 あ るい はそ うい う言 い方 は しないの で あ る。

6.2.4.2.意 味 の特徴

同 じ連語 は異 な る意 味 を示 す。 例 えば、yalusuと い うモ ン ゴル語 の反 義語 は以 下の よ

うな異 な る意 味 を示 す。

6.2.4.2.1yalusu-yinayu1-ikeciyejuyabuyarai .(火 事 と水 害 に気 をつ け な さい)

6.2.4.2.2aqadeg茸 鶩goyayula-banyalusumetu.(兄 弟 の間 は仲 良 くない)

6.2.4.2.3ertekensigYalusu-bankiye.(早 めに ご飯 を作 ろ う)

一 番 目の例 文 は元 の意 味 を示 してお り
、 二番 目の例 文 と三番 目の例 文 は元 の 意 味 とま

った く異 な る意 味 を示 して い る。つ ま り、 一番 目の例 文 は普 通 の火 事 と水害 を示 して お
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り、二番 目の例文は人々の間の仲良 くない関係 を示 してお り、三番 目の例文 は料理 を作

るとい う意味を示 している。そのほか、Yarkol(手 と足)と い う反義語 を分析す ると次

のよ うである。

yarkolnisiraYdajugemtujei.(手 と足 はけがを した)

cerigjasay-unnoyadYarkolboljuaradtUmen-iYasalYana .(軍 隊 と政府 の リー ダ

ーは相互 に結託 して国民 を苦 しめる)

前者 の例文は人の手 と足 とい う元の意味を示 してお り、後者 の例文は元の意味 とまった

く異なる ぐるになるとい う意眛を示 してい る。

6.3.教 育の役割

語の意味はば らば らに存在 しないで、体系 として存在 している。 「単語は一つ一つがばら

ばらに存在 しているのではなく、ま とま りをもち、いわばネ ッ トワークをな して存在 し

てい る」7)。 これ は、語 の重要な特徴の一つである。反義語は意味論 の研究対象 として、

言語 の体系性か ら離れ ることができない。反義語 の体系性及び対立関係 はその言語の語

彙 を教 えることにも役割がある。 このことを実例で証明 しよ う。以下は、本 人の 日本 に

おけるKEC日 本語学院の 日本語授業の実際調査である。

調査1場 所:KEC日 本語学院、 目的:留 学生向けの 日本語教育、 目時:2008年

5月17日 の昼のクラス(12時 か ら15時 まで)、 学生:留 学生6人 、 先生:北 原恵

美子(長 崎出身)、 内容:形 容詞 を教 える、 例:高 いc安 い、高い ⇒低い、暑いc

寒い、大 きい 串小 さい、暑い 拿冷たい、新 しい ⇒古い。

調査2場 所:KEC目 本語学院 目的:留 学生向けの 日本語教育 日時:2008年5 .月

24日 の午後のクラス(15時 半か ら18時 半まで)、 学生:留 学生9人 先生:十 河優子

(徳島出身)、 内容:位 置名詞 を教える 例:前c後 、右c左 、上 ⇒ 下、中c外 。

このよ うに教 えると、学生に とって学習 しやすい し、先生にとって教えやすい とい う両

方の役割があるのは言 うまでもない。教 え方 として、すば らしい、最高だ と学生たちに認

められた。

6.4.辞 典編纂の役割

辞典 は参考書 として、人間の学習や研究に欠かす ことができないのもである。辞典を編

纂す る時、説明 され る語の意味にできるだけわか りやす く注釈 を加 える必要がある。 その
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中 で 、 反 義 語 の 対 立 す る特 徴 を 使 用 して 語 の 意 味 を わ か りや す く、 覚 え や す く説 明 で き る

場 合 が あ る。 これ は 、 反 義 語 の 辞 典 学 に お け る語 の 注 釈 に 対 す る役 割 で あ る。 「反 義 語 は 意

味 の 対 立 関 係 を は っ き り表 して い る の で 、 辞 典 編 纂 に も参 考 にす る価 値 が あ る 」8)。 「反 義

語 を分 析 す る こ と は 、 語 の 意 味 の 注 釈 及 び 辞 典 編 纂 に役 立 つ で あ ろ う」9)。 中 国 語 の 学 者

は 昔 か ら反 義 語 の 対 立 関 係 の役 割 を 利 用 し語 の 意 味 を 注 釈 した と記 載 して い る 。 「古 代 中 国

語 で は 、 反 義 語 の 対 立 関係 を 利 用 して 語 の意 味 を注 釈 した こ とは少 な く な い の で あ る。 こ

れ は 、 そ の 語 の 意 味 を理 解 させ る に役 立 を 果 た す で あ ろ う」1°)。 モ ン ゴル 語 の 注 釈 辞 典 で

あ る 『モ ン ゴル 語 辞 典 』 を例 と し て挙 げ て み よ う。本 辞 典 で 「cingya(き つ い)、buyan(善

良)、yuldu(縦)、dooratu(下)、kundelen(横)、mon(肯 定)、01dui(不 器 用 な)

と い うモ ン ゴル 語 を次 の よ うに 注 釈 して い る1')。

oldui-uran-uesergu,ebdemαgei,uradpimayutai.(巧 み の反 対 語)

buyan-nigul-Uneserguudqa-taiuge.(罪 悪 の反 対 語)

kondelen-Yuldu-yinesergu.(縦 の 反 対 語)

yuldu-kondelen-Uesergusinji.(横 の 反 対 語)

mon-bisi-yinesergUudga-taibatulaqusulaage .(否 定 助 詞 の反 対 語)

douratu-degedU-yinesergU.(上 へ の反 対 語)

cingya-sula-yinesergiiudqa-taiuge.(緩 い の反 対 語)

[注]

1)赤 祖 父 哲 二1998p.285

2)Tangkis-nar2007

3)塩 谷 茂 樹2005p.1

4)塩 谷 茂 樹2005p.1

5)Seriib2007

6)Obermongyul-unyekesuryayuli-yinmongyulkelebicigsudulquyajar2005p .816

7)北 原 保 雄 東 郷 吉 男1988p.1

8)賀 水 彬1985P.53

9)謝 文 慶1987P.71

10)ヨ 小明1982P.85

11)Norjin-nar1997p.415p.1049p.1507p.1723p.1882p.2595p.2754
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お わ り に

モンゴル語にお ける反義語研 究はモンゴル語の意味論 において困難で、複雑 な課題 であ

る。そのため、意味論 の中で研究成果 が少ない、進展が遅い分野である。本論 では、筆者

は新 しい方法を用いて、新 しい角度 と視点か らモンゴル語にお ける反義語研 究について体

系的、詳細 に分析す ることを 目指 して努 めてきた。当然の ことなが ら、本論 でモ ンゴル語

における反義語研究の全ての問題 を百パーセ ン ト解決す ることはできないのである。今後

も引き続 き、モ ンゴル語における反義語研究について努力 しよ うと思っている。

研究論文 として、本論 の独創性 と発展性 についてま とめ、簡単 に述べよ うと思 う。実際、

これは、この研究課題にはモ ンゴル語 における反義語 について、い ったい何 を書き、 どれ

くらいまで分析 したか とい う質問に対す る答 えである。

独創性について:

1.本 論は、初 めて統計方法 を使用 してモンゴル語の反義語 にっいて研究 してお り、 さ

らにモ ンゴル語 の反義語研 究の大きな間違い、つま りモンゴル語では形容詞反義語 の数量

が最 も多 くとい う結論 を訂正 して、動詞反義語 が最 も多い とい う結論 を提出 した。

2.本 論 は、初 めて構成分析 の方法を使用 して、モンゴル語 における単語反義語 を分析

してお り、 さらにモンゴル語 にお ける単語反義語の構造的モデル を明らかに した。

3.本 論 は、モ ンゴル語 における反義語 の見落 とされた研究対象 である連語反義語 を詳

しく分析 してお り、さらに連語反義語の構造的モデル を明 らかに した。

4.本 論は、初めてモンゴル語の反義語 における対等性 について体系的分析 を行 ってお

り、 さらに対等性はモンゴル語の反義語 であるか否ないかを検証す る基準であるとい う意

見 を提唱 してきた。

5.本 論 は、初 めてモンゴル語 における反義語の意義深 さについて例示 しなが ら分析 し、

こ うい う研究を注意 しなければな らない とい う意見を示 した。

6.本 論 は、初 めてモ ンゴル語 における反義語 の多様性 について例示 した。 この特徴 は

理解 しに くいが、モンゴル語 における反義語の重要な特徴である。

7.初 めてモンゴル語の学術 向けのモ ンゴル語反義語辞典を編集 し、 しかも、モ ンゴル

語 の単語反義語や連語反義語を合わせた最初のモ ンゴル語反義語辞典である。 これは、モ

ンゴル語 における意味論だけではな く、辞典学の研究にも役立っであろ う。
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発展性について:

1.モ ンゴル語の品詞 における反義語研究について、以前 は名詞類の反義語 と動詞類の

反義語 のみ研究 されてお り、本論 は名詞類の反義語 と動詞類 の反義語だけではな く、不変

化詞類 の反義語 も研究 した。 また、名詞類の反義語 と動詞類の反義語 の特徴についてもで

きる限 り分析 した。

2.モ ンゴル語の反義語の概念について、以前の説明 した概念の欠点を分析 して、対等

性に一致す る語が反義語であるとい う観点を提唱 した。

3.モ ンゴル語 の反義語 と類義語の相互関係について、過去の分析 を基 に、その研究を

図式化 して、 さらに反義語 と類義語の相互関係 によってい くつかの反義語 を形成す るかの

数量計算 の公式を提出 した。

4.モ ンゴル語の過渡的意味による分類について、以前の説明 したことを基 に、両極反

義語 と相補反義語の概念 と特徴 について図式化 して説明 した。 これ は、この二種類の反義

語の区別や特徴について理解 しやす くするだろ う。

5.モ ンゴル語の反義語の役割 について、以前は反義語の使用の役割 について簡単に説

明 してきた。本論は、モンゴル語の反義語 の使用の役割だ けではなく、形成 の役割 、教育

の役割、辞典編纂の役割についてなるべ く詳 しく分析 して説明 した。

6.モ ンゴル語の反義語の例 において誤 っている例 を訂正 して、更にその誤 っている理

由を分析 した。以前は、主にモ ンゴル語にお ける反義語の対等性 について言及 され なかっ

たので、色々な間違いが出てきた。

7.モ ンゴル語 にお ける反義語 のオ トハラソ(udqalasu)に よる分類 について、以前の分類

は以下の通 りである。

一 一 …{　 麟 嚇 語
一っのオ トハラソにおける複数の反義語

本 論 の オ トハ ラ ソに よる分類 は以 下 の通 りで あ る。
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一 一 一{謝 眄　 　
一つのオ トハラソにおける複数の反義語

反義語

一 一一 …{　 飆 岡　 臙
反義語の複数のオ トハラソにおける反義語

以上は、本論の独創性 と発展性 についてのまとめである。
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モ ン ゴル 語 の反 義 語 辞 典 につ い て

辞典 は参考書 として、学術研 究のためだけではなく、 日常生活 にもよく使用 され る。 ま

た、辞典 は実践的なもの として、理論的研究の基礎 になる役割がある。モンゴル語の辞典

は民族文化の重要な部分 として、歴史 は長 く、しかも種類 も多いのである。「国家 にとって、

辞典の発展 はその民族文化発展 のシンボルである」 と述べているり。

本書は学術研究向けの辞典である。辞典を編纂す ることは、骨の折れる大変な作業だが、

モ ンゴル人の学者達は800年 ほど前の元朝か ら、『至元訳語』や 『華夷訳語』な どの翻訳 の

辞典を編纂す ることか ら始め、 これまで、様 々な種類の辞典が編纂 されてお り、モ ンゴル

語やモ ンゴル文化 の発展 を進 めてきた。 この 『モ ンゴル語反義語辞典』は、反義語研究だ

けではな く、モ ンゴル語の辞典学にも微力なが ら尽力す ることを 目指 し、編集 した もので

ある。

本書の反義語は、『モ ンゴル語辞典』2)よ り選択 した。

本書は、モンゴル語のアル ファベ ッ トの順番 に並べ、注釈 を付 した。

本書は、上部 と下部 とい う二っの部分か ら構成 されてい る。つま り、上部は単語 にお け

る反義語 であるが、下部 は連語における反義語である。

本書では、単語反義語 は540組 であ り、連語反義語 は120組 であ り、合わせて660組 の

反義語 である。

本書 の反義語 の注釈 は、『モンゴル語辞典』3)の 注釈 に基 づき注釈 を付 した。

本書 はわか りやす く提示す るため、なるべ く簡単に注釈す ることに注意 した。

[注]

1)Norjin-nar1997p.1

2)Norjin-nar1997

3)Norjin-nar1997
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